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　私し立りつ華か凰おう学がく園えんには「六ろく麗れい」がある。二年生の桐きり村むら雪ゆき人ひとは六麗を名前しか知らなかった。少なくとも、ついこの間までは。

　彼はイケメンかというとそうでもなく、長身かというとやっぱりそうでもない体格をしている。成績はそこそこ。とりあえず高校生として生きるに不足はないが、入るときにはそれなりに苦労した。

　華凰学園は寄き付ふ金きんによって成り立っている学校であり、しかもその寄付を一部の生徒と保護者によってまかなっている。その生徒の中でも特に裕福なものをあつめ、生徒会という名のソサエティとしたのが六麗だった。

　六麗は全員女子生徒だ。ようするに金持ちのお嬢じよう様さましか入れない特別な存在なのだ。人数は六人と決められており、彼女たちの機嫌を損そこねれば学校どころか地域経済、いや日本経済にすら影響が出ると言われている。

　とはいえ、雪人は自らの学園生活に六麗は関係ないと思っていた。彼は妹と二人暮らしだ。山やま師し同然の父親が儲もうけた金のおかげで生活はそこそこ安定しているが、金持ちには程遠い。卒業まで六麗と話すらしないだろうと信じていた。

　だが今。

　六麗の一人が目の前にいる。




「茜あかねさん」

　雪人の呼びかけに、目の前の少女、茜このはがはっとして顔を上げた。

　つややかなショートボブの一部を髪留めで留めており、はっきりした目鼻立ちだ。少女から女性への発展途上といった面おも持もちで、なんとも言えない可愛かわいらしさとなっている。

「はい？　なんでしょう……きゃあああっ」

　返事をした拍ひよう子しにコップに手をぶつけ、水がこぼれる。丸いテーブルに広がり、二人がかりで慌あわてて拭いた。

　カフェの店員がやって来ると、手早くコップを片づけ、新しい水をコップに入れる。二人は愛あい想そ笑わらいをして礼を言った。

「ご、ごめんなさい……」

　このはは小声で謝る。雪人は「いいよ」と言ってから。

「でさ、日曜になんの用？」

「あの……」

　彼女は上うわ目め遣づかいで訊きいた。

「これってデートだと思います？」

　雪人は数回まばたきをする。

「……デート、かなあ」

　雪人はなんとも曖あい昧まいな返事をした。

　今日は日曜日。二人はオープンカフェの一番端の席に座っており、注文した飲み物が来るのを待っていた。天気はよく、陽ひ差ざしが心地ここちよい。どうかするとぼうっとしてしまいそうだ。

　だが眼前の少女は、緊張しているのか肩に力が入っていた。

　そわそわ落ち着かず、彼と目を合わさない。むしろ雪人の方がリラックスしていた。

　金曜日、自分のスマートフォンにいきなりメッセージが入っていた。父親と華凰学園学園長の連名で、日曜にこのはと会うようにとの内容だった。

　学園長は女性で、世界中を飛び回り山師まがいのことをしている父親のスポンサーである。父親の金かね蔓づるということは雪人の生活にも影響があるわけで、断るわけにはいかない。「デートだぞ、デート」という余計な文言はなるべく気にしないようにしながら会うことにした。そして待ち合わせた後、すぐにこのカフェに移動して、こうして向かい合っている。
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　頼んだ飲み物が来た。雪人はジンジャーエール。このははコーヒーフロート。

　二人同時に口をつける。雪人は再び質問した。

「茜さん、六麗の一人だよね」

「はい」

　このはは可愛らしいタイプだが、お嬢様らしさや浮うき世よ離ばなれしたオーラは感じない。どこにでもいる少女である。それでも六麗の一員なので、実家は裕福なのだろう。

　そもそもこのはが隣のクラスの生徒だとは知っていたが、それ以上はなにも知らない。六麗の一員だというのも、なんとなく聞いていたくらいだ。

「六麗って、普通俺みたいな一般生徒と話しないんじゃないか？」

「そんなことないですけど、人によっては、そうかもしれないです」

「六麗って美人で頭のいい女の子ばかりだろ」

「綺麗な人は多いです」

「俺と話す理由なくない？」

　このはは、ストローに口を付け、少しだけすする。

「実は……学園長に桐村さんのことを聞いたんです」

「学園長……あー」

　かつてモデルをしていたとの噂もある女性の顔を思い浮かべる。なるほど、学園長から父親、そして自分に来たわけだ。

「どんなこと」

「六麗を立て直せるって」

「立て直す……ちょっと待った、六麗!?」

　つい大声を出してしまう。店員に視線を向けられ、急いで声を小さくする。

「立て直しって、六麗が分裂とかしてんのか？」

　このはは小こ刻きざみにうなずいた。

「はい、このままだとなくなってしまうかもしれません」

「え!?」

　また声を上げ、店員に睨にらまれる。このはは首をすくめた。

　雪人も気づき、急いで伝でん票ぴようを手に取った。

「と、とりあえず、外に出よう」




　二人のいるところはかなり大きな公園で、市民の憩いこいの場となっている。オープンカフェはその中の施設であった。

　会計をすませてから、並んで歩き出す。休日で天気がいいため、それなりの人出があった。

　同じ学校とはいえ、雪人にとってははじめて話す女子だ。そのため並んではいるが、微妙に距離が空あいていた。

「六麗のことだけど」

　すすっとこのはが間を詰める。

「……桐村さん、聞いたんですけど、ずっと海外にいたんですか？」

「俺？　ずっとってわけじゃないけど」

　彼は、いきなり話が飛んだことに戸と惑まどいつつ答えた。

「父親が考こう古こ学がく者しやで、世界中を飛び回ってるんだ。だからついて行ってた」

「あ、なんかかっこいい」

「そうでもない。一か所に腰こし据すえることがあんまないし、羽は振ぶり良いいときもあったから、山師なんじゃないかって思う」

「お母さんは？」

「離婚した。俺と妹が親父に引き取られた」

　このはは少し驚いたが、やがて言った。

「そうなんですか……実はうちも離婚してるんです。私もお父さんに引き取られました」

　彼女の母親は結婚前の皆みな島しまという姓せいに戻り、実業家として頑張っているらしい。ただこのはは詳しいことを知らない。

「俺もだよ。母親がなにやってるか全然知らない」

「なんだか似てますね」

　彼女は自分で言いながら照れ笑いをしていた。

　大きく湾わん曲きよくしている道を歩く。両脇に花か壇だんがあり、季節ごとに様々な花が咲くようになっていた。

「それで茜さん、六麗の話だけど」

「あっ、あそこ」

　このはが道の先を指さす。

「あのアイスクリーム屋さん、名物らしいんです。行きましょう」

　彼女は雪人の腕を取ると、引っ張るようにして向かった。

　そこの屋台はソフトクリームの専門店で、多種多様な味をクリームのフレーバーにしていることで有名だった。二人はしばらく並んだ後、メロン味とブルーベリー味を買う。

「写真撮りましょう」

　花壇まで戻り、咲き誇っている花をバックに、ソフトクリームを構え、スマートフォンの画面に収まりシャッターを押す。このはは数枚撮ってから、満足したように笑う。

「桐村さんにも送りますね」

　彼がなにか言う前に、このはは別方向をさす。

「あそこの水族館も有名なんです。行ってみませんか」

「ねえ、茜さん」

「それともごはんにしましょうか。でもソフトクリームありますから、食べた後で……」

「茜さん？」

　ようやく雪人が訊たずねていることに気づいたか、このはの動きが止まる。

　見る見るうちに、顔が絶望の色に満たされた。

「す……すみません……私といるとつまらないですか……？」

「いや……」

「ごめんなさいごめんなさい。私、人見知りで、男の子とこんなに話したことなかったんです。昨日からどうしようかずっと考えていて、桐村さんが退屈したらやだなって一方的に……本当にごめんなさい！」

　頭を何度も下げていた。

　いきなり謝りはじめたので、雪人は泡を食った。周囲を歩いているカップルたちはちらちらと、あるいはあからさまに見ており、「痴ち話わ喧げん嘩か？」「男が悪いな」などと噂している。

　雪人は彼女を引っ張り、あまり人がいないところに場所を移した。

「落ち着いて落ち着いて、茜さんはなにも悪くないから」

「そうですか……？」

　上目遣いで見つめてくる。雪人は安心させようと何度もうなずいた。

「本当だって。俺だって女の子と二人きりなんてそんなにないから、緊張してるよ」

「良かった……。あ、いえ、緊張させちゃったらごめんなさいなんですけど、ちょっと安心しました」

　二人は顔を見合わせてほっとし、溶けかかったソフトクリームをなめた。

「実はですね、学園長からメールをもらったんです」

　このははメロン味のクリームを舌したで味わいながら言う。

「桐村さんはデートだと思っているから、がっかりさせないようにって書いてあったんです。だから私、この公園にしたんです」

　このはは照れ笑いをしていた。

「ちょっと思い込みすぎたみたいです」

「親父の入れ知恵だな……別にデートなんて思ってなかったけど」

「それは、思ってくれても良かったんですけど……」

　雪人はソフトクリームを食べ終えた。

「それで六麗なんだけど、分裂してるんだろ」

　彼女はようやく答えてくれた。

「はい。私が六麗に入ったときから仲が悪いんです」

「少しくらいならありがちだろう」

「お互い顔を合わせようとしないんです。六麗の実家ってみんな大企業で、学校が依い存ぞんしてます。私たちが仲なか違たがいすると困るんです。このままだとみんな転校するかもしれません。そうすると寄付金の額が減って、学校がなくなっちゃうかもって」

　六麗は大正時代あたりに作られた制度である。選ばれた六人の少女が手本となり、全校生徒を導いていく。男子ではないのは、当時女学校だった名残である。

　少子化時代の昨さつ今こん、華凰学園はこれを大々的に宣せん伝でんし、名門にふさわしい制度だと喧けん伝でんした。六人の少女たちが「六麗の間」に集っている姿は、神しん秘ぴ性せいも加わって受験者数アップに大きく貢こう献けんした。それが崩れるとなったら、確かに大変なことであった。

　雪人は足元に目をやる。平たい石を並べた小道がずっと延びていた。

「でもこういうのは、それこそ学校の先輩とか生徒会長なんかに頼めば……ああ、その生徒会も六麗なのか」

　彼は自分で自分に答えを出す。このははうなずいた。

「だから、桐村さんに立て直しを頼みたいんです」

「なんで俺？」

「こういうの得意だって聞きました。学園長が、桐村さんのお父さんに聞いたとかって」

「得意というか、必要に迫られてというか」

　雪人は世界中を引っ張り回されたこともあって、変に度胸が据わっている。外国語は少し分かる程度だが、そんな状況で様々なコミュニティに放り込まれたのだ。

　外国で、しかも子供たちの間で生き残るにはなんらかのテクニックを身につけるしかない。雪人の場合はネゴシエーションだった。

　身振り手振り、口くち八はつ丁ちよう手て八はつ丁ちようでやってきたのである。人間、必死になればなんとかなるもので、肝きもを冷やすこともあったがうまくいった。なにせ相手には麻薬組織の幹かん部ぶの息子、なんてのまでいたのである。

　さすがにカウンセリングの専門家ではない。だが普通の高校生よりも経験があるのは確かだった。

「だからって俺ってのもなあ」

「学園長に相談したら、女の子だけだと揉もめそうだから、同い年くらいの男の子を入れた方がいいだろうって」

「まあ、俺がコミュニティに入って悪者になるって手もあるけど……」

　歩きながら考える。

「茜さんが六麗になったのはいつ？」

「二年になったら六麗に空きができて、五月に」

「実家が大企業の創業者とか？」

「うちはＩＴの会社なんです。それで六麗になれたんだと思います」

　このはは雪人に、最近よく名を聞く会社の名を言った。新しん興こうなので歴史はないと彼女は付け加えていた。

「私は別にならなくてもよかったんですけど、お父さん喜ぶので」

　と言ってから、

「それでその、六麗がそうなってるのは良くないと思って、学園長に相談したら、学校側でも認識してたって言われました」

「仲が良くないって、殴り合いとかじゃないよな」

「それはしません」

「陰口をたたき合ってるとか」

「あ、それもないです」

　このはは大きく首を振る。

「陰でこそこそ言うことって本当にないんです。そういう娘こって六麗に選ばれないんじゃないかって思います。面と向かって皮肉言う人ならいるんですけど」

　正面から皮肉とは恐れ入る。とはいえ、陰口に縁がないのはたいしたもんだと雪人は思った。

「じゃあ仲が良くないってどういうことなんだ？」

「えーと……」

　このはは視線を下に向けて考えごとをした。

「虫が好かないって言うか、近くにいたくないって言うか……。最初はふざけているのかなって思ったんですけど、本気っぽいこともあるんです。六麗になって長いのによそよそしい人もいるし……」

「女の子だから陰いん湿しつだとかそういうのは」

「あー、それ偏へん見けんです」

　このはは少しだけ怒った素そ振ぶりを見せつつ、

「男の子みたいに大っぴらに喧嘩したりしませんけど、陰湿ってこともないです。他の娘同士に立ち入りたくないのかもしれません。そうじゃない人もいるからよく分からないんですけど……」

「じゃあ別に理由があるのか」

「かもしれません。でもみんな理由を言わないから……」

　彼女はそこまで口にしてから、

「なんていうか普通に仲良くないんです。それってやっぱり、好ましくないと思います」

「でも六麗なんだから、同じ部屋で顔合わせたりするんだろ」

「それが、会わないんです」

　このはは答えた。

「私は最後に六麗になったんですけど、もう皆バラバラでした。六麗の間……あ、そういうとこがあるんですけど、そこにも集まりません。今じゃ私がお掃そう除じするために入るくらいで……」

「あー、文字通り顔を合わせたくないんだ」

「はい」

「茜さんには理由が分からないと」

　このははもう一度「はい」と返事をした。

　六麗に選ばれるのだから、心身共に健康のはずだ。とはいえ人間なのだからいつもそうというわけにはいかない。合う合わないもあるだろう。

　しかしここまでくると、さすがに学校も座ざ視しできなくなったと見える。男の自分が仲立ちを頼まれた理由もなんとなく分かってきた。

「互いにどう思っているか分かる？」

「壁があるんだと思います」

「茜さんは？」

「え……？」

　きょとんとするこのは。雪人は言い直した。

「茜さんは他の女の子たちからどう思われているのかって」

　彼女の頰ほおが、ほんのり赤くなった。

「わ、私ですか……。新人ですから、まだ馴な染じんでないっていうか、みんなも私に興味ないんじゃないかって感じです……」

「茜さんから積極的に話し合うって手もあるけど」

「ふえっ……！　そそそそそんなことできません！」

　虚きよを突かれたか、このはは狼ろう狽ばいし、大きく手を振った。

「わっわっわっ私、人見知りなんです。自分から話しかけられないし、友達とか作れないし。六麗の人たちだって、私みたいな実家が成り上がりだと軽けい蔑べつしてるのかなって」

　雪人は首を傾かしげた。

「そのわりには俺と話してないか？」

「……それは、そうなんですけど……」

　語尾がごにょごにょとしたものになる。このはは下を向いていた。

「その……私から相談を持ち込んだので、やっぱりちゃんとデート……じゃなかった、話をしなきゃって……」

「ここまで話せるなら自分からいけるんじゃないか」

「…………」

　口をつぐんでしまった。

　そういうわけでもないらしい。あんまり迫ると貝みたいに閉じこもってしまう可能性があるので、雪人は深く突っ込まなかった。

　別の話題にする。

「なあ、同じ二年なんだから、俺のこと桐村さんって呼ぶの止めないか。雪人でいいよ」

　彼女は顔を上げる。

「分かりました。じゃあ私のことはこのはでお願いします」

「あと敬語で喋しやべらなくてもいいよ」

　それを聞き、このははしばらくためらった。やがて小声で「そうですね……」と口にすると、改めて言う。

「うん、分かった。雪人……君」

「どうも……このは……さん」

　真顔で言うと、やけに照れくさい。二人は並んで歩いていることもあり、妙に意識してもぞもぞしていた。

「それで……」

　このはは探るような言い方になる。

「ただ雪人君に、六麗の仲を良くしてくれってお願いするのもおかしいから、私からもなにかしたいと思って」

「いや、俺はまだ引き受けるとは」

「分かってる。それでその……妹さんの勉強を見るのは？」

　雪人は虚を突かれ、思わず立ち止まった。

「妹……メグの？」

　このはは「うん」と言った。

「妹さんって、えーと、成績悪いでしょう」

「はっきり言うなあ。まあ……そうなんだよな。メグは勉強できないんだよ」

　彼はつい天を仰いだ。

　雪人の妹、桐村メグは一歳下の華凰学園一年生だ。彼はこの妹を溺でき愛あいしている。

　妹は勉強ができない。ごく普通にできないというより、わりと最悪に近い。外見は愛らしく、性格もよく、純真できらきらしており、完璧な妹だと大いに喧伝したいのだが、成績だけがどうにもならないのだ。

　テストをやれば常に低空飛行で、クラスどころか学年でも最低だ。一度だけ順位が上がったことがあったが、あとで食中毒で十人ほどテストを受けられなかったためと分かった。

　成績が悪いからといって当人は腐ることもなく、常にやる気をなくさない。努力は非常にしており、勉強が苦ではないのだ。雪人は頼もしさを感じつつ、卒業できるのだろうかと思わざるを得なかった。

　雪人とメグの学力は、華凰学園に入学するには足りなかった。ただ金があったときに父親が「華凰学園は名門で雑音に悩まされることもなくなるから」と受験させたのである。別口からの推薦もあり、二人とも裏口ではなくきちんと入学した。

　反動からか、はたまた周囲が優秀なためか、入学後の成績はどちらもひたすら下降していった。さすがに雪人は焦あせってそこそこの順位に戻したものの、妹の成績にブレーキは存在せず、一番下に安あん住じゆうの地を見いだした。

　妹のことが気になる兄としては、なんとかしてあげたいと思っている。しかし余計なプレッシャーは与えたくなく、なのに当人のやる気は溢あふれんばかり。そのあたりを勘かん案あんして雪人も色々教えたが、教え方の問題なのか何故か上昇しなかった。

　そしてなんとも厄やつ介かいなことに、学校からさりげなく、あまり成績が悪いようだと留年もあり得ると言ってきたのだ。入学してまだ半年たつかたたないかの時期にこんなことを言ってくるのは、よほど成績が悪いとしか言いようがない。雪人の悩みの種であった。

　その妹の勉強を、このはが見てくれるという。

「それって、家庭教師をしてくれるってことだよな」

「うん」

　このはは自信ありげに首肯した。

「親しん戚せきの子の勉強も見たことあるから大丈夫。妹さんがいい点取れるようにする」

　桐村家に優秀な家庭教師を雇うだけの金はなく、雪人が勉強を教えるのは無理だ。このはがやってくれるのなら申し分ない。

　それは同時に、六麗の仲を良くするというミッションを引き受けることに繋がった。

「それで、六麗のこと……引き受けてくれる？」

　雪人の瞳ひとみを見つめてくる。

　彼は少しだけ間を置いてからうなずいた。

「分かった」

「良かった」

　彼女はほっとして胸元を押さえていた。肩の荷が下りたのか、力も抜けていた。

　ふと、雪人は言った。

「このはさんは、今日何時まで大丈夫？」

　彼女は一瞬首を傾げてから返事をする。

「ええと……遅くても平気だけど……」

「じゃあ今から家庭教師してくれないかな」

「これからって……雪人君の家に行くの？」

「ああ」

　このはは目を白黒させた。幾いく度どか口をぱくぱくすると、喋ろうとして声をかすれさせ、咳せき払ばらいをして言い直す。

「でも……迷惑じゃない？」

「平気。なんていうか、妹にはなにも考えさせないで一気に教えた方がいい気がするんだ。不意をつくと効果的」

「というか、私、男の子の家行ったことないんだけど……」

「俺も女の子を呼んだことない」

　雪人の返答に呆あきれたのか、わずかに眉まゆを顰ひそめている。彼は手を合わせて拝んだ。

「とりあえずやってみてくれないか」

「……いいよ、分かった」

　彼女はなにかを吹っ切るようにして承しよう諾だくした。





　　　　○






　雪人の住むマンションは中古だがそこそこのセキュリティを備えており、そこそこの広さを持つ。具体的には２ＬＤＫ。そのうち六ろく畳じようの洋間を自室として使っていた。

　華凰学園から帰った彼は、カバンを床に置くと玄げん関かんで靴くつを脱ぐ。手を洗ってから台所に行こうとしたが、途と端たんに「お帰りなさい」と声がかかった。

「お兄ちゃん、遅かったね」

　ぱたぱたと音がして、もう一つの部屋、和室の六畳間から少女が駆け寄ってくる。長めの髪をバレッタで止めており、大きい瞳がくりくりとよく動く。雰ふん囲い気きといい仕し草ぐさといい、アニメのキャラクターのようであった。

　彼女が妹のメグだ。満面の笑みで出迎えようとした途端、動きが止まった。

　メグの視線は兄を素通りし、後ろに立つ人物へと向けられていた。

「お兄ちゃん……」

「お兄ちゃんはお前がなにを訊きたいか、言われなくても分かるぞ」

「六麗の茜さん!?」

「まあな」

　さすが六麗。校内の有名人なので、メグも顔を知っていた。

　このはは恐きよう縮しゆくしたように頭を下げる。

「お邪じや魔まします……」

「お兄ちゃんが女の人を連れてきた！」

　よほど驚いたのか、ぴょんぴょん飛び跳ねている。ぐるぐる回っているので、雪人はこのはに「入って」とうながした。

　靴を脱ぎ、まだジャンプしているメグの横をすり抜ける。彼は改めて説明した。

「わけがあって来てもらったんだ」

「どうやったの!?　まさか薬？」

　身内から犯罪者を出してしまったと言いたげなメグ。雪人は呆れた。

「無理矢理言うこと聞かせているわけじゃないんだ」

「じゃあ催眠術……？」

「違うよ。だいたい俺のためじゃないんだ。メグのためだよ」

「え？　だってお兄ちゃんの彼女だよね」

「こら、失礼だぞ」

　横目で見ると、このははうつむいて表情を見られないようにしていた。

　改めて雪人は言う。

「お前のためだよ。このは……茜さんに、勉強を見てもらうから」

「メグの家庭教師なの？」

「はい」

　と答えたのはこのは自身。もう顔は上げていた。

「よろしくお願いします」

　頭を下げる。メグも慌てて同じようにした。

「いえ、こちらこそ……今から？」

「よければ」

　メグがちらりと雪人に視線を向ける。彼はうなずいた。

「早い方がいい。小テストが近いからな」

「勉強するつもりだったからいいけど……。お兄ちゃんはどうするの？」

「ごはんもう食べたか？」

「ううん。待ってたから」

「じゃあ作るよ。食べてってくれないか」

　台詞せりふの最後はこのはに向けられたものだ。このはは何度か遠慮したものの、雪人だけではなくメグまで「食べていって欲しい」とお願いしたので、最後は承諾した。

「さっそく教えてもらうね」

　メグがこのはを自室まで引っ張っていく。雪人は夕食の支し度たくをはじめた。

　この家で食事当番は雪人が受け持っている。父親はほとんど家におらず、メグの料理は心こころ許もとないときたら、自然とそうなる。

　かすかに、女子二人が話をしている声が伝わってくる。盛り上がっているのかそうでないかは不明だが、喧嘩しているのではなさそうだ。

　豆腐を賽さいの目めに切りながら考える。突然の出来事で驚くことが続いたが、落ち着いてみれば悪いものでもない。少なくとも、妹に家庭教師をつけることができたのだ。なにせ六麗だ。成績がそこそこの自分よりはマシであろう。

　炊すい飯はん器きが電子音を奏でたあたりで、部屋から二人が出てきた。

「今日はこのくらいにしようか」

「うん」

　うなずいたメグが手を洗いに行く。雪人は小声でこのはに訊いた。

「どうだった？」

「妹さん、頭悪くないよ」

　彼女も小声で答える。

「ちょっと飲み込みが悪いけど、コツを覚えればちゃんとできると思う」

「よく教えられたなあ」

「なにが分からないかを分かってないって感じだったから、そのへんをしっかりすれば赤点じゃなくなると思う」

「俺はそういうのができないんだよなあ」

　彼は分からないところは勘かんでなんとかしてしまうのである。もちろんなんともならないことも多いのだが。

　このははそういうことはしない。さすが六麗というべきか、教え方もものが違った。

「これからもやってくれるか？」

「もちろん」

　メグが戻ってきたので、三人で食事にした。

　ごはんに味み噌そ汁しるに肉料理。あとは漬つけ物もの。それと昨日の残りの魚料理。妹は大喜びで食べはじめ、このはも箸はしをつけた。

「あ、おいしい」

　このはは意外そうに言う。

「雪人君、料理上手だね」

「両親がいないと、誰かが作らなきゃならなくなるからな。お世せ辞じでも嬉しいよ」

「本当に上手だと思う」

「ねー、お兄ちゃんのごはんおいしいよねー」

　メグもにこにこしていた。

　彼は鳥の照り焼きを摘みながら、ふと訊いた。

「今日はなんの勉強だったんだ？」

「国語」

　とメグ。

「メグ、国語総合って苦手だったから、助かった」

　実際は他の教科も苦手なのだが、雪人も指摘はしなかった。

「明日も来てくれるんだよね」

「……あ、ごめんなさい」

　このはが箸を置く。

「国語以外の教科は、ちょっと自信がない」

「えー、茜さん凄く分かりやすかったよ」

「やっぱり、こういうのって得意だったり好きだったりする人がやるのが一番いいと思う」

　雪人も少し食べるのを中断した。彼女は六麗なので、学業は全てが平均よりも上である。それでも得意科目以外は自信を持って教えられないようであった。できないというより、責任感の表れであろう。

「えー、茜さんじゃないの」

　メグが残念そうな顔をしたので、このはも申し訳なさそうな顔をしていた。

　雪人は二人の様子をじっと見ていたが、ふと頭にあることが思い浮かんだ。

「だったらさ……」

　言いかけて、思い直した。

「いや、やっぱりいいか」

「え、なに？」

「どうしたの、お兄ちゃん」

　不思議そうにする

「なんでもないっていうか、もうちょい考えるか」

　彼は独り言のように答えると、味噌汁をすすった。




　夕食が終わった後、このははすぐに帰宅すると告つげた。メグはもっといて欲しいと言っていたが、さすがに夜遅くなるのはよろしくないので、雪人は洗い物をしながらたしなめた。

「外も暗いんだから、引き留めちゃまずいだろ」

「えー、つまんない」

　ぷくっと頰を膨ふくらませるメグ。このはは両手を軽く合わせて、詫わびる仕草をする。

「ごめんね。今度時間作るから、一緒に遊ぼう」

「うん……じゃあ、お兄ちゃん、送っていけば？」

「え、いや……」

　やや戸惑う雪人。メグはさらに言う。

「だって遅いんだから、お兄ちゃんが送らなきゃ」

「このくらいの暗さだったら怖くないだろ」

「酷ひどくない？」

　メグはこのはの方を向くと「こんな兄でごめんなさい」と言う。このはは困ったような、苦笑いのような表情を浮かべていた。

「怖くないとか、そういうんじゃないんだよ。ほら、送って、送って」

　メグが急かす。雪人は慌てて洗い物を終わらせた。

「分かったよ。送る」

「ありがとう」

　このはが礼を言っている間に雪人は手を拭ふくと、上着を羽は織おった。

「歩きでいいよな。自転車持ってないし」

「うん」

　玄関の扉を開ける。メグは「またね、茜さん」と言いながら手を振った。

　外はもう暗い。雲のせいで月も星も出ておらず、このあたりは街灯も貧ひん弱じやくだ。確かに送った方がいいだろう。

　ボタンを押してエレベーターを呼ぶ。

「思ったんだけどさ……」

　待っている間に訊いた。

「六麗全員に、家庭教師やってもらうってのは？」

　このはが「えっ」という顔をした。雪人は続ける。

「家庭教師って名目にすれば、六麗全員と顔を合わせて原因探れるし、共通の話題で仲を良くできるかもしれないだろ」

「なるほど……」

　このはの顔が明るくなる。

「それ、いいかも！」

「このはさんが国語だから、他の人に得意教科受け持ってもらってさ。頼んでみなきゃ分からないけと」

「大丈夫だと思う。六麗って使命感はあるの。困っている生徒を見たら助けるのが役目だって思ってるから、訊いてみる」

　彼女はさっそくメールアドレスとＳＮＳをチェックしていた。

　エレベーターが来る。二人は乗り込んだ。

「ところで……なんで俺だったんだ？」

「えっ？」

　不意を突かれたからか、このはは戸惑っている。

「六麗のこと？」

「このはさんが学園長に相談したんだよな。別に俺じゃなくても、向いてるやついたんじゃないのか」

　このはは頭を大きく振って否定した。

「雪人君が良かった」

「なんで？」

　このはは答えず、いったん雪人の顔を見てから、目をそらした。

　しばらくして。

「……内ない緒しよ」

　小声で返事をする。彼女はエレベーターを下りると、あとはずっと無言で通した。
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　翌日。

　雪ゆき人ひととメグは揃そろって華か凰おう学がく園えんに登校した。

　この二人は一緒に学校へ行くことが多い。帰りは別々になることが多いのだから、行きくらいは二人で歩く。

　華凰学園の敷しき地ちは広く、校こう舎しやが学年ごとに分かれている。多額の寄付金を利用して広大な畑を買い取った結果である。正門を抜けてすぐに、メグは「お兄ちゃん、またね」と手を振り、一年生の校舎へと向かっていった。

　雪人は手を振り返し、自分もと踵きびすを返したところで、一人の女子生徒と目があった。

　このはである。彼女は雪人を見るとにこりとし、小さく頭を下げる。雪人は近寄った。

「おはよう」

「おはよう、雪人君」

　二人は自然と並んで歩いた。

　妹のことを訊きかれたので、雪人は「もう自分のクラスに行った」と答えた。このはは頭を下げる。

「ごはんご馳ち走そうになっちゃって」

「こっちこそ、勉強見てくれてありがとう」

　彼も小声で返答する。それを聞いて、このはは微笑ほほえんだ。彼女は続けて、

「昨日の勉強のことはなんか言ってた？」

「次はいつ来るんだって訊かれた。このはさんのこと好きみたいだ」

「そっか」

　彼女は顔をややうつむかせると、ほんのりと頰ほおを染めた。

「ところでさ、俺の六ろく麗れいでの立場ってどうなるんだ？」

　雪人の質問に、彼女は慌あわてて返事をする。

「あ、えっと、雑用係とかそんなのかな」

「なんだそりゃ」

「七人目だとそうなっちゃうと思う」

　六麗が人数オーバー、しかも男子生徒となると、他に手段がないのであろう。無関係でなければなんでもいいので、彼も納得した。

　このはは言った。

「そうだ、六麗の間、見る？」

「みんないるところだっけか」

「うん。今はいないけど」

　早めに家を出たので、授業までは時間がある。それまでかの「六麗の間」がどういうところか確かめたかった。

　このはは承しよう諾だくした。

「こっち」

　案内をすると、カードキーで扉を開けてくれる。

　内部は天井が高く、ＩＴ企業のオフィスか外国映画に出てくる屋や敷しきのリビングのようであった。入り口に土ど間まや靴くつ箱ばこはなく、土足のまま入るようになっている。

　室内にはデスクがいくつかと、高級そうなソファ。壁際には畳たたみ敷じきのエリアがあって、ここだけは靴を脱ぐようになっていた。

　だが、中には誰もいなかった。

　文字通りの無人だ。椅い子すやテーブル、ソファまであるが、うっすらと埃ほこりが積もっている。しんとしているため、不ぶ気き味みさすらあった。

　雪人は内部を見渡し、呆あきれたように両手を広げる。

「いつから？」

「前から」

　このはが答える。窓際にある観葉植物が、ほんのわずかだけ揺れる。

「……なるほどなあ」

　彼は呟つぶやいた。

「このはさんは、ここにみんながいるようにしたいと」

「うん」

　うなずき方が強い。本心から願っていることが分かった。

「そうなったらいいなって、思ってる」

　雪人は、彼女の言葉に呼こ応おうするよううなずくと、

「とりあえず六麗全員……このはさんはいいから、あとの五人のデータを教えて欲しい」

「いいよ」

　彼女はスマートフォンを取り出すと、画面をタップする。

　壁の一部がぱっと光った。よく見ると、そこにウィンドウが表示されている。さらに何度かスマートフォンをタップすると、壁にいくつもウィンドウが出現し自動で並ぶ。スケジュールソフトも立ち上がった。

　さすがに雪人は感心した。この一角は壁全部が液えき晶しようのパネルであった。

「すげえな」

「最新のシステムなの。うちのところで開発した」

　このはが「スマホ貸して」と言った。雪人が渡すと、手早く操作してアプリケーションソフトをインストールする。これは六麗の間専用で、壁面のウィンドウを自由に操作できるものであった。

「これで雪人君も使える」

　彼女はあらためて、六麗全員をスクリーンに映した。顔写真の下に名前が記されている。




　一年二組　柊ひいらぎ稟りん果か

　二年一組　南なん紀き島じま硬こう

　二年二組　吉よし元もとクララ

　二年三組　茜あかねこのは

　三年一組　松まつ条じよう琴こと絵え

　三年五組　佐さ々ざ波なみ紀き良りよう




　彼はじっと眺ながめる。

「家庭教師のことは、全員に知らせてあったっけ」

「うん。昨日やっておいた」

「返事は？」

「やるって」

「じゃあ……」

　雪人はスマートフォンで時間を確認した。

「案内してもらえないかな」

「どこ？」

「他の六麗」

　このはは驚いた顔をした。

「ええっ、今から？」

「みんな顔を合わせたくないなら、まず俺が会って対策考えないと」

「そっか」

　彼女は納得してうなずく。

「じゃあ最初は……稟果ちゃんにしようか」

「どんな人？」

「会えば分かるよ」

　このはは先に歩き、案内をはじめた。

　柊稟果は六麗の五。実家は海運を中心とした巨大な物流グループを形けい成せいしている。所有している飛行機と船とトラックは世界中のどこかを必ず走っており、彼女の実家が臍へそを曲げたら、この国の食糧と燃料はたちまち立ち行かなくなると言われていた。

　これくらいは雪人も知っている。なのでやや緊張しながらついていった。

　稟果は一年生である。クラスは二組。なので一年の校こう舎しやに行くと思っていたが、このはは通過し、教職員の入る建物に向かっている。

　そこも通過した。そして奥にある、音楽室だの実験室だのがある棟むねに入る。

　一番上の階まで上がった。

　階段の隣に廊ろう下かが続き、一番奥に観かん音のん開びらきの扉がある。その上に「ここも一年二組」とのクラス札があった。

「ここも……？」

　首を傾かしげる雪人。このはは扉を開けて中に入る。

　内部にはやや小ぶりの黒こく板ばんがあり、教卓が据すえられていた。他には生徒用の机と椅子が一組。さらには背の低いガラステーブルとやや高めのサイドテーブル。外国製らしい豪ごう華かなソファがひとつ。

　そこに少女が一人座っていた。

　顔立ちは幼く、ウェーブのかかった髪の毛を背中まで伸ばしている。目はくりっとしており、人形のようだ。低身長で、お嬢じよう様さまオーラを振りまいていた。

　このはが囁ささやいた。

「あの娘こが稟果ちゃんだよ……」

　雪人は聞き返した。

「なにしてんだ？」

「多分、授業前のひと休みじゃないかな」

　稟果は真っ白なカップを手にして、ゆっくり口をつけている。中身は恐らく紅こう茶ちやだろう。陶とう器き製せいの人形がすすってるようにも見えた。

　稟果はちらりと目を向けた。

「あら、茜このはじゃない」

　鈴の鳴るような声だった。

「なんか用？」

　外見の可愛かわいらしさに反して、親しみのない声音だった。このははたじろぐと、おどおどして小さくなる。

「どうも……」

「珍めずらしいわね。あたしの教室に来るなんて」

「あたしの……？」

　と言ったのは雪人だ。そこそこの広さの部屋に一組しか席がなく、教室と呼んでいることが不思議だった。

　稟果は鼻を鳴らした。

「知らないのね。あたし専用の教室よ。名めい簿ぼでは一年二組所属でも、あたしはここにいんの。あたしと教師が一対一で授業するってわけ」

「よくそんなことできるな……」

「私立校なんだから寄付金が全てよ」

　そう答えてから、彼女は改めて雪人を眺めた。

「で、あんたは誰」

　彼は「桐きり村むら雪人」と自己紹介をする。

「六麗の、あー、雑用係」

「あー、あんたの妹に家庭教師すんのね」

　雪人は稟果に近寄ろうと足を進める。だが彼女は片手にカップを持ったまま、もう片方の手を前に突き出した。

「ストップ」

「え？」

「それ以上寄らないで」

　雪人は思わず足を止める。

　稟果はそのままそこにいろとばかり、手を突き出したままにしていた。そしてきょろきょろと、辺りを見回す。

　スプーンを探しているようだ。彼女の手元にはなく、離れたところにあるサイドボードに乗っていた。

　サイドボードは雪人のすぐ側にあったので、彼は取って渡そうとした。

「だから待つの」

　また稟果が制する。彼女は紅茶のカップをガラステーブルに置き、立ち上がった。

　ソファから離れ、ゆっくり下がっていく。

「来なさい」

　雪人は戸と惑まどいつつ、ガラステーブルに近寄った。

　彼が進むたびに稟果は下がる。それを繰り返し、ガラステーブルにたどり着いたときには、彼女はかなり後ろにいた。

「置いたら戻って」

　スプーンを置く。それから元いた場所に戻った。

　稟果は再び座ると、満足げにスプーンで紅茶を掻き混ぜる。雪人は呆れた。

「人間嫌いなのか？」

「違うわよ。他人があたしの三メートル以内に近寄る権利がないだけ」

「なんで」

「人間なんて雑ざつ菌きんの固まりだからよ」

　つまり、自分の近くにいて欲しくないのだ。妙みように儀ぎ式しきめいた行動もそのためだったのである。

「三メートルって結構あるぞ」

「短すぎるくらいよ」

　雪人は室内を見回した。

「……ひょっとして、この教室は」

「ようやく理解したみたいね」

　稟果は何な故ぜか自じ慢まんげになった。

「他の生徒に近寄って欲しくないから、特別の教室を用意させたのよ。あそこの黒板もそう。生徒はあたし一人。教師は最低三メートル離れて授業をやってるわ」

　そんな馬ば鹿かなと思ったが、本当だった。実家が寄付金を山のように積むことにより、可能となったのである。クラス札に「ここも」と書いてあるのもそのためで、書類上は通常の一年二組と同じ扱いらしい。

　雪人はまたも呆れた。

「そりゃ特別じゃなくて、かわいそうな娘扱いなんじゃないか」

「失礼ね！　特別なのよ！」

「体育はどうすんだ」

「一人でやってるわよ。問題ないわ」

　体格の問題で遠投などには難があるが、テニスなどは俊しゆん敏びんさを生かし、むしろ成績がいいらしい。もちろん相手は体育教師のみ。

「他人に近寄られるのってほんと嫌なの。あんたがスプーン持ったから持ってきてもらったけど、本当ならなんだろうと自分で取るわ」

「逆に行ぎよう儀ぎがいいな」

「当たり前よ」

　ごく当然のように言う。すまし顔のまま続けた。

「でも、はじめてにしてはきちんとできたわね。あたしに近寄らなきゃ、サーヴァントにしてもいいわよ」

「……召使いサーヴアント？」

「あたしに奉ほう仕しするのよ。名誉でしょ」

　雪人は目をしばたたかせた。小声でこのはに訊く。

「あれ本気なのか？」

「稟果ちゃんは本気だよ……」

　彼女も声を潜ひそめた。

「悪意はないと思うんだけど、自分以外が好きじゃないっていうか」

「小さい頃にトラウマ抱えたとか、そういうきついパターンか？」

「どうなんだろ……」

　ひそひそ話を続ける二人。稟果はカップから顔を上げた。

「そこの二人」

　彼女は鼻を鳴らした。

「人としてレベルが低い人間は、そうやって噂話でもしてればいいわ。あたしみたいな支配層は、優ゆう雅がに学校生活を楽しむのよ」

「支配……」

　雪人は呟いた。稟果は何故か自慢げ。

「そうよ、支配層」

「社会の授業で習ったが、人間は皆平等に権利があって……」

「天てん賦ぷ人じん権けん説せつなんてゴミよ」

　稟果は紅茶のカップを手にしたまま喋しやべっていた。あとで知ったのだが、特に紅茶が好きというわけではなく、単に「それっぽい」から飲んでいるとのこと。

　彼女は先ほどからソファで足をぶらぶらさせていた。背が低いので床に届かないのだ。

「で、あんたたちはあたしの顔を見に来ただけ？　拝はい観かん料りよう取るわよ」

「支配者のくせにせこいな」

「うるさいわね」

「家庭教師なにやってくれるのか、確認に来たんだ」

　本当は様子うかがいなのだが、はっきり言うこともないだろうと彼は判断した。

　稟果はこのはの方を向く。

「茜このは、あんたはなに担当すんの？」

「今のところ、国語総合」

「じゃああたしは英語かしらね」

　雪人はスマートフォンに「柊稟果　英語」とメモした。それから気づく。

「そういや、三メートル以内は駄目ってことなら、うちに来て家庭教師するのも駄目なんじゃないか……？」

「そうね」

「じゃあなんで引き受けたんだ」

「六麗の務つとめだからよ。引き受けたんだから、あとはそっちでなんとかして」

　そう言われると反論もできない。雪人は「また連絡する」とだけ返事をした。

　二人は教室から出ていこうとする。そこに稟果が声をかけた。

「ちょっと。六麗全員に頼んだのよね」

「やってくれるって言ってたぞ」

「面倒だからって全員同じ場所に集めない方がいいわよ。六麗はね、六人集まらないのよ」

　ふざけているのかと思ったが、稟果の表情は真面目だった。

　彼は質問する。

「なんで」

「無理だから」

「理由はなに」

「……言いたくない」

　稟果は「さっさと出ていって」と二人を追い出した。

　扉から遠ざかりつつ、雪人は呟く。

「今のどういう意味だ……？」

「分かんない……」

　呟きにこのはが返答した。雪人が顔を向ける前に、彼女は言う。

「私は六麗の一番最後だから、どうしてバラバラになったのか知らないし……。聞いたことあるんだけど、教えてもらえなかったから」

　彼女にも謎なら、今はどうにもできない。

　雪人とこのはは、帰り際、妙に緊張した面おも持もちの英語教師とすれ違った。

「今の先生が稟果ちゃんを受け持っているんです」

「死にそうな顔してたぞ」

「稟果ちゃんは、英語で論文書けるレベルだから」

　二人は二年生の校舎まで一緒に行き、廊下で別れた。雪人は二年四組、このはは三組である。

　授業はなにごともなく過ぎていく。雪人は教師から古文の意味を問われ、五問中四問を自信満々に間違え、残りの一つを隣席の生徒に教えてもらい、教師に呆れられた。

　自分も家庭教師をしてもらおうかと悩んでいるうちに昼休みとなった。

　華凰学園の生徒は、昼食を弁当にするか学食ですませる。学食は食券タイプで、購入しないと入れない。そのため「弁当だけど教室で食べたくない」生徒たちは、外に行く。

　雪人は弁当派である。妹の食事を用意するうちに、自然と昼食も作って持っていくようになった。彼は弁当の入った袋を手にし、芝生しばふに座って食べようかと考えた。

　華凰学園は生徒を集めるために、六麗以外の長所も宣伝している。敷地が綺麗なのもその一つで、生徒たちが自由に使える芝生が中庭にしつらえてあるのだ。屋根付きのベンチもあるから、昼食時はいつも一杯になる。雪人はそこに行くつもりだった。他には屋おく上じようという手もあるが、なんとなく気が乗らない。

　廊下に出て、三組の前を通りかかり、ふと足を止める。

　少しだけ考えてから扉を開けた。側に女子生徒がいたので、このはを呼ぶよう頼む。

　このははすぐに来てくれた。

「昼、食べた？」

　雪人の質問に、彼女は「まだだけど」と返事をする。

「じゃあ一緒に食べよう」

「私と……？」

「ああ。嫌ならいいけど」

「い……嫌じゃないよ！　待ってて」

　このはは自分の机にダッシュすると弁当を引ひっ摑つかんで駆け戻ってくる。

「いいよ。どこ行く？　屋上？」

「外」

　彼は先に立って歩いた。

　中庭の芝生は半分ほどが埋まっていた。ベンチは全て誰かが座っている。

「雪人君、あそこ空あいてる」

　このはが引っ張ろうとした。雪人はそれには気づかず、周囲を見回している。

「いないな……」

「……誰が？」

「六麗の人。ついでに挨あい拶さつしようと思ったんだけど」

　このはの顔に、がっかりしたような色が浮かぶ。

「……雪人君、だから私を誘ったの……？」

「顔知らない人もいるから、このはさんが一緒にいれば分かるかもって……どうかした？」

　このはは力なく首を振る。

「ううん……なんでもない」

　それから気持ちを奮ふるい立たたせるかのように、幾いく度ども息を吸った。

「南紀島さんのいるところなら分かる」

「ここ？」

「別のとこ。南紀島さんは一人でお昼食べてるはずだから」

「じゃ、行こう」

「え……」

　ややたじろぐこのは。雪人は訊く。

「嫌いなの？」

「そうじゃないけど、あの人クールで近寄りづらいし……」

「俺が話をするから」

　このはは逡しゆん巡じゆんした末にうなずくと、芝生を横切って歩く。彼は急いで後に続いた。

　華凰学園には専用のクラブ棟がある。新旧の二つ。旧クラブ棟は校庭のすぐ脇に立っているため、運動部系が使っていることが多かった。

　このはは新クラブ棟に向かった。一階にある、一番端の扉をノックする。

　雪人は扉の上にかかっているプレートを見上げた。「通信部」と書いてある。

　このははもう一度ノックした。室内から「どうぞ」と返事がある。

　彼女はそっと扉を開けた。雪人が先に入る。

　狭せま苦くるしい室内だった。広さ自体はそこそこだが、古くて大きな機材が置かれているためだ。ざっと見た感じ、無線関係の装置に見える。どれもこれも一ひと抱かかえ以上ありそうな大きさだった。

　中央にテーブルと椅子が数脚あり、女子生徒が一人で弁当を広げていた。

　彼女は雪人とこのはを見ることもせず、食事をしていた。

　この女子生徒が南紀島硬かと雪人は思った。背筋を伸ばし、皺しわ一ひとつないブラウスのボタンは上まで留め、リボンはきちんと結ばれていた。真っ黒な髪の毛は頭の後ろで纏まとめられている。顔立ちはきついものの整っており、いかにも同性にファンが多そうな印象があった。

　硬の六麗での序じよ列れつは三。実家の歴史は古く、かつては財ざい閥ばつとして名を連つらねていた。今も戦後の混乱期もうまく渡り歩いて資産を残すことに成功している。重工業を元に高度成長を支えた誇りは脈々と息づいていて、財界に大きな影響力を持っていた。

　雪人は彼女のことを知っていた。と言っても、二年一組なので関係は遠い。知っているのは、自分のクラスの女子が噂しているのを小耳に挟んだからである。

　彼女は黙々と食事を続けている。雪人は咳せき払ばらいをした。

「えーと」

　硬はゆっくり顔を上げる。

「外に座るところがないのか」

　凜りんとした声こわ音ねだ。「耳が幸せになった」とやられる生徒も多いと聞く。

　彼女は箸はしをいったん置いた。

「だったら勝手に座って食べてくれ」

　考えてみたら弁当の袋を提さげたままだった。言われた通り、椅子を引き寄せて腰を下ろした。

　硬は規則正しく、箸でごはんを口に運んでいた。一方、雪人はともかくこのはは居い心地ごこちが悪そうだった。

「茜」

　硬の言葉に、このははびくっとした。

「は、はい」

「今日はどういう用件だ」

「その……用もあるんですけど、私たち、最近お話ししなくなりましたよね。だから……」

「前はしてたか？」

「いえ」

　返事をしてから、このはは自己嫌悪に襲われたのかうつむいた。

　代わりに雪人が喋る。

「俺は桐村雪人っていうんだけど」

「知ってる」

「え、知ってんの？」

「四組だろう。家庭教師の件か？」

「うん。あと、俺が六麗の雑用係になったんで」

「確かにかなり前、手伝いが必要だと言った記憶があるが……」
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　おや、と雪人は思った。必要性を口にしたのだから、六麗同士が集まっていたのである。恐おそらくはこのはが六麗になる以前だ。

　やはりなにかあって六麗は分裂したのだろう。そんなことを考えているうちに、このはが喋り出した。

「私たち以外にも誰かいた方がいいよね」

「実質、なにも活動していないのと同じだろうに」

「でも、六麗の間が空っぽのままはよくないと思うから……。ちょうど雪人君が来てくれたし、皆で集まって……」

「意味がない」

　それ以上の議論は不要とばかり、硬はぴしゃりと言い放った。一瞬言葉を詰まらせるこのはだが、それでも続けた。

「でも……」

「そこまで言うなら反対はしない」

「え……」

「どうせ行かないんだから同じだ」

　素そっ気けない言葉だった。このはは小さくなり、もう一度雪人が代わった。

「このはさんは、六麗の仲間だと思って、南紀島さんのところに来たんだ。六麗の間も使ってもらいたいからって」

　彼はあえて、自分が案内してもらったということを伏せた。

「なのに、ちょっと冷たいと思うけどな」

　硬の箸の動きがぴたりと止まる。

「……確かに、少し素っ気なさすぎたようだ。謝罪する」

　彼女は軽く頭を下げた。このはは驚き、両手を振って「別にいいよ」と言った。

　硬は元の姿勢に戻った。

「それはそれとして、六麗の間に行くつもりはない。他のものに会う気もない」

「どうして」

「行きたくない事情があるんだ」

「どんな事情か訊いてもいいかな」

「駄目だ」

　硬はそう告つげた。

「それより、昼食を済ませたらどうだ。食べ終わったらここを閉めるぞ」

　雪人とこのはは、急いで弁当を広げた。

　三人は黙々と昼食を取る。元々硬は口数が多い方ではなく、このはは気を遣っているのかなるべく音を立てないようにしている。雪人だけはしきりと部室の内部を見回していた。

「……通信部？」

「華凰学園に昔からある部だ。向こうにあるのがモールス信号の受信機」

　硬は一番奥にある、黒塗りの機械を示す。

「南紀島さんは、どうしてこの部に入ったんだ？」

「理由はない。誘われて入ったら三年生が一人だけで、卒業したら私だけになった」

「運動部に入っているんだと思ってた」

「皆そう言うが、助っ人に呼ばれる程度だ」

　硬はスポーツ万能である。身体能力は女子の中でも抜きんでていた。そのため人手不足の部から大会のために呼ばれることが多い。そんな彼女が運動部系の部活に所属していないのは、大勢から不思議がられていた。

　雪人はまた訊いた。

「確かうちの学校、パソコン部あるじゃないか。通信部よりそっちがよくないか」

「ここで十分だ」

「理由あんのか」

「それより」

　硬の声がやや大きくなった。

「六麗のお手伝いの君は、どんな手伝いをするんだ」

「できることならなんでも。南紀島さんもなにかあったら」

「……そうだな」

　彼女は弁当箱に蓋ふたをしながら言う。

「だったらまず、私は理科系が得意だ。家庭教師はそっちにしてもらいたい」

「分かった」

「もう一つ、吉元とは顔を合わせたくない」

　きょとんとする雪人。

「……は？」

「吉元……吉元クララと別にするのが条件だ」

「……なんで？」

「言わない」

　彼女は稟果みたいなことを口にする。雪人は質問を変えた。

「じゃあ、六麗の他の女の子なら？」

「それも駄目だ」

「だからなんで」

「理由を訊くのなら引き受けない」

　彼女は口を閉じた。

　無言を通している。これ以上喋りたくないのか、二人と目を合わせようともしなかった。

　これ以上ここにいても意味はなさそうだ。二人は立ち上がると場所を借りた礼を言い、通信部の部室から退出した。

　新クラブ棟から十分離れたところを見はからい、雪人は言う。

「なんか緊張したな」

「うん……」

　このはは大きく息を吐いていた。

「南紀島さんって、すごく冷たい感じがするんだよね……女子人気はあるんだけど、本人嫌がってるみたいだし」

「じゃあ通信部で飯食ってたのも、女子生徒から逃れるためか」

「それは分かんないけど」

　二人は芝生のある中庭まで戻っていく。昼休みはまだ続いていた。

　雪人はこのはの方を向く。

「吉元さんと南紀島さんって喧けん嘩か中ちゆうなのか？」

「そういうことじゃなくて、疎そ遠えんっていうか……」

　このあたりも解決する必要がありそうだ。とすると、次やることは決まってくる。

「吉元さんのところにも行こう」

　このはも同じことを考えていたらしく、すぐに了承した。

　今度は教室のある棟へと向かう。このはには、クララがどこにいるか目星がついているらしく、迷わなかった。

　階段を上る。

　あとは屋上だ。普段は閉じられたままの鉄の扉だが、今の時間は開け放たれている。これは昼休みの間だけで、終わると生徒がいなくなったのを確認してから施せ錠じようされた。

　屋上に上がり、雪人とこのはは周囲を見回した。

　昼食を終えた生徒たちが、あちらこちらで会話に興じている。甲かん高だかい笑い声が頻ひん繁ぱんに伝わってきた。

　目当ての人物はすぐに見つかった。

　金髪、褐かつ色しよく肌はだの女子生徒が柵さくに寄りかかっていた。友人らしき数名の生徒と話をしている。屋上では一番目立っており、声もよく聞こえた。

　今度はこのはから近づいた。

「吉元さん」

　青い瞳ひとみが動く。

「茜このは？　珍しー」

　笑みが浮かぶ。彼女は手招きをした。

　このはと雪人は近寄った。クララの友人たちは気を利きかせて外してくれた。

　吉元クララは六麗の序列四。父親が南米出身。そのため大きな瞳と彫ほりの深い顔立ちを持ち、エキゾチックな雰ふん囲い気きを醸かもし出だしている。言葉遣いと発音に癖くせがあるものの、むしろ魅力を引き立てていた。実家は南米各所に大規模な農園と鉱山をいくつも所有しており、鉄鉱石とコーヒー業界で主導的な役割を担っている。それもあって、入学してほとんどすぐ六麗に選ばれていた。

　彼女もやはり二年生で、二組だ。なにしろ目立つので、雪人も姿を何度も見たことがある。ただクララがこっちを知っているとは限らないので、とりあえず自己紹介をした。

　クララは「あー、四組のキミね」と言った。

「知ってるよ」

「俺、吉元さんみたいに有名じゃないぞ」

「ちょっと好みのタイプだから、覚えていた」

　彼女は親指と人差し指で隙間を作り、「ほんのちょっと」と言った。

「ワタシに話？　家庭教師なら引き受けたよ」

「実は南紀島さんのことで」

「コーがどうしたの？」

「コーって……南紀島さんだよな」

「ワタシはコーって呼んでるよ。どうしたの？」

「えーっと、引き受けてくれたけど、吉元さんと一緒にしないでくれって……」

「やっぱり」

　予想していたのか、驚いてはいなかった。

「コーはいつもワタシを目の敵にするから」

　硬とクララは一組と二組なので、体育のときは女子同士一緒になる。そこではほとんど口を利かない。片やクールな黒髪少女、片やエキゾチックな褐色少女なので、二人が並ぶだけで絵になるのだが、口も利かなければ目も合わせないことは一部で有名であった。

「コーはしょうがないよねえ」

　クララは笑う。

「ワタシのことが嫌いでも、もっと隠せばいいのに」

「南紀島さんのことは嫌いじゃないんだよな」

「まーね。……そうだ」

　頭上の見えない電灯に明かりが灯った。

「ひとつお願いがあるんだけど、ワタシの家庭教師、コーと一緒にして」

　聞いた二人は同時に「えっ！」と口にした。

　聞き返すまでもない。クララは硬と一緒に家庭教師をしたいと言ったのだ。硬がつけた条件と正反対である。

「どうやって!?」

　思わず聞き返す雪人に、クララは返事をする。

「考えて欲しいなー。ワタシじゃ無理だから」

「なんで嫌われているのか、心当たりはあるかな」

　クララは少しの間、首を傾げ、

「これかも」

　クララは胸元をギリギリまで広げた。制服をかなり着崩している上にタイをつけていないから胸の谷間まで見えた。

　このはが顔を赤くして両手をバタバタさせた。

「よ、吉元さん！」

「コーはこういうのを凄く嫌がるの。ワタシをふしだらだって怒る」

「当たり前！」

「別にいいと思うんだけど」

[image: ]

　彼女はもののついでとばかり、ブラウスをぱたぱたさせている。性格によるものか、この手のことへの禁きん忌きがなかった。

　雪人は言う。

「あー、他に南紀島さんが嫌がることはしてないよな」

「そうねえ、こういうことも駄目かも！」

　いきなり雪人に抱きついた。

　大きな胸を思いっきり押しつけ、両腕で抱きしめていた。さすがに雪人は泡を食い、このはも慌てた。

「吉元さん！　やめてってば！」

　先ほどよりも大きな声に、クララはにやっとする。

「あはは。びっくりした？」

「早く離れて！」

「ちょっと好みなんだよねー」

　それでも離そうとしないので、雪人が自分から逃れた。

　クララは口を尖とがらせる。

「つまんない」

「誰かに見られたらどうすんだよ」

「みんな知ってるからへーき。コーはスキンシップも嫌いなんだよねー」

「南紀島さんに抱きついたことは？」

「ううん。小さい頃はしてたけど」

　その台詞せりふに、雪人は不思議そうな顔をした。クララは気づき、言った。

「ワタシとコーは幼なじみだから」

「……幼なじみなのに、仲良くないのか」

　クララは「うん」と返事をした。

「他の六麗とは仲悪い？」

「ワタシはそんなつもりないけど、もう六麗は集まらなくなっちゃったからねえ」

「それ、なんで？」

　答えず、彼女は今思いついたみたいな顔で言う。

「そーだ。ねえ、番号交換しよう」

「あ、ああ……。じゃあ俺から……」

「ワタシＳＮＳやってないよ」

　彼女はポケットから携帯電話を取り出す。いわゆるガラケーで、スマートフォンですらない。

　さすがに雪人も驚いた。

「それいつのタイプだ？　はじめて見るぞ」

「さあ、分かんない」

「なんでスマホじゃないんだよ」

「なんとなく」

　クララはちろりと舌を出した。

　珍しいことに、クララはテクノロジーを苦手にしている。嫌いというより、アナログなやり方を好むのだ。六麗の間だけではなく、華凰学園は電子化が進んでいるのだが、彼女はできるかぎり使わず、ＳＮＳにも触れずにいた。

「コーはスマホ、すごく使うよ」

「あの人の方が、スマホ使わないイメージある……」

　つぶやいたのはこのはである。確かに真面目でお堅い雰囲気からして、インターネットカルチャーと縁が遠そうなのだ。

「コーはああいうの大好きなんだって」

　クララと雪人はメールアドレスを交換した。ガラケーとはいえさすがにメール機能はある。

　クララは満足そうに微笑む。

「なにかあったらメールして」

「それよりさっきの……」

　雪人が話を戻そうとしたが、予鈴が鳴った。

　クララは「行くね」と告げるとさっさと屋上から下に降りていく。

　取り残された雪人とこのはは、顔を見合わせる。

「……はぐらかされた気がしないか」

「うん。する」

「それに、吉元さんと南紀島さんって幼なじみだったのか」

　このはも、信じられないという風に首を振った。

「はじめて聞いた。多分、知ってる人少ないと思う」

「なんで俺たちに言ったんだろう」

「……分かんない」

　彼女は少しだけ口ごもる。午後の授業が近づいてきたので、二人は早足で教室へと向かっていった。




　授業も終わり、放課後。

　担任教師の話はいつも簡潔に終わる。クラスの担任は女性の教師で、男子からも女子からも人気が高い。からっとした性格が好かれているのだが、この日だけは別れたばかりの男の愚ぐ痴ちがはじまってしまい、クラス委員長が強引に遮さえぎって終わらせた。

　雪人が机の中のものを全てカバンに放り込んでから教室を出ると、女子生徒が待っていた。

「雪人君」

　このはだった。彼女のクラスは先に終わっていたようで、ずっと廊下にいたらしい。雪人は恐縮した。

「あれ。ごめん、待たせた？」

「ううん」

　その返事に、雪人はちょっとくすぐったくなる。このはは言った。

「雪人君、残った六麗にも会いに行くんだよね」

　無論そのつもりである。二人は並んで歩いた。

　三年生の校舎へ行く。このはは一組の扉を開け、中の生徒となにごとか話をした。

「音楽室にいるみたい」

　なにか用事でもあるらしい。二人は音楽室が入っている棟へ向かう。

　授業はとっくに終わっているため、中はしんとしていた。このはは防音のための分厚い扉を開ける。足を踏み入れた。

　中には誰もいなかった。ピアノと、テーブルと一体型になっている椅子が並んでいるだけで、人の気配がない。

「入れ違いか」

「違うかも……」

　このはは、音楽室に隣接した楽器部屋を覗のぞき込こむ。ここは楽器を収納するところで、音楽系の部員以外はほとんど出入りがない。

　彼女はすぐに振り返った。

「いた」

「六麗の人？」

「うん。松条琴絵さん」

　雪人は楽器部屋に入ろうとする。が、このはに止められた。

「あっ、止めた方が」

「中にいるんだろ」

「すごく人見知りっていうか、あの人はちょっと……」

　自称人見知りのこのはが言うのだから、よほどのことなのだろうか。言われた通り、彼は待つことにした。

　しばらくそのままでいる。本当に中にいるのか疑わしくなってきたころ、突然大きめの紙束らしきものが出てきた。

「スケッチブック……？」

　文字通りのスケッチブックである。白い画用紙がリングで止められて薄い本になっている。それだけが扉の陰から突き出されていた。

　そこには黒のサインペンで『どなたがいらっしゃるのですか？』と書き込まれていた。

　雪人は目をしばたたかせる。まるでテレビ番組の収録風景みたいだ。アシスタントディレクターがカンペで指示を出しているあれ。

　隣のこのはは慌てず、スケッチブックの主に「六麗のお手伝いをしてもらうことになった、桐村雪人君です」と告げる。

　このはの言葉にスケッチブックが引っ込む。少ししてから『でも……』と書かれて出てきた。

「大丈夫ですから」

　このはが告げると、またスケッチブックは引っ込む。しばらく間が空き、今度は一人の少女が姿を現した。

　軽くウェーブのかかった髪に、やわらかな瞳。雰囲気はいかにも上品で、懐なつかしの「癒やし系」を彷ほう彿ふつとさせるが、妙に影が薄い。身長は稟果より少し高い程度だろうか。

　彼女は雪人を見ると、びくっとした。そして動悸を抑えようと深呼吸をし、両手を揃えて礼をする。

　挨拶をしているのは明らかなので、雪人も急いで頭を下げる。

「あ、どうも。えーと……」

　彼女はスケッチブックに書き込んだ。

『三年一組の松条琴絵と申します』

「松条さん……あの、普通に喋ってくれていいですよ」

『このままで』

「……スケッチブックで話するんですか？」

『はい』

　琴絵はスケッチブックを顔の前に掲げたまま、小さくうなずいた。

　驚く雪人。もちろん琴絵の存在は知っていた。だが、スケッチブックで会話をするタイプだとは思っていなかったのだ。

　琴絵はまた書き込んだ。

『二年生の方ですか？　茜さんと同じ』

「ええまあ」

『六麗は女子のみのところですが、それも古い価値観と共に作られたもの。伝統は大切とは言え、わたくしは男子を入れることに反対はしません』

「はい……」

『ですが、やはり戸惑ってしまうことをお許しください。あと、こっちを見ないでください』

　琴絵はスケッチブックで自分の顔を半分ほど隠しており、視線も逸そらしていた。

　言われた通り、雪人は琴絵を見ずにこのはの方を向く。

「どういうことだ……？」

「琴絵さんはすごい人見知りで、他の人と話すのが苦手なの。理由は分からないんだけど、いつもああやってる」

「家じゃどうやってるんだ」

「自宅では普通に話してるみたい」

　なら学校でもできるだろうと思うのだが、当人は頑かたくなにスケッチブックでの会話を止めなかった。

『わたくしの実家の話ですか？』

　琴絵がスケッチブックを見せる。

『妙な噂もありますが、普通の家なんです。信じてください』

　このはが言う。

「でも、ずいぶん大柄な男の人が出入りしてて、小指がなかったりするんですよね……？」

『普通です』

　例によって顔を隠しているものの、今度は二人にちらちらと目を向けていた。

『お父様のお仕事は、ただの噂です。本当です』

　六麗の二、松条琴絵は膨ぼう大だいな土地を持つ、地主の娘である。江戸時代以前より各地に土地を持ち、どのような手段を使ったのか戦後の混乱期にもほとんど失わなかった。大都市の一等地を管理しており、かなりの数を大企業に貸しているため、松条家には頭が上がらないことが多い。

　そして琴絵の父親だが、土地管理を主とする実業家であるものの、実体は「ヤのつく自由業」であるとの噂が絶えなかった。もちろん当人は否定するし、そもそも警察にマークされている人間の娘は六麗にはなれない。にもかかわらず、「きっとそうに違いない」との噂だけは消えていなかった。

『お父様の噂を聞いて、わたくしを避ける人もいるんです。迷惑してます』

　急いで書いたため、文字の最後が乱れている。雪人は安心させるように言った。

「別に信じてないから」

『本当ですか？』

「本当」

『粗そ暴ぼうなことはしませんか？』

「しないってば」

　琴絵はほっとすると、今度はゆっくりスケッチブックに書き込む。

『安心しました。もし腕力にものをいわせて六麗を混乱させる方でしたら、わたくしはお父様にお伝えしなければならないところでした』

　どこか不ふ穏おんな書き込みに雪人の胸中がざわつく。

「あの、それって……」

『はい？』

「なんでもない」

　急いで首を振り、このはに囁く。

「なあ、やっぱり噂通りなのか……？」

「分かんないよ……」

　彼女は恐ろしそうに首をすくめた。

　琴絵は身体からだの半分を楽器部屋に隠した。そんな彼女に向かい、家庭教師を引き受けてくれたことへの礼を伝える。

『六麗の義務として、手助けは当然のことです』

「誰かと一緒は嫌だとか、そういう条件は……」

『別にそのようなことは……ですが、音楽系は苦手です』

　歌唱は難しいらしい。当然だろう。ただ楽器演奏は問題ないどころか優秀で、ついさっきまで吹すい奏そう楽がく部ぶの顧こ問もんに、入ってくれないかと勧誘されていたとのこと。

　雪人は胸を撫で下ろした。

「よかった。意外に一番面倒がなかった」

『意外とはなんですか』

「言葉のあやだよ」

『ところで六麗は、全員が家庭教師をするのですか？』

　これにはこのはが返答した。

「引き受けてもらいました」

『南紀島さんと吉元さんは大変でしょう』

「引き受けてはくれましたけど……。全員同時は難しいみたいです」

『仕方ありません』

「なにか知ってるんですか？」

　琴絵は若じやつ干かんためらった後、スケッチブックに『わたくしの口からはなんとも』と書いていた。

　沈黙が続く。

　なにしろ琴絵が喋らないので、会話が途切れると空気が沈む。音楽室のため、外の騒音も聞こえなかった。

　琴絵がサインペンを走らせた。

『わたくしで最後ですか』

「いえ、まだ佐々波さんが」

　このはの口から出た途と端たん、また重い空気が流れる。琴絵も身の置き所がなさそうにしている。不ふ謹きん慎しんというか、ついに言ってしまったという感じであった。

　琴絵がサインペンで書いては消し書いては消しを繰り返す。

『あの方に家庭教師は務まるのでしょうか』

「佐々波さんは六麗の一、生徒会長ですから」

『そういうことではなく』

「それは……」

　このはは雪人を見る。

「雪人君……佐々波さんのことを知ってたっけ」

　首を縦に振る。

「実はちょっとだけ」

「そっか……。じゃあ話しやすい……かな」

　なにやら躊ちゆう躇ちよしている風であったので、先に言う。

「俺だけで行くよ」

「一緒じゃなくていいの？」

「あの人の性格は俺も知ってるから。三年のところだよな」

「五組だけど、今は向こうの方のベンチに座っていると思う」

　このはが音楽室の壁の、さらに先を指し示した。そちらに顔を向けてはみたが、窓がないので様子は分からない。

「行ってくるから、このはさんは先に帰ってて」

　そう言い残すと、彼は音楽室を出た。




　華凰学園の敷地内には散歩道がある。手入れのされた林があって、その中で自由に休きゆう憩けいしたり食事したりできる。かつては一般にも公開されていたが、今は生徒のみ使用できる。

　砂利じやりが敷き詰められた道を歩いていく。途切れたあたりに、こぢんまりとした建物がある。そこが六麗の間で、雪人が一度入った場所。

　さらに行くと、前方がぱっと開ける。そこは大きく切り拓かれており、中央には噴ふん水すいが据えられていた。

　十五年ほど前にある在学生の実家が寄付をしたものである。その家は娘を六麗に入れる下心を持っていたのだが、返答が保留されているうちに離婚騒動が勃ぼつ発ぱつ。華凰学園に関わるどころではなくなり、噴水だけが無条件で設置されることになったのだ。おかげで「離婚の泉」という不名誉な名称が付けられている。

　ちなみにその生徒は父親の愛人と母親の浮気騒動を乗り越えて優秀な成績をあげ、六麗に諸もろ手てを挙げて歓迎された。今でも鋼鉄の意志を持った生徒として尊敬されている。

　噴水の周囲にはいくつかベンチが設置されている。昼時にはここで弁当を広げている生徒もいるが、今は一人だけだった。

　艶つややかな黒髪をした生徒が座っていた。長身なのは座っている姿からでもよく分かり、すらりと伸びた足と豊かな胸が目についた。

　彼女は雪人に背を向けたまま、噴水に目をやっていた。

　彼はゆっくりと近づく。

「あー、佐々波紀良さん？」

　返事はない。女子生徒は噴水のみに目を向けている。

　もう一度「佐々波紀良さん」と声をかける。すると、ゆっくりとだが返答があった。

「……噴水というのは、古代メソポタミア文明にはもう存在していた。今から五千年以上前になる」

　いきなり妙なことを言われ、雪人は「そ、そうか」としか返事ができなかった。

「水の高低差を利用したと言われるが、実際は空気圧だ。奴ど隷れいが二十四時間、複数人でポンプを押して噴ふん出しゆつさせていたんだ。奴隷は八時間働くと褒ほう美びに食しよく糧りようがもらえ、さぼると鞭むちで打たれた」

「知らなかった……」

「いや、噓だ。噴水の歴史など私は知らん」

「……本当っぽかった」

「よし。歴史を捏ねつ造ぞうしてひと儲もうけするか」

　唖あ然ぜんとする雪人。女子生徒が身体ごと振り返った。

　大変目鼻立ちの整った女子生徒だった。アイドルというよりは女優のようで、気き品ひんすら漂っている。この美しさは直に見るだけではなく、映像だろうと変わらないだろう。一生に一度会えたら幸運と言いたくなる顔立ちであった。

　彼女が形の良い口を開く。

「君が桐村雪人君？」

　つい見とれていた雪人は、我に返った。

「あ、ああ……そうだけど。よく知ってるな」

「生徒会長たるもの、生徒の顔は全員記憶している」

　本当かよと思ったものの、また変わった返答が来そうな気がするので、質問するのがはばかられた。

[image: ]

　女子生徒はわずかに笑みを作る。

「実は以前、君と会ったことはあるんだ」

「……俺もちょっとだけ覚えているよ」

「それは嬉しいな」

「本当に嬉しいのか？」

「訊くものじゃないだろう」

「そりゃそうかもしれないけど」

「本当はどうかなんて、他人に分かるものではないよ」

　女子生徒、六麗の一にして生徒会長の佐々波紀良はそう言った。

　六麗の任期は通常「卒業まで」である。議会のようにいったん全てリセットしやり直すのではなく、卒業したらその都つ度ど入れ替えていく。なので一年のときに任命されたらよほどのことがない限り、三年生まで繰り上がっていく。

　卒業あるいはやむを得ない事情により入れ替わる場合、新しく任じられた六麗は自動的に「六」の地位を得る。新たに六麗になるものは一年生だろうと三年生だろうと制限はなく、「そのときもっとも六麗にふさわしい生徒」が任命される。選出方法は理事会に一任されており極秘だが、家柄や成績、生活態度などが考こう慮りよされると言われている。

　六麗への選出は学校における他の地位に影響されない。つまりどこかの部の部長をやっていようといまいと関係がない。むしろ「箔はくが付く」ということで、部長などが任命されることは多い。

　さて約二年前、六麗の一人が卒業によって退任した。彼女は六麗の一であり、生徒会長を兼ねている。通常なら番号が繰り上がるのだがこの場合だけは例外で、生徒会長選挙で当選した人物が無条件で「一」となるのだ。男子が生徒会長になることがあればまた話は違うのだろうが、今のところ女子以外は当選していない。

　ごく自然に生徒会長選挙がおこなわれ、紀良が当選した。ちなみに華凰学園では生徒会は六麗が担にない、生徒会長のみが選挙選出であとは学校による指名制である。

　生徒会長は六麗のトップとなるのだから立候補に厳しいチェックがある。紀良の成績に問題はなく、実家は石油関係の大手である。しかしその性格が「なんかちょっと」と思われるものなのだ。

　紀良は雪人に隣に座るよう告げた。傍らに置いてあるステンレス製の水すい筒とうを手に取る。

「コーヒーを入れよう」

「別にいいよ」

「私が飲むんだ」

「…………」

　彼女は本当に、自分の分だけコーヒーを入れた。

　水筒の蓋をコップ代わりに、ゆっくりとすすっている。香ばしい香りが湯ゆ気げに乗り、静かに広がっていた。

　紀良はコーヒーを一杯飲んだ。それを待ち、雪人は口を開く。

「伝えることがあるんだ。俺は六麗の補佐っていうか、雑用係を頼まれたんだ」

「ほう。雑用係君がどんな用だ？」

「ご機嫌うかがい。家庭教師の」

「あれか。承諾したが、よりによって私もとは」

　紀良は感心したように言う。

「私は学校の嫌われものだ。なかなか度胸があるな」

　言葉の中身に反して顔つきは平へい然ぜんとしていた。

　紀良はそれこそ一年のときから、「佐々波さん」と呼ばれている。下の名を使われることもなく、年上だろうと年下だろうと揃って「佐々波さん」なのだ。

　外見は高校生離れした美しさで、モデルばりの肢し体たいをしており、大人っぽさからいえば、学園随一である。なのでさんづけも当然の気もするが、どちらかというと畏い怖ふが込められていた。

　学業も運動も学園のトップである。これは入学当初から変わらない。だがそれより、「頭の回転の速さを口を動かす方に費やしている女」として知られているのだ。

　常に皮肉と諧かい謔ぎやくと自じ虐ぎやくが入り交じった喋り方をしており、矛む盾じゆんした物言いも平気でおこなう。しかも異様に厚い面の皮。

　そのため、皆、紀良と話をするときには異様な緊張を強しいられていた。

「まあ、私は嫌われても問題ないと思っているんだ」

　どこかいたずらっ子のような雰囲気を持つ生徒は言った。

「噂好きの女子にネタを提供したと思えばいい。大半は根も葉もないし、火のないところの煙にすぎない。女子のやることにいちいち目くじら立てるのか？」

「俺の記憶じゃ佐々波さんも女子生徒だ」

「もちろん。真の問題は、ほとんどの生徒が私のことを皮肉屋で近寄りがたいクソ女だと思ってるってことだ」

「酷ひどい話だな」

「いいや。悪くない評価だと思ってるよ」

　紀良はさらに言った。

「訂正するなら、皮肉屋のところを慈じ愛あいに満ちた生徒会長にして、クソ女を清せい純じゆんな美少女にするくらいだな」

　いかにも当然のような口調である。雪人は呆れた。

「そういうところが嫌われるんだろ」

「君ははっきりものを言うから好きだ」

　雪人は他の六麗のことを思い返していた。

「なにか家庭教師の条件とかあるか？」

「金でもせびった方がいいか」

「止めて欲しい」

「じゃあひとつだけ。そうだな……」

　彼女は視線を空中に向け、なにごとか思案していた。

「決めた」

「どんな？」

　紀良は雪人を見た。

「まだ内緒だ」

「条件になんないだろ」

「言うべきときになったら言うよ。それまではちゃんと家庭教師をする」

　意味ありげに微笑んでいた。

　雪人は息を吐く。大変な難物だということが、ひしひしと伝わってきた。

　敷地内にチャイムが流れる。用のない生徒は下校せよとの合図だ。雪人は振り返ってチャイムを聞き、顔を戻す。

　すでにそこには紀良はおらず、ただ噴水の水だけが流れていた。
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　顔合わせはすんだ。次は妹への家庭教師を通して、六ろく麗れいのことをもっと知らなければならぬ。

　そのためにはスケジュールを組む必要があった。全教科を一気に詰め込もうとしてもメグがパニックになるだけだろうし、そもそも集まってくれない。

　雪ゆき人ひととこのはは四し苦く八はつ苦くしながらスケジュールを調整した。クララは硬こうと一緒がいいと言っており、硬は一緒が嫌だと言っている。他にも全員に嫌われていると自覚している紀き良りようもいるので、なかなかしんどい。

　それでもどうにか組み終えると、全員に伝達をした。琴こと絵え、稟りん果か、このは、クララ、硬、紀良の順である。

　登校後、二人は改めて確認し、自分たちで作っておきながらどんよりした気分になった。

「いきなり松まつ条じようさんか……」

「スケッチブックで家庭教師できるの？」

「本人ができるって言ったんだから」

　とは言うものの、雪人も自信はない。なので、確認しに行くことにした。

　彼女は三年生の教室の隅すみっこにいた。稟果と違って皆と一緒の教室で授業を受けている。ただし座席は窓際の一番後ろ。これは『自分の後ろに誰かいると落ち着きません』という理由からであった。

「松条さん、家庭教師なんだけど」

　琴絵はすでにスケジュールに目を通していたようで、うなずいた。

『承知しています』

　それからきょろきょろする。

『妹さんはどこに……』

「もう俺の家に……」

『えっ！』

　という紙を示す琴絵。彼女は会話用のスケッチブックを持ち歩いているが、定型的な言葉はあらかじめ見せやすいようになっている。

『学校で勉強を見るのではないのですか!?』

「それは家庭教師って言わないだろう」

　と雪人は答えてから。

「学校は学校で勉強しているし、家の方が集中力も上がるだろうから」

『てっきり学校だと思いました』

「俺としては家で家庭教師をして欲しい」

　琴絵は慌あわてていた。急いでサインペンの蓋ふたを取ると、スケッチブックに書き込む。

『無理です！』

　顔全てをスケッチブックで隠している。持つ手が微妙に震ふるえていた。

「なんで？」

　返事があるまで、間があった。

『死んじゃいます』

「極端だな」

　雪人は呆あきれたが、琴絵は大真面目らしい。スケッチブックに書き込んでいるときの顔は、今にも卒そつ倒とうするのではと思えるくらい真まっ青さおだった。

『知らない人の家に行くのは無理です！　なにをされるか』

「妹は変なことしないって」

『実はお父様と敵対するお仕事の人かも！』

「違うよ！」

『コンテナ船に閉じこめられて見知らぬ場所に売られるかもしれません！』

　なおも説得しようとするが、『無理です』と『死んじゃいます』を交互に見せていた。しまいには『お父様にお願いして桐きり村むらさんの家を』と言い出したので、急いで止めた。

「どうやって授業受けてんだ……」

『完璧に予習をするのです』

　と琴絵。

『あらかじめ質問されそうなことの答えを全部スケッチブックに書いておきます。先生に当てられたら、そこを見せればいいのです』

　そのやり方でまったく不自由がないらしい。成績も抜きんでているというから驚きだ。

『だからわたくしは普通の授業よりもテストの方が好きなのです。スケッチブック使わないのが楽なので』

　しかし家庭教師となるとスケッチブックを使うことになるだろう。どうしたものか。

「ううむ……」

　いきなりの躓つまずきである。人の家を嫌がり、スケッチブックで会話をする人物に家庭教師をしてもらう必要があるのだ。父親に連れて行かれた某ぼう国こくで、ストリートギャングに囲まれスペイン語でまくし立てられたときも、ここまで悩まなかった。

（どうすんだこれ……）

　ふと、手元のスマートフォンが目に入った。

（スケジュールを変更……いやまて）

　彼はスケッチブックを手にしたまま、パニックになりかかっている女子生徒に言った。

「松条さん、俺の言うとおりにしてくれるかな」

『いかがわしいことですか。やはりお父様に』

「違うよ。なるべく松条さんの負担にならないようにする」

『どうなさるのですか？』

「……パソコンかタブレット、余ってないかな」

　雪人は思いついたことをかいつまんで説明した。




　雪人は準備を整えてからマンションに帰った。

　メグは先に帰宅していた。

「お帰りなさい、お兄ちゃん」

　妹は私服だが、小こ綺ぎ麗れいな恰かつ好こうをしていた。トレーナー姿ではなく、ふわりとしたスカートを穿はいていて、薄く化け粧しようまでしている。

「どっか出かけるのか？」

「違うよ。六麗の人が家庭教師に来るんでしょ。楽しみ」

　わくわくを隠さずに言っていた。雪人は靴くつを脱ぎながら、

「勉強するだけだぞ」

「楽しみ楽しみ楽しみ。今日はどんな人なの？　ねえ」

「松条琴絵さんだよ」

「有名な人？」

「ある意味な。大変か？」

「ううん。なんか勉強しがいがある」

　無む邪じや気きに喜んでいる。妹は勉強に前向きだった。成績自体はともかく。

　雪人は返事をせず、妹に「部屋、入らせてくれ」と言った。

　この年頃にしては珍めずらしいことだが、メグは兄を入室させることにためらいがない。さすがに勝手に入ったら怒るだろうが、一言声をかければまず断られなかった。

　テレビを見つけると、裏の配線を確認して、学校から持ってきたノートパソコンと繋ぐ。それから起動させてインターネット接続を確認した。

「メグ、家庭教師の準備できたぞ」

「はーい？」

　妹が室内に入ってくる。テレビを見て、きょとんとした。

　テレビはモニター代わりとなってノートパソコンの画面を映している。そこではビデオ通信ソフトが起動していた。

　映っているのは琴絵である。さすがになにが起こっているのか分からず、メグは戸と惑まどったままだ。

「そっち見える？」

　雪人が喋しやべる。スケッチブックが出現し『見えてます』と書かれていた。

『妹さんはどうですか』

「…………」

　スケッチブックの文字を前に、戸惑いを隠せないメグ。

『妹さん？』

「あ、はい」

　急いでメグが返事をした。

『文字は読めますか？』

「はい……」

『結構です。社会を担当する松条琴絵と申します』

「は、はい、桐村メグです」

　メグは急いで頭を下げる。画面の向こうで琴絵も頭を下げる。手のスケッチブックまで傾かたむいたので、奇妙な光景となった。

　琴絵は例によって顔の半分をスケッチブックで隠しつつ、それでも告つげた。

『本日は地理の勉強をします』

「…………」

『早く教科書を開いてください』

「は……はい！」

　メグは急いで小型テーブルを持って来ると、テレビの前に座った。教科書とノートを開く。

『ノートパソコンのカメラをメグさんに向けてください。このままでは見えません』

　メグは言われたとおりにする。

『事情により、カメラ越しで勉強をおこなうことになりました。わたくしは人様の家を訪問できるほど心臓が強くありません。なので、このような方法をお兄様から提案されました』

「はい……」

『異常に見えるかもしれませんが、わたくしにはこれが正常です。桐村さんもぜひ慣れていただければと』

「あの……それだとお兄ちゃんと同じなので、メグと呼んでもらっていいですか」

　琴絵は『桐村』と書いた文字に手早く横線を引く。

『メグさん、ではわたくしを琴絵と呼んでください』

「分かりました、琴絵さん」

『では三十四ページを開いてください』

　メグは言われた通りにした。

　これが雪人のアイディアである。家に来られないのなら、来なくてもいいようにすればいい。インターネット越しなら抵抗なさそうだったので、このような形式にしたのだ。

　それにしても変な光景である。画面越しの授業というのは聞いたことがあるが、教える側は口をつぐんでおり、マイクにサインペンの音が乗っているだけなのだ。

　琴絵のいるところは華か凰おう学がく園えんではなく自宅だ。そこなら彼女も安心できる。ネットの接続だけが不安材料だったが、問題なかった。

『わたくしの言葉と教科書の両方を、ちゃんと把は握あくしてください』

「あ、はい」

『暗記に必要なのは集中力です』

　集中するにはちょっとテクニックが必要かもしれない。改善の余地があるかもなあと思いながら、雪人は部屋を出た。




　勉強も無事終わり、メグはノートパソコンを抱えて部屋から出てきた。途中でパソコンがフリーズしたり、琴絵の使っているサインペンのインクが切れたりといったトラブルはあったが、おおむねうまくいった。

『上出来だと思います』

　画面の向こうで琴絵が言う。メグはやや疲れた顔をしており、これは普通の勉強と勝手が違ったせいだろう。

　雪人は食事の用意をはじめる。

「お疲れさん。松条さんも夕飯食べていく？」

『わたくしそこにおりませんが』

「気分の問題だよ」

　テーブルに食器を並べ、ノートパソコンも置く。雪人とメグが向かい合って座っているところを、横からノートパソコンが見ているような形となった。

「俺たちは食事にするけど、通信は切らないでもらえる？」

『ではこちらも食事にします』

　雪人はごはんとおかずを二人分よそう。ノートパソコンの向こうでは琴絵が自分の食事の用意をしており、変わった夕食がはじまった。

　いただきますの声が発せられ、食事がはじまる。

「松条さんの家はどこにあるんだ？」

『知りたいですか？』

「いやなんとなく」

『それより、わたくしのことは琴絵と呼んでください』

　彼女はお茶を飲んでから言った。

『メグさんにだけ呼んでもらって、お兄さんは別なのはちょっと』

「いやー、年上だしよく知らないし」

『名前で呼んでもらうのが唯ゆい一いつの生いき甲が斐いなのです』

「生き甲斐とか極端じゃないかな」

『お父様に』

「琴絵さん」

　琴絵の表情がぱっと明るくなる。スケッチブックに『ありがとうございます』と書いていた。

　ちょうど食事が終わった頃、チャイムが鳴った。雪人はモニターで確認して、解かい錠じようをする。

「こんばんは」

　やってきたのはこのはであった。彼女は玄げん関かん扉とびらを開けた状態で首だけを突っ込んだ。

「……琴絵さんは？」

「来てるよ。さっき勉強終わった」

「うまくいった？」

「今のところ問題ないな。入って」

　このはは「お邪じや魔まします」と告げて靴を脱いだ。

　テーブルの空あいている席に座る。ノートパソコンを見て、妙な表情をした。

　雪人がノートパソコンを動かす。画面に琴絵が映っているのを見て察したが、同時に呆れた。

「これ、来てるって言うの……？」

「精神的には来てる」

　メグは食後のコーヒーを持って自室へ引っ込む。リビングには二人と一台のパソコンだけとなった。

『……こんな夜中に、茜あかねさんはなぜ男性の家に押しかけたのですか？』

「なんだか語ご弊へいがありますね」

『じゃあ出入りですか』

「ヤクザみたい……」

『我が家は違います』

「えーと、実は雪人君に呼ばれたんです」

　これは本当である。メグが勉強している間に、電話をしたのだ。

「琴絵さん、家庭教師大丈夫だったんですか？」

『うまくいきました。たとえば動画サイトでは実じつ況きようというのがありますよね。遠くにいる人たちが同時にアニメやドラマを見て、感想を書き込みながら一体感を得るという』

「ええ、はい。よく知ってます。あれ盛り上がりますよね」

　このはは雪人の方を向く。

「動画サイト、結構見てるから」

　雪人はそれほど見ない。スポーツ中継で利用しているくらいであった。

『わたくしも動画を見るのが好きなのです。喋る必要がありませんから。……ともかく、実況に慣れていればなんということはありません』

「はあ。じゃ、いつもはそうやって暇つぶしてるんですか」

『一人で映画を見ることが多いですね。キータッチする必要すらありません』

　話がずれそうになったので、雪人は一度咳せき払ばらいをした。

「ええと、いい機会だから琴絵さんに訊ききたいことがあって。それでこのはさんも呼んだんだ」

　もう一度ノートパソコンを動かし、自分とこのはの二人が琴絵に見えるようにする。

「琴絵さんは三年生だし、六麗もこのはさんより古いよね」

『それは、まあ』

「どうして六麗がこういうことになったのか、原因知ってるかな」

　この質問に、サインペンを持つ手がぴたりと止まる。

　琴絵の視線が宙を泳ぐ。ふらふら彷徨さまよっており、見るからに逡しゆん巡じゆんしていた。

『……どうしてそのようなことを？』

「妹の成績にも関わってくることだから」

　雪人は、このはと学園長に頼まれたということはあえて伏せた。

『その……前も言いましたが、わたくしの口からはなんとも……』

「喋らなくても書いてもらえればいいよ」

『とんちですか。橋を渡ってはいけないのなら真ん中を渡ろうと』

「原因なに？」

　琴絵はスケッチブックでぱっと顔を隠した。

　パソコンの画面が白い紙で埋まる。雪人は急かしたりせずに待つ。

　やがて、恐る恐るといった感じで、琴絵の目だけが出てきた。

『……もしかしたら、わたくしを夕食に誘ったのは、このためですか……？』

「気を悪くしたら謝るよ」

『実は……というか、わたくしも詳しく理解してるわけではないのですが……』

　琴絵は幾いく度どもサインペンで試し書きをしながら書いた。

『六麗も以前はこのようなこじれた関係ではなく、皆六麗の間に揃そろっていました』

　きゅっきゅっとペン先の擦こすれる音が聞こえてくる。

『それがちょっとしたトラブルを切きっ掛かけに、こじれてしまったのです』

「いつのこと」

『稟果さんが六麗に加わった直後ですから……今年の四月です』

　このはが加わったのが五月である。新学期はじまってすぐだ。

　サインペンの先端が、しばらく空くうを切った。

『あとのことは、ここでは』

　横にいるこのはが身を乗り出した。

「私と雪人君しかいませんから、喋っても平気です」

『…………』

　琴絵はスケッチブックにいくつも点を打っていた。

　このはは雪人よりも積極的だ。彼女は急せかすように言う。

「教えてください」

『……教えられないんです』

　画面の向こうで首を振っている。

『喋らないと約束しました。どのみち、詳しく知っているわけではありませんので』

「約束って、誰とです？」

『それも言えません』

　彼女はサインペンを置くと、あらかじめ用意してある面を見せた。

『これ以上は刑事事件専門の弁護士を通してください』

「刑事事件……？」

『間違えました。実家に乗り込んでくる人を相手にするには、そういう方も必要ですから』

　今度は雪人が質問する。

「じゃあ、これなら教えてくれると思うんだけど、喋らないって約束したのは琴絵さんだけ？」

　琴絵は少しだけためらったが、サインペンを動かした。

『全員です』

　琴絵はしばらくその文字を掲げてから、引っ込めた。

『ところで、明日の家庭教師はどなたがやるのですか』

「あ、ごめん。全員分の日付書いてなかったかも。柊ひいらぎさんの番」

　雪人が答えた。

『あの方はわたくしよりも大変なのでは』

「近づけないからなあ……」

『吉よし元もとさんと南なん紀き島じまさんも』

「もう覚悟を決めた。このはにも手伝ってもらって」

「このは？」

　と言ったのは隣にいるこのは自身。雪人ははっとした。

「ああ、ごめん。つい」

　雪人は口を押さえる。このははにこりとした。

「いいよ。そうして欲しかったし」

「やっぱやめとく」

　雪人は狼ろう狽ばいを隠しながらそう言った。

「いいってば」

　その様子を、琴絵が画面の向こうからじっと見つめている。

『お二人は仲が良いのですね』

「いいっていうかなんていうか」

『わたくしから質問してもよろしいですか』

「もちろん」

『では……桐村さん、少しはずしてもらえませんか』

　雪人は目をしばたたかせた。

「ここ、俺ん家なんだけど」

『茜さんにお話がありますので』

　そう言われては仕方なく、彼は自室に引っ込むことにした。




　このははリビングに取り残される形となった。

「あの、なんでしょう」

　恐る恐る訊く。琴絵はキュッキュッと音を立ててサインペンを動かした。

『お二人はお付き合いされているのですか？』

「えっ……」

　このはは絶句する。琴絵はスケッチブックをアップにした。

『夜に男性の家に女子がやって来るのですから、親密のはずです』

　このはは慌て、なにかで顔を隠そうとしたが新聞紙しかないことに気づき、仕方なく普通に答えた。

「え、えと……付き合ってない……って、雪人君は思っているはずです」

『訊いたのですか？』

「そういうわけじゃないですけど」

『では、茜さんは？』

「ひぃゃっ!?」

　このははしゃっくりのような声を上げると、慌ててチラシを探し、サインペンで乱暴に書いた。

『答えないとだめですか!?』

『なにもわたくしの真似をされなくても……』

『どうでもいいじゃないですか』

『よくはありません』

『だから、つ……付き合ってない……です』

　琴絵はにこりとすると、今度は落ち着き払ってサインペンを動かす。

『でしたら、わたくしが桐村さんとお付き合いしてもよろしいですか？』

「え……」

　このはは目を丸くした。

　返事がなくなったので琴絵はスケッチブックをぱたぱたさせる。

『もしもし？』

『どっ、どうしてそんなことを！』

　このはの激昂に、琴絵はスケッチブックをめくった。

『言ってみただけです』

『雪人君が困ってます！』

『そこにいませんが』

『そ、そうでした……困るに決まってます』

『困ってるのは茜さんですよね』

　このはは口をぱくぱくさせると、チラシを放り出した。

「止めてください！」

『つまり、わたくしと桐村さんとお付き合いしてはいけないと』

「そうじゃなくて、そうじゃなくて……えーっと、ゆ……雪人君は、シスコンなんです！　メグちゃんのことしか頭にないんです。年上は守備範囲外です！」

『しかし人間、趣味が変わることは大いにあるので』

「雪人君は頑がん固こです！　きっと！」

　叫んでから、リビングを見回して聞かれなかったかどうか確認する。

　やや声を潜ひそめた。

「琴絵さん、雪人君のことが、す……好きなんですか？」

　画面の向こうでスケッチブックが広げられる。
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『可能性の話です』

「それくらいで訊かないでください」

『華凰学園の生徒で、わたくしのスケッチブックを真剣に解決しようとした方は他にいませんでした。興味を持つのも当然でしょう』

　彼女はそう書いてから、

『もちろんわたくしは桐村さんのことをよく知りません。ですから、お付き合いを通して知ることは可能かどうか、知りたかったのです』

「本気なんですか？」

『可能性、それも将来の話です』

「じゃあ、琴絵さんは、自分が雪人君のことを好きになりそうって、思ってるんですか？」

　琴絵は一瞬動きを止めると、再びサインペンで書いた。

『はい』

　このははその文字を凝視していた。

　やがて琴絵は『ではまた来週』と書かれたスケッチブックを示し、通信を終わらせた。

　このははしばらくそのままの姿し勢せいでいて、やがて息を吐くとアプリケーションを終了させる。

　ほぼ同時に部屋から雪人が出てきた。

「なんかあったのか？」

「別に……ないよ」

「叫んでなかった？」

「ゴキブリが出たの」

「えっ、マジ!?」

「噓」

　このははそう言うと、「生ゴミ片づけないと」と慌てる雪人を横目に、自分でお茶を入れた。





　　　　○






　琴絵は息を吐いた。パソコンの通信ソフトの画面には「切断」の文字が映し出されていた。

　それを確認してからスケッチブックを畳み、サインペンに蓋をしようとする。

　と、通信ソフトに「着信」のマークがポップアップする。彼女は慌ててスケッチブックを開き、マウスをクリックした。

　再びビデオ通話がスタートする。

「家庭教師は終わったかな」

　やや低く、皮肉の入り混じった声音。相手は直前まで会話をしていた雪人ではなく、紀良であった。

　琴絵は『無事終わりました』のページを見せる。

「ほう。そのわりには心しん拍ぱく数すうが高そうだ」

『なぜそのようなことを』

「なんとなく分かる。恋バナをした直後のようだ」

『佐さ々ざ波なみさんは勘かんが鋭いから困ります』

「そっちも訊きたいとこだが置いておこう。あの二人は六麗のことを質問してこなかったか？」

　琴絵は感心した。

『よく分かりますね』

「それくらい想像つく。琴絵はなんて返事をした？」

『トラブルがあったと』

「それで？」

『それだけです』

「結構。なにも全部教える必要はないし、琴絵が出かけているうちに終わったのも本当だ」

　琴絵はサインペンを動かした。

『あの』

「ん？」

『今さらですが、茜さんには教えておいてもよかったのでは』

「彼女まで共犯にすることはないだろう」

『そうですね……。心苦しいですが』

　画面の向こうの紀良は、ほんの少しだけだが、心配するなと言いたげな、優しさの入り混じった笑みを浮かべた。

「いざとなったら全部私のせいにすればいい」

『それは、そもそも佐々波さんに責任はありません。嫌われてしまいます』

「遠慮するな」

　今度はいつもの、皮肉っぽい笑い方になる。

「嫌われ方が足りないと思っているんだ」

　紀良からの通信が切れた。琴絵は心の中で紀良らしいと思いつつ、パソコンの電源を落とした。
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　次の日。

　今度も難易度が高い。稟りん果かであった。

　彼女は独自の教室を所有している。桐きり村むら家けの所有するマンションではなく、そこでやらなければならなかった。

　その日の放課後、雪ゆき人ひととこのははメグを連れて「ここも一年二組」と書かれた教室の扉を開けた。

　稟果はすでに来ていた。というより、ここから動いていなかった。

「遅かったわね、サーヴァントとその他」

　雪人は時間を確認する。

「遅れてないと思うぞ」

「あたしにとっては遅いの」

　彼女は顎あごをしゃくった。

「あそこにある机を持ってきて」

　教室の隅すみに机と椅い子すがひと組。他にパイプ椅子が数脚、折り畳まれた状態で立てかけられていた。

　メグと雪人が運ぼうとしたら、注意が入った。

「ちょっと。妹さんだけにやらせなさいよ」

　稟果は強い視線を向ける。

「華か凰おうの生徒が机も一人で運べないんじゃ沽券に関わるわ。サーヴァントも妹離れしなさい」

　説得力のある台詞せりふに、雪人の足が止まる。

「そりゃそうだけど、柊ひいらぎさんが俺をサーヴァントと言ってこき使うのは」

「あたしはいいのよ」

　彼女は腕組みをした。

「ま、あたしだって自分のことくらい自分でやってるわよ。自分に近寄られるの嫌なんだから、やるしかないでしょう」

「家ではどうしてるんだ？」

「やってる」

　と言ってから、

「家のことはいいのよ」

　稟果は付け加えた。

　メグは自分の使う机と椅子を並べようとする。

「ちょっと、三メートル」

　かなりの距離を取りつつ、二人は向かい合わせの恰かつ好こうになった。稟果は満足そうにうなずく。

「じゃあ英語はじめるけど、声が届くか不安ね。なんとかなると思うけど、難しい話は大丈夫かしら」

　雪人は無言でヘッドセットを二組取り出した。それぞれのスマートフォンに接続する。

「六ろく麗れいのアプリケーションで音声チャットやるようにする」

「そんなのあるの？」

「ある。みんな使ってないみたいだけど」

　稟果はばつの悪そうな顔をした。

　アプリケーションはきちんと作動した。テストも問題ない。

「これでいい」

「ありがと」

　稟果の礼に雪人が驚く。

「柊さんお礼を言った！」

「失礼ね。礼くらい言うわよ」

「お嬢じよう様さまはそんなことしないもんだと」

「他は知らないけど、あたしはそんな立派なもんじゃないの」

　彼女は手を振った。

「じゃあサーヴァントたちは出ていって。部外者がいると気が散る」

「いやでも……」

「どうやって勉強したかは、あとで妹さんから聞いて」

　雪人とこのはは、半なかば追い出される恰好で部屋から出た。

　二人はしばらく廊ろう下かで待っていた。「ここも一年二組」の教室は防音が効いているらしく、音がほとんど漏もれない。ときおり聞こえてくるのは英単語ばかりだ。

　きちんと勉強しているらしいので、終わるまで椅子のあるところに移ることにした。外に出て、適当なベンチに座る。

　このはと二人きりになった。

　今日は晴天で陽ひ差ざしは柔らかく、そよ風が心地ここちいい。ぼうっとしていると居眠りしそうな陽よう気きだった。

「……あったかい」

　このはが呟つぶやく。雪人と同じことを考えているようだ。

「あのときも、こんな天気だったよ」

　雪人はなんとなく聞き返す。

「あのときって？」

「私と雪人君が初めて会ったとき」

「いつ？」

「幼よう稚ち園えんのとき」

　雪人はびっくりした。

「そうだっけ!?」

「うん」

「俺、このはさんと会ってた!?」

　もう一度このははうなずいた。

　雪人は目を丸くしたままだった。自身にまったくその記憶がなかったのだ。幼少の頃の想い出と言えば、父親に連れられてあちこち引っ張り回されたことばかりである。

　このはは頰ほおを膨ふくらませた。

「ほら、やっぱり覚えてない」

「えーと、どんな感じだったっけ」

「入園式で、近くにいて、私に話しかけてきた」

　彼は恐る恐る質問する。

「……どんなこと？」

「トイレ教えてくれって」

　雪人は絶句し、このはは笑った。

「私、ちゃんと教えてあげたよ」

「……漏らさなかったよな？」

「うん。それからずーっと私と話してくれた。最初は知らない人ばかりで泣きたかったんだけど、話しているうちに気にならなくなった」

　温かい風が吹く。このはの髪が舞い、喋しやべるのを少しの間止めた。

「……でね、思ったんだけど、私がずっと一人でいたから、話しかけてくれたんじゃないかって気がしたの。私人見知りだけど、あのときは雪人君から優しくしてくれたから、安心した」

　彼女はすぐに寂さびしそうな口調になった。

「だけど雪人君はすぐに幼稚園からいなくなった。私ずっと一人だった」

　それは心当たりがある。確か父親がフィジーに行くというので連れて行かれたのだ。

「……悪かった」

「だから学校で雪人君の名前を見たときびっくりしたよ。公園のときも期待した。覚えていないかなって。覚えてなかったけど」

　つんと横を向く。雪人は両手を合わせて謝罪する。

「だから悪かったって」

「あのとき優しくしてくれて嬉しかったんだけど……」

　このはは正面から雪人の顔を見み据すえる。

「雪人君は、女の子なら誰でも優しくする？」

「多分しない」

「ストレートだね。じゃあ……私だけ？」

「それも違うな」

「うわ、ひどい！」

　雪人はすぐに言った。

「俺が優しくするのは妹だな。メグの為ならなんでもする。これなら言い切れるな」

「やっぱりシスコンだ」

　このはは笑った。つられて雪人も笑う。

　暖かな空気が二人を包む。気候のせいだけではなかった。ゆったりとした雰ふん囲い気きと、ほのかなぬくもり。雪人にもこのはにも、懐なつかしい感覚であった。

「じゃあさ……」

　躊躇ためらいがちに、このはは言う。

「せっかくまた会えたんだし、今度遊びに行かない？」

「突然だな」

「昨日、ちょっと……。わたしも焦あせるべきかなって」

「なんだそりゃ」

「いいの。一緒に行ってくれる？」

「いいよ。妹も誘おう」

　このはは露ろ骨こつにがっかりした顔になる。

「そうじゃなくて……」

　ふいに、二人の視界が陰った。

「おや、こんなところで不ふ純じゆん異い性せい行こう為いか」

　長い黒髪に抜ばつ群ぐんのスタイルと皮肉っぽい笑み。紀き良りようであった。

「いくら放課後とはいえ、校内でいかがわしいことに及およぶとは、生徒会長として見逃しておけんな」

「そんなんじゃないって」

　雪人は即座に否定する。

「それは惜おしいな。強請ゆすりの材料にするつもりだったのに」

　紀良はにやりとすると強引に割り込んで座った。おかげで二人は引き離される。雪人は渋しぶい表情。

「なんでわざわざ」

「仲良さそうだったんで、邪じや魔ましたくなったんだ」

「佐さ々ざ波なみさん、なにかご用ですか」

　このはが多少むっとした表情で訊きく。当然紀良は平気な顔をしている。

「私が用があると思うのか？」

「じゃなきゃ私たちに話しかけません」

「察しがいいな。さすが六麗だ」

「からかわないでください。佐々波さんだって六麗です」

「君たちが座っているのを見て教えたくなった。私と彼は付き合っているんだ」

「えっ!?」

　このはは口を大きく開けて、雪人を見つめた。

「……雪人君!?」

「違う！」

　扇せん風ぷう機きのように腕を振った。

「俺が佐々波さんと付き合えるわけないだろ！」

「でも付き合ってるって言った！」

「釣つり合あうと思うか!?」

「私もそう思うけど！　全然釣り合わないけど！」

「それはそれで失礼だな！」

「じゃあなに!?」

「理由があるんだ！」

　あれは入学してまだそれほどたっていないころ、雪人はできたばかりの友人との間で他た愛あいもないゲームをした。負けたら罰ゲームをおこなわなければならず、彼は見事に最下位となったのである。

　罰ゲームの内容は「美人で有名な佐々波紀良先輩に告白してくること」であった。他にも「厳しいことで有名な数学教師に個人レッスンを申し込む」というのもあったが、海外でのトラブルのおかげで度胸がついていたのと、有名高校に入学した解放感のため雪人は告白を選択、これくらいのことなら即解決できると紀良のいる教室へと向かった。

　おあつらえ向きなことに教室内で紀良は一人きりだった。雪人は紀良に名乗ると告白はせず、こう頼み込んだ。

「実は罰ゲームで佐々波さんに告白しなきゃならないんです。すぐに戻るとやってないと思われます。俺が告白したってことにしてもらえませんか。返事はいいんで」

「いいとも」

　紀良は快諾すると、教室の窓を開けた。

「たった今男子から告白されて付き合うことになった！　相手は一年の桐村──」

　雪人は全身から汗を吹き出し、急いで窓から紀良を引ひき剝はがした。放課後だったので誰が聞いたのかは不明。一人もいませんようにと願うしかなかった。

　事情を聞いたこのはは呆あきれた。

「罰ゲームで告白したの？　超ひどい……」

「告白したことにしてくれないかって頼んだんだ」

「やっぱりひどい」

　二人はベンチの両端でしきりに言い合う。挟まれている紀良は満足げにしていた。

「私を無視しているのがいいな」

　このはが紀良を睨にらむ。

「どういうつもりなんですか！」

「私の記憶では、茜あかねこのはは人見知りで積極的ではないはずだが」

「どこかに飛んじゃいました！」

「柊稟果と桐村メグは勉強中か？」

　話の流れとは関係なく、いきなり別の言葉が発せられた。

　このはは言おうとしていた台詞を飲み込む。反対側の雪人が認めた。

「ああ。そろそろ終わる」

「君の妹の成績が低いのは知っている。家庭教師をつければ確かに上昇するだろう。しかし……」

　皮肉っぽいというより、気の毒そうな目の色になった。

「それで六麗の仲が良くなるとも思えんな」

　雪人とこのはは正しよう真しん正しよう銘めい驚きよう愕がくし、座ったまま数センチ飛び上がった。

　彼は酸さん欠けつの金きん魚ぎよよりも激しく口をぱくぱくさせた。

「なっ、なっ、なんで……」

「ああ、やっぱりそうか」

　満足そうにうなずく。

「自分の推測を信じてみるものだ」

「はったりだったのか!?」

「そうでもない。突然出現した君と茜の動きと学園長のことを観察していれば、結論を導き出すのに時間はかからなかった」

　紀良はけろりとしていた。二人を驚かせたことも、たいしたことがないと本心から思っていそうであった。

「それでだ、六麗は君と関係なく仲がこじれている。余計な手出しはしない方がいい」

「やけどするとか言いたいのか？」

「無益だからだよ。六麗がどうなろうと、君の知ったことではあるまい」

「妹のことがある」

「家庭教師はしっかりやるよ。皆、責任感くらいはあるんだ。それでいいだろう」

　彼女は座ったまま、腰のあたりで手を組んだ。

「別に消えても惜しくはない」

「それは違います。憧あこがれて入学する人だっているんですから」

　このはが口を出した。紀良はちらりと目を向ける。

「なかなか愛あい校こう心しんに溢あふれた台詞だ」

「佐々波さん、六麗の一じゃありませんか」

「にわとりにだってトサカはあるだろう。あれと同じだ」

「最近のトサカは喋るんですか？」

「面白いな。茜は好きで六麗になったのか？」

「別に、そういうわけでもないんですけど……理由があって」

「ほう。どんな」

　紀良が覗のぞき込こむ。このはは強く首を振った。

「それはいいです。でも選ばれたんですからきちんとやりたいです。六麗の間なんてずっと使われないままで、もったいない……」

「倉庫にでもすればいいだろう」

「六麗が使うべきです。華凰学園から特権をもらっているんですから、義務を果たすべきです。六麗はみんなの憧れで学校だってそう思っています。少しくらい期待に応えてもいいじゃないですか」

　真剣な表情だった。

　このはは人見知りの傾向があり、気弱な面も併あわせ持もっている。紀良ともできれば会いたくないという具合だ。

　それが、今はこうやって真面目に言葉をぶつけていた。彼女なりにこの問題と、六麗という場へのこだわりがあった。真剣になれば、心の障しよう壁へきを越えるのだ。

　紀良は幾いく度どか目をしばたたかせると、軽く拍手をした。

「いい演説だ。説得されそうになった」

「ふざけないでください」

「本心だよ。君の気持ちは分かった。だが、難しいな」

　相変わらず、口調を変えずに言う。

「覆ふく水すい盆ぼんに返かえらずと言うだろう。あれと同じだ。六麗はこぼれた水なんだ。元には戻らない。地面に染み込んで、静かに消えていく……うん、我ながらいいフレーズだな」

「そんなに言われると、私、佐々波さんのことを嫌いになっちゃうかもしれません」

「むしろ望むところだ。全生徒に憎まれて一人前だ」

「嫌いになりたくありません」

　このはの目つきはあくまで真剣だ。純粋な感情の発はつ露ろのためか、紀良も強く拒絶はしなかった。

「だったら止めはしないよ。私は今のままがいいと思うだけだ」

　彼女は立ち上がる。

「邪魔をしたな。話は面白かった」

　去ろうとしたところで、このはが止めた。

「待ってください。あの、雪人君と付き合っているってのは……」

「あれは噓だ。いや……」

　紀良はこのはを見つめながら続けた。

「本当ということにしよう」

　このはが目を白黒させる。

「……なんなんですか！」

「その顔が見たかったんだ」

　今度こそ本当に、紀良は去っていった。

　二人はベンチに取り残された。六麗の一がいなくなったベンチは、それまでとは違う、冗じよう談だんめいた雰囲気がかすかに残っていた。

　このはがぽつりと言葉を発する。

「なんなんだろ、佐々波さん……」

「まったくだ」

　雪人は隣を向く。

「このはさん、佐々波さん相手に凄かったな」

「え……？」

「啖たん呵か切ってたじゃん」

　彼女はしばらくきょとんとしていたが、見る見る顔面を赤くさせた。

「ああああ、あれは、あのね……！」

　顔を背け、片手をバタバタさせる。

「自分でもよく分かんなかったから！　自然にそうなっただけだから！　多分私変だったの！」

「褒ほめてるんだって。俺も六麗のためになにかしようって思ったから」

「本当……？」

「雑用係って立場くらいには」

「なにそれ……でも、ありがとう」

　このはは落ち着いたのか、顔は赤いものの、笑っていた。




　気がつくと、二人の影が伸びている。陽ひがかなり傾かたむいていた。二人は急いで校こう舎しやに戻った。

　まだ勉強してたら迷惑になるので、「ここも一年二組」の扉をそろそろと開く。すでに終わったらしく、稟果とメグは片付けをしていた。

「遅かったわね」

　稟果が言う。

「男と女が二人でなにしてたの」

　雪人とこのはは「なんでもない」と急いで首を横に振った。

　彼はメグの机に近寄った。

「どうだった？」

「きちんとできた」

　雪人は稟果の方を向く。彼女は少しうなずいた。

「まあまあね。ちゃんと続ければ成績は上がるわよ。上がらなきゃあたしも落ち込むわ」

「三メートルの問題はクリアできたのか？」

「結局、音声チャットやめてお互い大きな声で喋り続けたわ。喉のどが嗄かれたわよ」

　稟果はペットボトルのお茶をがぶ飲みしながら答えた。

　メグに訊たずねると、「カラオケで歌ったみたいで面白かった」と答えた。大きな声を出したことをあえてカラオケに例えるところが、妹らしかった。

「じゃあ今度は俺の家でやろうか」

「あんたの家、こんなに距離取れる？」

「広いと思い込めば大丈夫」

「馬鹿言うんじゃないの。どうせうちの自宅や別べつ荘そうほど広くないでしょ」

「別荘あるのか」

　稟果は不敵な笑みを浮かべる。

「金持ちは別荘を必ず持ってると思っているんでしょう。そうよ」

　メグは帰かえり支じ度たくをはじめた。稟果は雪人との話を打ち切り、スマートフォンでどこかに電話をはじめた。

「終わったから迎えに……え、来られないってどういうこと？　パンク？　あたしはここに置き去り？　噓でしょ!?」

　声高に会話を続けたあと、彼女はがっくりした様子で通話を終えた。

　雪人は訊いた。

「家から迎えが来ないってことか？」

　稟果はじろっと見る。

「人の電話聞いてたの？」

「あれだけ声がでかけりゃ聞こえるよ」

「パンクで車が来ないの。ヘリは整備中で飛べないって言うし、困ったもんよ」

　さらりと出てきた単語に、つい雪人は聞き返す。

「ヘリコプター？　自家用？」

「できれば使いたくないのよね。贅ぜい沢たくって気がするし、音で迷惑かけるから」

「三メートル以内は？」

「運転席と後ろの席が仕切られてんのよ」

　彼女は当たり前でしょ、と言いたげだった。

　稟果は窓際に行き、外を眺ながめた。窓からは正門が見える。

「タクシー呼ぶのも……」

「お家、遠いんでしたっけ」

　訊いたのはこのはだ。稟果は外を見つめたままうなずいた。

「まあね……どうしよう」

「途中までで良かったら、送ろうか？」

　雪人の言葉に、稟果は怪け訝げんな目めを向ける。

「なんであんたが？」

「妹が世話になってるし、一人で帰るよりいいだろ」

「あたしが一人で帰れない人間だって言いたいの？」

「嫌なら」

「そうは言ってないわよ」

　急いで稟果は答えた。腕組みをし、やや顔を背ける。

「ま、まあ、送ってくれるっていうなら、それでもいいけど」

「じゃ、出よう。手とか繋いだ方がいいかな」

「馬鹿言うんじゃないわよ！　三メートル以内は近づくの禁止だから！」

　雪人は片手を上げて、近寄らないことを誓う。なるべく稟果を刺激しないようにしつつ、校舎から外に出た。




　華凰学園は郊外に近いところにある。敷地面積をなるべく広く取りたかったため、地価の安いところを狙ったのだ。当初は畑の真ん中にあったそうだが、あとから宅地が開発されたため、現在は多くの背の低い住宅と、少数のマンションに囲まれている。

　繁はん華か街がいとついでに駅からも離れているため、保護者には安心だが学生にとっては通いづらい。雪人とメグ、それにこのはは歩きでも通学できるが、大多数の生徒は駅まで電車、さらにバスというのが普通だった。

　迎えの車がないため、稟果にもバスという選択肢が出てくるが、当然のように嫌がった。

「だってバスだと他人と離れられないから」

　彼女は歩きながら言った。当然雪人たちとは離れている。

「バスも電車も全部駄目よ。徒歩のがマシね」

「へえ」

「飛行機は自家用があるから平気」

「ほお」

「船は貸し切るわ」

「ピザは俺も好きだよ」

「あんた、あたしの言ってること聞こえる？」

「たまに」

　雪人は返事をした。室内ならともかく、外では少し離れると相手の言葉が聞き取りづらくなる。推測で返事をし続けていた。

　隣のこのははもっと聞こえておらず、「なにか喋っているけど、どうしよう。私ピザ作ったことない」と慌あわてていた。

　雪人はポケットからスマートフォンを出した。

「というわけで、柊さんの電話番号を教えて欲しいんだけど」

「電話で話をするつもり？　音声チャットは？」

「電話番号も知りたい」

　雪人はスマートフォンを道に置き、遠ざかる。稟果は少し息を吐くと、近寄り、赤せき外がい線せんを利用して電話番号の交換をした。

　それから雪人に電話をかける。

「不ぶ用よう心じんね。あたしがあんたのスマホ持って走り出したらどうすんの」

「しないと思ったから」

　雪人は電話越しに言う。それから後ろを振り向いた。メグと二言と三言、話をする。

「柊さん、妹も電話番号知りたいって」

「勝手に教えればいいじゃない」

　と彼女は答えてから、

「だったら、茜このはの番号教えて。あたしのも伝えていいから」

「え、六麗なのに電話番号知らないのか？」

「茜だけじゃなくて、他の子のも知らないわよ」

　そう言いながらも、番号の交換はすませた。雪人は改めて言う。

「とりあえず、送れるところまで送るよ」

「あたしの家、遠いわよ」

「だから行けるところまで」

「中ちゆう途と半はん端ぱに男らしいわね」

　稟果を先頭に、雪人たちが離れてついていく恰好になった。全員手にはスマホを持ち、グループ通話で会話をした。

　雪人が積極的に話しかけていた。

「柊さん、いつもなにしてるの？」

「なんでもいいでしよ」

「趣味はなに」

「あたしたちお見合いしてんの？」

「会話が途切れるのが嫌で」

　稟果は少し考えた。

「スポーツ見るくらいかしらね」

「意外だ。スマホゲームやるのかと思った」

「失礼ね、偏へん見けんよ。あたしが家に閉じこもってスマホいじっているように見える？」

「実は見える」

「あたり。スマホ配信のスポーツ番組見てるわ。野球とか、サッカーとか」

「他にやることないのか……」

「ないのよ。あんたスポーツ見ないの？」

　雪人は少し考えた。

「ワールドカップとかオリンピックなら」

「にわかね」

　続いてため息がスマホから伝わってきた。

「まあ……あたしもプレイするわけじゃないし……。ほんとに人生って退屈」

「そういえば、柊さんのご両親は家庭教師やるって知ってる？」

　稟果は素そっ気けなく返事をした。

「知らないんじゃない。言ってないから」

　雪人は驚いた。

「さすがに言った方がいいんじゃないか。遅くなったら心配するだろう」

　彼女はじろっと視線を向けた。

「あのね、あんたはうちの両親がどういう人か知ってんの？」

「いや、全然」

「ホークスのファンよ！　しかもソフトバンクじゃなくてダイエー。小こ久く保ぼを神って崇あがめてるから。そんでホークスが弱かった頃を知ってるおじいちゃんと揉もめてんの。おじいちゃんが言うには、山やま内うち新しん一いち以外のエースは認めないんだって！」

　まくし立てると、メグに話題を向けた。

「あんた王監督時代のホークスどう思ってんの？」

「え、えーと……」

　メグは目をしばたたかせていたが、やがて答えた。

「野球見ないから」

　すると稟果はほっとしたような笑顔になる。

「そうよね。福岡って言ったらアビスパよね！」

　うんうんとうなずいて、続けた。

「だからうちの両親はあたしの心配なんてしないのよ」

　彼女はさらに勉強を続けるべくメグに指示を出した。

　雪人はしみじみと稟果のことを見つめた。思わぬところで家族の趣しゆ味みを知ったが、はぐらかされたような気がしていた。

　しばらく歩く。不意に稟果がグループ通話から抜けた。

　どこかから電話がかかってきたようで、足を止めて会話をしていた。

　雪人たちは三メートル以内に近寄らないようにしつつ、耳をそばだてた。

「あたしだけど……修理は終わったの？　……まだ？　当分かかるってどういうこと!?　他に車ないの!?　　あたしどうすればいいわけ……うん……そう。分かった」

　彼女は通話を終えると、振り返り、声を張り上げた。

「終わったわよ！　どうせ聞いてたんでしょ」

　雪人はグループ通話をオンにした。

「まだ車が来ないんだって？」

「あんたそれより、人の電話聞いていたことの謝罪は？」

「ごめん」

「それだけ？」

「もう謝った。これからどうするんだ」

「どうって……」

　稟果は全身から力が抜けたらしく、スマホを握りしめたままがっくりしていた。

「そうね……なんかで暇を潰したいから……あんた手伝ってよ」

「手伝うってなに」

「サーヴァントでしょ。考えてよ」

　そう言われると、なにかしないわけにはいかなくなる。彼はこのはとメグに向かい、ひそひそ声で話した。

「どっか遊ぶところあるか？」

「駅前行く？」

　と、このは。

「あそこなら色々あるけど」

「あんな人が多いところ、柊さんショックで死んじゃうだろ。どこか人ひと気けがなくて面白いところ」

「じゃあ公園にしよっか」

「そろそろ雨降りそうなんだよなあ」

　空には黒雲がかかっている。今にも雨あま粒つぶを落としそうであった。

　腕組みをして悩む二人。そこに声が飛んだ。

「ゲームセンターは？　一人でも遊べるよ」

　意外なことにメグであった。雪人は渋い顔をする。

「ゲーセンなんて狭くてごみごみしてるから、柊さんに一番遠いぞ」

　メグは自信満々に両手を腰に当てた。

「ふふん。そうでもないんだよ」

　首を傾かしげる雪人。メグは「ついてきて」と告つげて、先導した。




　連れてこられた場所は確かにゲームセンターで、しかも誰もいなかった。店番に老人が一人いるだけで、起きているのか寝ているのかすら分からない。店内はそこそこ広いのに、ただ電子音が流れるだけであり、まるで世間から隔かく離りされているかのようだった。

「どう、ここ」

　メグは自慢げであったが、雪人はぽかんとした。

「近所にこんなところがあったのか……」

「うん。ほら、ゲームセンターってどんどん閉店しちゃってるでしょう。でもここは地主のお婆ばあさんがやってるところで、閉めるのにもお金かかるから、そのままにしてるの。住宅街の中だからお客さんもほとんど来なくて」

「だから人のいないゲーセンか、なるほど」

　彼は感心してから、

「なんでメグはこんなとこ知ってんだ!?」

「メグ、ネットで格ゲーやってるもん。だから近くにゲーセンないかチェックしてた」

「お前は勉強もせずに……」

　呆れたものの、確かにここなら都合がいいし、雨が降っても問題ない。

「……さすがメグだ」

　つい褒めてしまう。妹はにこりとしていた。

　このはは興味深そうに、店内をきょろきょろ見回している。問題は稟果だった。

　彼女はただ茫ぼう然ぜんと、店の入り口で立ち尽くしていた。

「こ、これが噂のゲームセンター……？」

「ゲーセン知らないのか」

「馬鹿にしないで。でも日本から絶ぜつ滅めつしたんだと思ってた」

「俺もだよ」

　稟果は恐る恐る足を踏み入れている。慎重に筐きよう体たいを確認していた。

「知らないゲームばかり……。ひょっとして最新型なの……？」

「いや、全部古い」

　ぱっと見たところ、ゲームの筐体はどれも古く、十年か二十年前にタイムスリップしたかのようだった。あえて言えば、一台だけあるクレーンゲームがそこそこ新しい。

「車が迎えに来るまで、なんかやるか」

　稟果がぴょんと跳び上がる。

「あ、あたしにやれっての!?」

「稟果さん、メグとやろう」

　メグが両手を上げて振る。

「メグは格ゲー好き！」

「あたしはゲームほとんどやんないし。サッカーゲームくらいなら……」

「やろうやろう」

　メグは強引に、稟果を格闘ゲームの筐体に座らせた。

　プレイするのは十年以上前に流は行やったゲームで、キャラクターを操作して相手を打ち負かす。三ラウンド中二ラウンド取った方が勝利する。

　プレイヤーが隣り合って操作するタイプではなく、筐体が背中合わせになっており、座ると互いの顔は見えない。そのため稟果でも問題なかった。

　メグはさっそく小こ銭ぜに（雪人にもらった）を投入している。稟果は引きずられるようにしてプレイをはじめた。

　雪人は少し離れたところで、このはと見物していた。

　このははぽつりと言う。

「さっきの話だけど……」

　この場合の「さっきの話」は、勉強中ベンチで待っていたときのことだ。雪人はやや緊張した。

「佐々波さんのこと？」

「うん。あの人、六麗がこじれたこと、結構知っているみたいだったよね」

「そうだな。序じよ列れつが一番なんだし」

「だったら、頼むか巻き込むかすれば、原因が分かるかも」

　小声だったが、力がこもっている。考えにある種の確信を持っていた。

　雪人も首肯する。

「俺もそう思う。でも頼んでも、手伝ってくれると思うか？」

「……無理だよね」

「だったら巻き込むしかないよな。なにか計画考えるか……」

　雪人は腕組みをした。

　紀良は頭が切れる。観察力や洞どう察さつ力りよくにも優れていた。そんな人間相手に、小こ手て先さきの計画など、すぐに見透かされてしまうだろう。

　本気でやらないと駄目だ。彼は思考に没ぼつ頭とうし、このはも察したか話しかけなかった。

「やったー」

　ふと見ると、メグが両手を突き上げていた。

「楽しかったー」

　反対側の筐体では、稟果が突っ伏している。どっちが勝ったのか訊かなくても分かった。

「次はお兄ちゃんの番」

　メグが雪人を引っ張る。彼は「格ゲーは得意じゃない」と言ったのだが、強引に座らされた。

　仕方ないので小銭を投じる。ｓｔａｒｔの文字が大きく映し出されたのでボタンを押した。

　キャラクター選択場面になる。適当に選ぼうとした。

「……まったく、あんたの妹は自じ由ゆう奔ほん放ぽうすぎるのよ」

　筐体の向こう側で稟果の嘆く声がした。

「あたしこのゲーム知らないのに、強引にやらされて訳分かんないうちに負けたわ！」

「俺も家で、たまにゲーム付き合わされるよ」

　キャラクターの上にカーソルを動かし、決定のボタンを押す。

「メグはゲームなら本気になるんだよ。あの熱心さを勉強でも発揮して欲しい」

「ありがちな話ね」

　互いにキャラクターを選んだ。ゲームがスタートする。

「負けるのは嫌いか？」

「まあね、贔ひい屓きのチームが負けるだけで腹が立つのよ。自分でやるゲームならなおさらだわ」

　カチャカチャカチャ。レバーを適当に動かしてボタンを押す。白い服を着た男性キャラクターが、飛んだり跳ねたりしながら動き回る。

　雪人は訊いた。

「六麗の中でゲームは？」

「しない」

「じゃあ勝ったことも負けたこともないのか？」

「六麗ではね」

　画面の男性キャラクターは何度もパンチをしていた。稟果の使っているキャラクターはレオタードを着た女性で、しきりとキックを繰り出している。

　筐体の向こう側でなにやら躊躇っている雰囲気がある。雪人はあえてなにも言わない。

　しばらくしてから声が聞こえてきた。

「……私の家が世界の物流を握にぎってることは知ってるわよね」

「まあな」

「この国じゃ……この国に限らないんだけど、ものを作っても目的地まで運ばないとお金にはならないのよ。あたしの家はそのことが十分分かってるから、時々わざとストライキを起こそうとしたり、料金を上げたりして揺さぶるのよ。資源のタンカーやそのへんのトラックを使って色々ね。そのとき一番影響受けるのが、普通の人たちなの」

　女性キャラクターがジャンプして、キックを放つ。雪人のキャラクターは両手でガードした。

　稟果はしきりとボタンを連打していた。

「もちろんうちの家もそのことが分かっててやってるのよ。あんた自分の生死を握ってるのが同級生だと知ったらどう思う？」

「どうかな。遠い世界過ぎて分からん」

「ならマシね。みんなあたしに気を遣うのよ。そりゃそうよね、あたしになにかあったら、うちの家が仕返しするかもしれないんだから。だからね、幼よう稚ち園えんのときの話なんだけど、あたしが誰かとジャンケンしようとするじゃない。そうすると先生が飛んできて相手を引き離すの。で、あたしにはそんなことしなくて大丈夫ですって言うの。なるべく波風立たないようにするわけね。ずーっとそう。だからいつも勝ち。ただしちゃんと勝負したことがない」

　雪人のキャラクターが特殊な技を発する。稟果のキャラはいったんやられるが、空中で体勢を立て直して連続技を放った。

「あたしはそうやって、勝ち続けながら自然と隔離されてきたの。寂さびしくなって、誰かに構って欲しくなった。そしたらね、近づいてくれる人もいたのよ。なんか大人の人たち」

「お世せ辞じでも言われたのか」

「違う。誘拐された」

　雪人は驚き、レバー操作を誤った。キャラクターは相手に背を向けてしまい、パンチとキックを叩き込まれて倒れた。

　第一ラウンドを雪人は落とし、すぐに次のラウンドがはじまる。稟果の話は続いた。

「誘拐すればお金になると思ったんでしょ。まあすぐに解決したし、家が手を回したからニュースにもならなかったんだけど」

「大変だったな……」

「最初は構ってくれるって思ったけど、すぐに違うって分かった。それから本当に怖かった。大人に怒ど鳴なられて、脅おどされて、死ぬんじゃないかって思った。あれからあたしは誰かに近寄られるのが嫌になったのよ」

「勝ちに拘こだわるのに？」

「そうよ。厄やつ介かいな性格でしょ」

　一気に喋ったせいか、稟果は大きく息を吐いていた。心なしか、落ち込んでいるようにも見えた。

　雪人は彼女の心を一部だが理解できた。つまり過剰なほど他者を忌き避ひする行為は、自己防衛でもあったのだ。

　二つのキャラクターがジャンプをし、空中でもつれ合う。着地と同時に雪人のキャラクターが特別な技を発動。稟果のキャラクターはきりきり舞いして技を食らい、ヒットポイントがゼロになった。

「ちょっと、負けたじゃない！」

　筐体の向こう側で稟果が立ち上がった。

「喋りながら勝つなんて器用ね！」

「たまたまだよ」

「ラストいくわよ」

　二つのキャラクターが向き合い、すぐに最後のラウンドがはじまる。

　互いにパンチやキック、しかもモーションの大きい大技を繰り出していた。これは当たるとかなりヒットポイントを削る。

　稟果は一撃必殺を狙っていた。キャラクターが距離を詰め、撃ち倒そうとしてくる。雪人は瞬時に方向性を変えた。

　なるべくガードして、小技を繰り出した。当ててもたいしたダメージにはならないが、蓄積すれば相当なものになる。そうやって優位に立つつもりだった。

「あんたせこいわね！」

　見抜いた稟果は、大技狙いから、さらに特殊な技を発動するようにした。じり貧ひんを避け、即座の勝利を狙っている。ただしこれも雪人は予測していた。

　稟果が技を放った瞬間を見定めジャンプ。着地と同時にレバーを回転させてボタン複数を同時に押す。

　大きく隙の出来ていた彼女のキャラクターは、まともに技を受けた。派手なエフェクトがいくつも出現し、ヒットポイントのゲージが一気に減少して消える。

　雪人の画面にはｗｉｎの文字が躍おどった。同時に稟果の声が響く。

「あー、負けちゃった！」

　トータルで雪人の勝利である。筐体の向こうから、悔くやしさが伝わってきた。

「あんたたち兄妹はこんなの得意なの!?」

「俺はそうでもないけど、メグに付き合わされるから」

「あたしを負かせてさぞ気持ちいいでしょうね！」

　初心者なのを言い訳にしないのはさすがだったが、その分悔しさも倍増しているらしい。

「次行くわよ、次！」

　またかと思ったとき、後ろで見ていたこのはが、彼を突つついた。

「ねえ、あっちにすれば……？」

　彼女が指さしたのは、店の隅にある大きくて古ぼけた筐体であった。

「なんのゲームだ？」

「昔の。私、やったことある」

　このはは筐体越しに声をかけた。

「稟果ちゃん、別のゲームしない？」

「いいけど、あたしは勝ちに行くから」

　このはは手招きし、隅にあるゲームの筐体まで案内した。稟果は一見して目を丸くする。

「これ、多人数プレイのゲーム!?」

「そう」

「みんな凄く近いじゃない！」

　このはがやろうとしているゲームは、最大四人までプレイできるものだったのである。大型の筐体でレバーとボタンは四人分あるが、当然プレイヤー間のポジションは近い。

「嫌よ！」

　当然稟果は拒きよ絶ぜつした。だがこのはだけではなく、メグもプレイしようと言ってくる。

「メグもやりたい。皆で協力するんでしょ」

「だってこんなに近い……」

「やろうやろう」

　メグが真っ先にレバーを握る。このはがその隣に立ち、雪人も続いた。

　稟果だけは離れていた。

「だから嫌よ！」

　雪人が硬貨を探りながら答える。

「じゃあ、俺たちがやってるところを見ててくれないか。それくらいならいいだろ」

「まあ、それなら……」

　稟果は三メートル離れて立つ。雪人は硬貨を積み上げた。

　このゲームはファンタジックな世界観がベースになっており、出現する敵を各キャラクターがひたすら倒していく。とにかく敵の数が膨ぼう大だいなので、一人だとすぐにやられてしまうため、複数が好ましい。やられてもコインを投入すれば、すぐにその場から復活できる。

　古いゲームのためか、ワンゲーム十円という特別価格だった。三人はさっそくスタートさせた。

　すぐに筐体は歓かん声せいとアドバイスで一杯になった。

「あー、やられちまう！」

「お兄ちゃん、後ろ、後ろ！」

「右横は私が見てるから！」

　雪人のキャラはすぐに消滅し、十円玉によって復活する。ガチャガチャというレバー音と、大きなボタンを叩く音が店中に響き渡った。

「よし、ここだ！」

「お兄ちゃん、そこじゃなくて左！」

「もっと下がって！」

　また雪人のキャラクターが消滅する。一人でもプレイできるゲームだが、四人が最も効率のいい戦い方になるデザインとなっている。そのため、面クリアに時間がかかった。

　このはがちらりと後ろを見る。

「ねえ雪人君、もう一人いれば楽にプレイできるんじゃない？」

　彼はすぐに察した。

「そうだな、俺の隣が空あいているよな」

　彼も後ろを見た。稟果は腕組みをして、憮ぶ然ぜんとしている。

　視線を画面に戻した。

「あー、またやられちまう」

「火力が足りないよね」

「手伝って欲しいなー」

　稟果は顔を背け、なにも見えないふりをしている。それでも時折、遊んでいる三人に目をやっていた。

　雪人のキャラクターがまたやられる。即座にコインを投入するが、積み上げた十円玉も少なくなってきた。

「あー、もう！　見てられないわね！」

　ついに稟果がやってきて、雪人の隣に陣取った。

「あんたが負けたら、あんたたちに負けた私は下の下ってことになるじゃない。冗談じゃないわよ！」

　持ち前の負けず嫌いが頭をもたげたか、十円玉を投入すると力を込めてレバーを握った。

「あたしが一番下なんて絶対嫌！　ほらやるわよ！」

　稟果のキャラクターが参戦し、火力は一気に上昇した。押され気味だったのが、ぐぐっと前進する。すかさず雪人が言った。

「よし、これだけいれば倒せる！」

　メグが「おー」と応じた。四キャラクター分の攻撃が画面を覆い、レバーとボタンの操作音はひときわ大きくなった。

「あいつは俺がなんとかする！」

「こっちは任せて！」

「いけるよ雪人君！」

「そのままそのまま！」

　やがて巨大な敵が炸裂する。派手な爆発音と共に画面が揺れた。そしてＣＬＥＡＲの文字。

「やった！」

　メグが飛び上がる。雪人はガッツポーズをし、このはは手を叩いた。

　ゲームはこの後も続くが、あとは余よ韻いんである。どうしても倒せなかったボス敵を撃破したのだ。ほっとするのと同時に、物事を成し遂げたことによる達成感があたりを包んでいた。

「なかなかやるじゃない」

　稟果が言う。息は荒いが、満足げだった。

「見てらんなかったわよ。こういうのは勝ちたいって気持ちだけでもあれば有利に……」

　雪人はそんな彼女をじっと見つめる。稟果は我に返った。

「なによ……？」

「三メートルじゃない」

「……あ！」

　稟果は三人のすぐ側にいた。それに気づいて、慌てていた。

「ちょっと、離れて！」

「このままでも平気だろ」

「それは……いや、でも……うう」

　彼女はじたばたしたあげく、大きく息をついた。

「……そうね。平気みたい」

　と彼女は答えてから、

「変ね、今までこんなこと一度もなかったのに……」

「小さいときは平気だったんだろう」

「そりゃそうよ」

「だったら今平気でも不思議じゃないだろう」

「まあ……」

「俺、思うんだけど、楽しいことなら気にならないんじゃないか。多分、昔の柊さんはこんな感じだったんだよ」

　稟果は軽くうつむき、雪人の言葉を反はん芻すうしていた。

「……そうかもしれないわね」

　何度もうなずく。

「考えてみたら、あたしは誘拐されてからずっと、楽しいことなんて感じなかった。せいぜいスポーツを見て一いつ喜き一いち憂ゆうするだけ。自分が体験したことでこんなに楽しかったなんて、はじめてかもしれない」

　にこりとしてから、睨みつける。

「でもあんたの策略に乗ったみたいで、微妙に不ふ愉ゆ快かい！」

　彼女は雪人に指を突きつけた。

「お詫わびとして、今後もあたしのサーヴァントとして尽くすのよ。分かった!?」

　雪人は「分かった」とうなずいた。

　稟果は満足する。

「よろしい。ではサーヴァント、忠ちゆう誠せいの証あかしとしてあたしのことを名前で呼びなさい」

「……忠誠？」

「そうよ、あたしに従うんだから当然でしょ」

「名前で呼ぶのと関係なくないか」

「うるさいわね。呼びなさいよ」

「……稟果ちゃん」

「その調子よ」

　稟果のスマートフォンが鳴る。彼女は画面を見ると、すぐに応答した。

「あたしよ。直ったの？　……そう、良かったわ。すぐに来てね」

　通話を切る。

「車が直ったわ。すぐに迎えに来るって」

「そりゃ良かった。もうひとゲームする？」

「もういいわよ！」

　稟果は大声で拒否しつつも、顔は笑っていた。




　外は黒雲で覆われて、かなり暗い。迎えの車はしばらくしてからやってきた。

　黒塗りの外国車で、スモークガラスが張られていて中はまったく見えない。運転席から降りてきたダークスーツの運転手は、ゲームセンターの前で待つ雪人たちに一礼すると、後部座席を空けて稟果を招き入れた。

「なんだかんだ言って、今日は楽しかったわよ」

　乗り込む前に稟果は告げた。

「なにかお礼をしないとね」

「別にいいよ。妹の勉強を見てもらってんだ」

「お礼くらいさせなさいよ。それともあたしに貸しを作って楽しむ気？」

「じゃあ……どんなお礼をくれるんだ？」

　稟果は指をくいくい動かし、雪人に屈かがむよう合図した。

　彼女の口が耳に近づく。

「あたしと、デートするの」

　雪人は「えっ」と叫びそうになり、かろうじて堪えた。周囲を見回し、このはとメグが聞いていなかったことを確認すると、声を潜ひそめた。

「なんで!?」

「あんたが気に入ったから」

　あっさりと言う。

「あたしが男の子とこんなに話すなんて前ぜん代だい未み聞もんなの。だったらデートしなきゃ」

「それが礼なのか!?」

「そうよ。嬉しいでしょ」

　彼女はほんの少しだけ笑うと、「あとで連絡するわね」と告げて車に乗った。

　あとには目を丸くしたままの雪人と、きょとんとするこのは、メグが残された。

「……雪人君？」

　彼はこのはに何度も呼びかけられ、ようやく気づいた。

「あ、ああ……なに？」
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「ぼーっとしてるから」

「ごめん、なんでもない。ないってことはないけど、なんでもない」

「ふーん」

　このははそれ以上追及しなかったが、不思議そうな、不ふ審しんそうな目の色をしていた。
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　翌日の雪ゆき人ひとは挙きよ動どう不ふ審しんであった。

　デートに誘われたのが久しぶりだからだ。もちろん、昨日の稟りん果かである。

　彼は女性慣れをしていない、というわけではない。正確には以前は女の子とたくさん遊んでいた。父親に連れ回されていたときなど、現地の少女たちと言葉が分からないなりに笑ったり騒いだりしていたのだ。

　ただ華か凰おう学がく園えんに入学してからはぱったり途と絶だえた。妹の成績が急降下し、どうしようかと悩んでいたことが原因である。そのため女子と遊ぶこともほとんどなくなり、一人だけ別世界の住人みたいになっていた。

（デートとか前にしたのいつだ……？）

「ん？　なに？」

　このはに聞き返され、急いで「なんでもない」と返答する。今は考えないようにしようと、頭の片かた隅すみに押し込んだ。

　この日の家庭教師はこのはだ。なのでスムーズに終わった。雪人はこのはに「妹の学力って上がったと思う？」と質問し、このはは「まだ二回目ですから……」と返事をした。

「それでもさ、なにかの成果とかないかな。兄として知っておきたいんだ」

　食い下がる雪人に彼女は若じやつ干かん首を傾かしげ、

「そうですね。二日分の学力が上がったんじゃないでしょうか」

「……じゃあ、来週も勉強したら？」

「三日分上がると思います」

　彼としては「順調に進んでいる」と納得するしかなかった。

　さらに次の日。

　クララが受け持ってくれる予定である。雪人は登校直後、すぐに「そっちに行ってもいい？」とメールを打った。

　しばらくしてから「屋おく上じようにいるよ」と返信がある。雪人は二年三組の教室を覗のぞき、このはがいることを確認すると、一緒に行こうと誘った。

　このはは承しよう諾だくし、二人で屋上に上がる。

　クララは柵さくに寄りかかっている。珍めずらしく一人だった。

　弱い風に金髪がなびいている。彫ほりの深い顔立ちと合わさり、ぞくぞくするような色いろ香かを醸かもし出だしていた。

　彼女はぼんやりしていたが、雪人とこのはを見ると、大きく手を振った。

「なんの用かな」

「今日の家庭教師なんだけど」

「もちろんやるよ。コーは？」

　雪人は言葉に詰まる。実はいくつか言い訳を用意していたのだが、褐かつ色しよく肌はだの美少女が屋上に一人だけというシチュエーションが気になり、どれも消えてしまった。

　クララは笑った。

「あー、やっぱり」

「このあと説得する」

「でもコーは強ごう情じようだからなー」

　彼女は柵の手すりを摑つかんだ。冷たかったらしく、すぐに離す。

「少し期待したんだけど」

「まだ南なん紀き島じまさんに頼んでないから、やってみなけりゃ分からないよ」

「じゃあ期待しよう」

「吉よし元もとさん、得意教科なんだっけ」

「保健体育」

　さらりと言う。

「公民もできるけど、保健がいいなー」

　雪人は彼女の顔を見返した。

「なんか裏がありそうな言い方だな」

「あー、分かる？」

　クララはけらけら笑った。

「ほら、純粋な娘こにあれなこと教えるって面白いじゃない？」

「やめてくれ」

「ドラマだと高校生でも麻ま薬やく吸ってるよー」

「もっとやめろ！」

　また笑うクララ。雪人とこういう話をするのが楽しくてしょうがないという様子だった。

「吉元さん、あまり変なこと言わないで」

　困ったように話しかけたのはこのはである。クララは珍しそうに言う。

「あれ、人見知り系なわりには喋しやべるね」

「吉元さん覚えてないかもしれないけど、私六ろく麗れいになってはじめて挨あい拶さつしたの、吉元さんだよ」

「そうだったね。でも、このははワタシのことクララって呼んでくれないよね。寂さびしいなー」

「それは……」

　口ごもるこのは。クララは急せかす。

「言ってみて」

「……クララさん」

「雪人は？」

　彼はつい「俺も？」と聞き返した。

「当然だよ」

　とクララ。

「さあ」

「じゃあ……クララ」

「うん。やったやった。あはは」

　彼女は上機嫌になり、軽く手を叩いた。

「なんか嬉しい。このはに呼んでもらえるなんて。あのときから六麗と話しなくなったから」

　あのとき、というのはすぐに理解できた。かつてクララが口にした「六麗が集まらなくなった」ことである。

「それって……どんなこと」

　と雪人。

「みんな知っていそうなのに、教えてくれないんだ」

　クララは困った表情をした。顔に余計なことを言ったと書いてある。

「そりゃ……言いたくないよ」

「教えて欲しい」

　迫せまる雪人。後ろのこのはも言った。

「吉元さ……クララさん、私も知りたい。私が六麗に入ったときはもうバラバラだったから、なにがあったか知りたい」

　クララは天を仰ぐと口を開いては閉じ。また開いた。

　それから右を見たり左を見たり、身体からだをもぞもぞさせることまでした。

「うーん……だったらコーとちゃんと話をさせて」

　彼女は二人を見つめた。

「コーと一緒に家庭教師するなら教えるかも」

　雪人は小さくだがうめいた。やはりここに帰き結けつするのである。

「コーはワタシと話しないし、たまにしてもいつも言い争いになるから、昔みたいに二人一緒にやりたい」

「あー……自分で頼むっていうのは」

「できるなら頼んでないよ」

　クララは肩をすくめた。

　確かにそうだが、なかなか困難な問題であった。硬こうは別に必要以上に冷たいわけではないが、クララのことになると意固地になる。見えない障しよう壁へきを作るようになるのだ。これが紀き良りようになると話は聞いてくれるが、終わるころにはなにをして欲しかったのかこっちが忘れてしまう。

　しかし承諾以外の答えはない。雪人はクララに請うけ合あうと、屋上から離れた。

　二年生の校舎に向かいながら、さすがにこのはは不安そうになっていた。

「クララさんと南紀島さん、一緒に家庭教師してくれると思う……？」

「分からない」

　としか言いようがない。雪人は頭を悩ませた。

「……琴こと絵えさんに訊きいてみようか……」

「事情、知らないんじゃなかったっけ」

「でも三年生で、一番長いんだから、なにか知ってるかもしれない」

「琴絵さん以外だと……」

「佐さ々ざ波なみさんだな」

　このはは「琴絵さんがいい」と賛成しつつも、

「でもストレートに訊いて教えてくれるかなあ。前も口って言うかペンが重かったから」

「うーむ」

　雪人は腕を組む。

「……うちに招待して、料理でもてなそうか。で、いい気分になったところで喋らせる」

「家庭教師のとき、雪人君の家に行きたがらなかったよね」

「そうだった……学校がいいかな。どこか琴絵さんが警戒しないで、俺たちと一緒にいて話を聞いてくれそうなところ」

「六麗の間は？」

　このはは思わず、両手を叩いていた。

「ほら、琴絵さんって映画見るの好きだよね。なにか面白い映画を紹介して欲しいって頼むの。六麗の間なら壁をスクリーンの代わりにすることができるから」

「それだ。きっと来てくれる」

　喜んで他人に教え、しかも饒じよう舌ぜつになるマニアは多い。琴絵は会話をしないが、映画鑑かん賞しようなら問題にならないだろう。

「でも映画見るって時間取られるよなあ。放課後だと家庭教師の時間削っちまう」

「昼休みにしようよ。琴絵さんに、昼休みで見られる面白い映画がないか訊く。あったら見せてもらう」

「そんなのあるのか……？」

「マニアなら、絶対教えてくれるよ」

　二人は一時限目後の休み時間を利用して、琴絵に会いに行った。

　稟果は他人が近づくのを嫌がるが、琴絵にそんなことはない。ただしまるで知らない人と一緒にいるのは避けるタイプなので、知人の多い自分の教室にいることが多かった。

　琴絵は二人に気づくと、廊ろう下かまで出てきた。例によってスケッチブックとサインペンを持っている。

　このはが、昼休みだけで鑑賞できるおすすめの映画はないか訊たずねる。琴絵は即座に反応した。

『あります。すぐにでも見せましょう。常に持ち歩いています』

　力強くうなずいている。このはは驚いていなかったが、雪人はたじろいだ。

「学校に持ってきてるのか……なんで？」

『布ふ教きようのタイミングを逃さないためです』

　彼女は取りに戻ろうとしたが、このはが押しとどめた。

「昼休みに、ごはん食べながら見ようと思ってるんです。六麗の間が使えますから、一緒にどうですか」

『六麗の間ですか……』

　逡しゆん巡じゆんを見せたが、すぐに琴絵は承諾した。

『分かりました。ゾンビ映画とサメ映画のどっちがよろしいですか』

「それはどっちでも」

　彼女は『両方ですね』とスケッチブックに書き込んでいた。

　昼休み、二人が六麗の間に向かうと、琴絵はすでにいた。

『さあ、鑑賞会を始めましょう』

　六麗の間は使われていないが、当然琴絵もカードキーを持っている。内部に薄く積もっていた埃ほこりは琴絵が掃そう除じしたのか、ほとんど見られなかった。

『本日鑑賞する映画はこれです』

　彼女はＤＶＤのパッケージを見せた。英文でタイトルが書かれている。

『ゾンビになったサメが人間を襲う話です。オムニバス形式ですから、何度かに分けて見ることもできます』

「サメがゾンビに……？」

『サメ映画では普通です』

　雪人の疑問をよそに、琴絵はなんでもないことのように言った。

　壁の一面がモニターに変化する。このはは琴絵からＤＶＤを受け取ると、セットして再生ソフトを立ち上げる。

　チープなタイトルが大写しになった。

『輸入品ですから日本語訳はありません。ですがなくても分かります』

　三人は昼食を食べながら鑑賞することになった。

　画面では大学生らしき男女が山間のロッジを訪れ、いきなりサメに襲われていた。

　このはが不思議そうに質問する。

「なんで陸地にサメが……？」

『そういうものです』

「尻尾にも歯があるのは……？」

『そういうものです』

　最初からゾンビだったサメは、大学生たちだけではなく、付近の住民にも片かたっ端ぱしから嚙かみついていた。

　琴絵は真剣に、このはは呆あきれながらも眺ながめている。雪人はこのはの背に隠れるようにした。

「雪人君……なにしてんの？」

「いや、ちょっと……」

「サメ、怖い？」

「そういうわけじゃない」

　だが彼は、なるべく画面に目を向けないようにしながら、昼食に集中しようとしていた。

　琴絵とこのはは昼食を終わらせた。雪人も食べ終わったが、画面に目を向けない。雑なＣＧが拡大され、ロッジをバリバリ嚙み砕いているのは冗じよう談だんにしか思えないのだが、それでも見なかった。

　巨大化したサメが地面の半分を食べ尽くし、排はい泄せつ物ぶつからゾンビが生まれたところで唐突に映画は終わった。

『いかがでしたか』

「つまんなかったんですけど……でも最後まで見ちゃいましたから」

　このはは答える。映画の内容は低レベルなのだが、ハイテンポなので見られるものになっていた。

『そこが入門編と言われる理由です。この感覚が分かればどんなサメ映画でも大丈夫です』

「はあ」

『桐きり村むらさんはどうでしたか』

　雪人はびくっとする。

「いや、うん、面白かったよ。軍隊が出てきて全部焼き払うところなんて特に……」

『そんなシーンはありません。もしかしたら、見ていなかったのですか？』

　このはが顔を向ける。

「そうなの？」

「いやいや！　ちゃんと見て……いない……」

　彼は自然と小声になった。

「実は、ああいうの苦手なんだ……。前に、親父に海洋調査とかで連れ回されたとき、ボートから海に落ちたんだ。サメがいるって聞かされてたから、もう泣きながら泳ぎ回ってなんとか助かって……あれ以来、サメは駄目」

「サメに襲われたの……？」

「いなかったんだ。でも怖い。サメ怖い」

　彼は度胸が据すわっており、言葉が通じないところでも身振り手振りでなんとかしてしまう才能の持ち主だが、この出来事のため海を苦手としている。泳ぎも上う手まくなかった。

　このはは呆れた。

「男の子なのに……」

「うるさいな」

「だからずっと、私の背中に頭をくっつけてたの？」

「そんなことしてたか？」

「してた」

『そんなに怖かったなんて、お目にかけたかいがありました』

　琴絵は満足そうにスケッチブックを掲示する。

『ではもうひとつ』

「待ってくれ。俺は我慢してサメ映画観たんだ。琴絵さんも頼みを聞いてくれないか」

『どんなことでしょう』

「南紀島さんとクララが仲なか違たがいした理由を知らない？」

　サインペンを動かす手が、ぴたりと止まる。

　少ししてから、琴絵はスケッチブックに書き込んだ。

『……残念ながら、存じません。このことになると、お二人とも口が重くて』

　二人は顔を見合わせてがくりときた。

　琴絵を頼りにしていたのだが、否定されてしまった。校内に昔のクララと硬を知っている人がいないか探す手もあるが、どれだけ時間がかかるか分からない。

『以前、四月に六麗がこじれることがあったと言いましたが』

　琴絵はさらに書いた。

『あれは旅行中のことなのです。稟果さんを歓迎することもあって、六麗で旅行に行ったんです。そこでなにかがあって……』

「なにかって？」

　雪人と稟果は同時に訊いた。

　琴絵はしばらく考えてから、また書く。

『……よく分かりません。わたくしはちょっと出かけていたのですが、帰ってきたら、皆さんすでにバラバラでした。旅行は途中で中止になって、それぞれの家に帰ったのです。南紀島さんと吉元さんも、そのときに仲がこじれたのだと思います』

　彼女の文字は、スケッチブック一杯に書かれていた。

　二人は顔を見合わせた。雪人はもちろんのこと、このはも初耳であった。

　硬とクララの仲違いは旅行に原因があるらしい。二人だけではなく、六麗全員に関係している。なにかが起こり、今のような事態になった。

「琴絵さんはその理由を……」

　彼女は雪人の質問が終わる前に首を振る。

『存じません。ですが』

　雪人たちを気の毒がったのか、琴絵がスケッチブックで慰なぐさめる。

『全員はともかく、南紀島さんと吉元さんのことは、きっとなんとかなります』

「いや、なんとかなりそうにないんだけど……」

『吉元さんなら協力してくれると思いますが』

「そのクララが、南紀島さんとの協力に条件出しているんだ」

『南紀島さんにもお願いをすればよろしいのでは？』

　彼女はその後に『南紀島さんは人格者です』と付け加えた。

　雪人はつい天井を仰ぐ。

「そんな人格者なら、クララとうまくいってもよさそうなもんだ」

『それはそうですね。どうしてあそこまで敵視するのか、わたくしも理解しかねます』

「やっぱり自分に厳しい人は他人にも厳しくなるのか……」

『ただあの方はネット環境に親しんでいて、動画サイト巡りなどもしているみたいですから、いうほど固い人ではないような気がします』

　固くなくても、態度が頑かたくなだとどうにもならない。説得の困難さは解消されていなかった。

　琴絵がふと首を傾げた。

『そういえば、南紀島さんが黒服を着てるのを見かけたことがあります』

「黒……服？」

『たまたま通信部の部室の前を通りかかったとき、黒服を着ているのを見かけたのです。フードのついたコートみたいでしたが』

　そこまで書いてから、琴絵はすまなそうな顔になった。

『ごめんなさい。意味がありませんね』

「いえ」

　そう言ったのは雪人ではなくこのはであった。

「私、分かったかもしれません」





　　　　○






　放課後、雪人は二年一組へと向かった。硬が在籍するクラスである。

　男子生徒に硬がいるかと訊ねると「通信部じゃないかな」と教えてくれた。

「気をつけた方がいいぞ。今日の南紀島さん、怒ってたから」

「なんで？」

「知らねえよ。訊いたら怒られそうだったから」

　それはそうかと思い、雪人は通信部へと向かった。

　彼は珍しいことに、腹を立てている相手との会話が苦痛ではない。南米の山奥で、激げき昂こうした山さん岳がく民みん族ぞくの銃口に囲まれながら、なんとか話し合いで解決したことに比べればマシだと思っているためだ。ちなみに南米でのできごとは、父親が山岳民族の聖地にずかずか入ったためで、帰国してから彼らの代わりに雪人が怒った。

　途中でこのはと合流。彼女は少し緊張していた。

「相手は南紀島さんだからね……雪人君、あの動画見た？」

　彼はうなずいた。

「これは使えそうだ」

「ちょっと卑ひ怯きような手だけどね」

「説得を聞いてくれなかったら、やってみよう」

　古ぼけた部室に到着。中に人がいそうな気配はあるので、ノックしてから戸を開けた。

　彼女はパイプ椅い子すに座っていた。ノートパソコンをなにやらいじっている。部の備品なのだろうか。

「桐村と茜あかねか。なんだ」

　彼女は視線も向けずに言う。それだけで、機嫌が良くないことが分かった。

　このはがためらっていたので、雪人が話しかけた。

「なにしてるのかなって」

「学校のサイトを見ている」

　覗き込むと、華凰学園案内と書かれたウェブサイトが表示されていた。

「つまらないサイトだ。誰が作っているんだ」

「それ、業者に委い託たくしてるはず。六麗が業者を推薦したって聞いたけど」

　このはが説明した。硬は怪訝な顔つき。

「私も一応六麗だが、知らない」

「私もこの前まで知らなかった」

「いったい誰が決めたんだ」

「確か佐々波さん」

　硬は渋い表情を作る。続けて咳せき払ばらいをした。

「よくあんな無む味み乾かん燥そうな文章を書けるな」

「学校案内なんだから、余計な装そう飾しよくはいらないと思うけど」

「私ならもう少し凝こった文を……まあ、いい。これが用件なのか？」

　今度は雪人が喋り出す。

「放課後、家庭教師をやってもらうの忘れてないかって思ったから」

「覚えている」

　答えが素そっ気けない。もっとも、外見のクールな印象と相まって、結構魅力的な態度にも感じられた。

「場所は俺のうちでいいかな」

「ああ」

「……なんかあった？」

　はじめて彼女が雪人を見た。

「なに？」

「機嫌が悪いって聞いた」

「……あのなあ、機嫌が悪いことには理由がある。たとえばサメがイライラしていたら、それは空腹だからだ」

　彼女はとげとげしい口調で喋る。

「お前は空腹のサメが珍しいからって、口の中を覗くのか？」

「サメのたとえは止めて欲しい」

　雪人は言いながら、

「で、どんなことがあったんだ？」

　硬は諦めたのか、苛いら立だちを少しやわらげた。

「たいしたことじゃない。今朝……吉元と会っただけだ」

「それだけ？」

「そうだ。私はなるべく吉元とは会わないようにしている。ところが偶然校門前で出会った。吉元は私に挨拶をし、私は無視した。いつもはそれですむが、どういうわけかずっと話をしようとしたんだ。私は大声を出して拒きよ絶ぜつし、そうしたらあいつも大声を出して、あとは言わなくても分かるだろう」

　確かに分かる。彼女の機嫌から容よう易いに推察できた。

　硬はいまいましそうに呟つぶやく。

「私の具合なんてどうでもいいだろう……それより自分の心配をしたらどうなんだ……」

「ごめん、なんだって？」

「吉元は見かけほど身体が強くないんだ。小さい頃は休みがちだった。無理したら寝込むことになる」

「詳しいな」

「まあな」

　返事をしてから、彼女ははっとした顔になった。

「おい、私が吉元を気にかけていると言いたいのか？」

「それ言ったの、俺じゃなくて南紀島さんだぞ」

「気にかけてない！　たまたま知っていただけだ！　あいつが自分の身体をどうしようが、気にしたことなんてない！」

「そうか？」

「そうだ」

「でも気になるなら直接訊いてみたら？　俺の家を使っていいからさ。良かったら家庭教師のついでに……」

　雪人は続けて言おうとしたが、硬が睨にらむので黙った。

　改めて口を開く。

「実は家庭教師の日程に変更があるんだ。南紀島さんは明日の土曜だったけど、今日にして欲しい」

「突然だな」

「色々と都合があって。部活とか忙しいかな」

「別に構わない。ここはどうせ私しかいないんだ。まあ、寂しいと思うこともある」

「いっそクララに通信部に入ってもらえば」

　さきほどとは比べものにならないほどの殺意に満ちた視線を向けられ、雪人は思わず一歩後ずさる。指で口の前にバッテンを作った。

　低い声で硬は告つげた。

「ちゃんとお前の家には行く。勉強の面倒も見る。場所はメールしろ。余計なことは言うな」

　雪人は無言でスマートフォンを差し出す。硬は眉まゆを顰ひそめた。

「なんだ？」

「…………」

「これくらい喋っていい」

「メアドを知らない」

「ああ、そうか」

「できればＳＮＳのアカウントがいい。六麗のがある。俺のを登録したらスタンプを送ってくれ。可愛かわいらしいやつ」

「面倒くさいヤツだ。喋らすんじゃなかった」

　ぶつぶつ言いながらも硬は雪人のアカウントを登録して、スタンプを送った。

　丸っこい猫が手を振ったスタンプである。お返しに雪人は死神が鎌を振っているスタンプを送った。

「……嫌がらせか？」

「俺の中じゃ二番目に可愛いんだ。一番は妹」

「美意識を疑え。あとシスコンはほどほどにしろ」

「南紀島さんのスタンプは本当に可愛いな。見かけによらないっていうか、テロリストの金庫を開けたら絵本が入っていたっていうか」

「誰がテロリストだ……」

　そう言ってから硬は、

「待てよ。今日は吉元のはずだな。吉元は明日に移るのか？」

「…………」

「やっぱり！」

　硬は指を突きつけた。

「私と吉元を一緒にして家庭教師をやらせるつもりだな！」

「実はクララに頼まれたんだ。一緒に家庭教師やりたいって」

「一緒は嫌だと言ったぞ！」

「クララと約束したんだ。南紀島さんを連れていくって」

　雪人はこのはと顔を見合わせて、うなずいた。硬は不機嫌そうに口を開く。

「私が約束したわけじゃない」

「困っている人を見捨てないのが六麗だと思うけど」

「だったらやらん」

　硬はきっぱりと拒絶した。

「他の人間に頼め。家庭教師なら六麗に拘こだわらなくてもいい。なんならどこかの業者に派遣してもらえ」

「そんなこと言わないでくれ。なあ」

　隣のこのはにうなずく。彼女はにこりとして喋った。

「うん。南紀島さんも、闇の力を信じれば絶望でも生きられるって言ってた」

　途と端たんに、硬の顔色が変わった。

　彼女は急いで周囲を見回すと、部室の扉を閉めた。そして二人を部屋の隅まで引っ張っていく。

　硬の顔色は真っ青だった。酸欠になったかのようで、息も荒い。目を吊り上げ、雪人とこのはを交こう互ごに睨みつけた。

「なにを知ってる……！」

　このはは、黙ってスマートフォンの画面を見せた。

　動画アプリケーションが立ち上がっている。画面内は室内だが暗く、ところどころにロウソクが立てられていて、かろうじて見えるようになっていた。

　しばらくすると電灯の明かりが強くなる。テーブルの向こうにはフードにサングラス、しかもマスクまでしている人物が座っていた。

　途端に脇にあるコメント欄らんが急激なスクロールをはじめる。

　ほぼ全員が「黒くろ花か様さまのご帰還！」「お帰りなさいませ！」などと書き込んでいる。

　この女性は黒花という名で占いを披ひ露ろうしているらしい。その様子を生配信しているのだ。今は事前に録画、編集をして配信するスタイルが主流だが、生放送形式もまだまだ生き残っている。この動画自体は半月ほど前のもの。

「これ、結構有名な配信者らしいんだけど」

　このははにこやかな顔で言った。

「南紀島さんだよね」

「やめろー!!」

　硬は頭を抱えると、人間の耳に聞こえるか聞こえないかの甲かん高だかい声で叫ぶ。

「黒花様なんだ」

「その名前を呼ぶんじゃない!!」

「びっくりした。六麗の三が、黒花と名乗って闇の占せん術じゆつを配信してるなんて」

　この配信者は、なにを隠そう硬だったのである。

　このはは動画サイトを巡っているときに、偶然「黒花様」のことを発見した。今の時代、生配信形式でダークな占いを披露するのは珍しいので、覚えていたのだ。

　硬は再び悲鳴を上げると、とうとうしゃがみ込んだ。先ほどまでの顔色は真っ青だったが、今度は耳まで真っ赤である。

「な……なんで私のことを……フードもマスクもしてたのに……」

「南紀島さん、部室で配信したことあるでしょ。見られていたんだって」

「あ……あのときは……雰ふん囲い気き変えたくて……」

「それと、南紀島さんの指は付け根のところが白っぽいでしょ」

　このはは自分の指を触りながら指摘をした。

「指輪の跡なのは分かったんだけど、人差し指から小指まで全部白っぽいよね。動画の黒花様は全部に指輪してるから、もしかしたら」

「うわー！」

「よく聞くと声も同じ」

「うわー！　うわー！」

　彼女はしゃがみ込んだまま叫び続けた。

　そして顔を上げる。顔は真っ赤なままで、目にはうっすらと涙を浮かべていた。

「……なにが望みだ」

　ゆっくりと立ち上がる。

「どうせ動画をネタに私を脅きよう迫はくするんだろう。断れないことをいいことに、いかがわしいことを要求するんだな。このようなことで私の純じゆん潔けつが終わるとは……」

　全身を震わせる。

「なんと卑ひ劣れつな……！」

「それはないよ」

　このはは横の雪人を向く。

　雪人は自分の存在感を出すように咳払いをした。
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「誤解しないでくれ。無茶なことは言わない」

「……本当だな」

「本当、本当」

　硬が落ち着くのを待ってから雪人は告げる。

「というわけで家庭教師やってくれ。クララと一緒に」

「やっぱり無茶じゃないか！」

　憤ふん然ぜんとなる硬。雪人は平気な顔。

「いかがわしいことよりはいいだろ」

「自分が卑怯だと思わないのか！」

「全然。妹のためだ」

「見上げた兄妹愛だが、私はそんな要求には……！」

「黒花様」

　硬は助けを求めようとこのはを見つめる。このはは即座に首を振った。

「私も雪人君に賛成」

「なんだと……」

「私が言い出したんだし。それに、ちょっと楽しい」

「……分かった」

　がっくりと肩を落とす。屈くつ服ぷくしたかのように顔を伏せる硬。

「お前たちに従う。なんでも言うことを聞く……」

「とりあえず、今日の放課後から頼むよ」

　硬は小さくうなずいた。顔面はいまだ、絶望の色に染まっている。

　彼女はがっくりとしたまま椅子に座った。それを見てから、雪人とこのはも腰を下ろす。

「訊いていいかな。どうしてあんな放送をはじめたんだ？」

「……昔から好きなんだ」

　硬はゆっくりと返事をする。

「学校では規律正しく生活しているが、前から動画サイトでゲームの実況をする人や歌っている人に憧あこがれていた。でもうちは厳しいから、あんな真ま似ねは許されない」

「ネットの話になるとすぐに反応するから、おかしいとは思っていた」

「どうしても隠しきれないんだ。家ではタブレットを使っている。Ｗｉ－Ｆｉを内緒で使っているから、放送もあれくらいしかできない」

「うちの学校、コンピューター部があるよな。入らないのか？」

「親に知られる。だから通信部なんて古いところに所属したんだ。ここならごまかせるし、今は一人だから動画も作れる」

　彼女は大きく息を吐いた。

「あの瞬間、私は自由なんだ」

　ふと、雪人の心に同情心が湧わいた。

　硬の家は財ざい閥ばつを祖そとしており、古こ風ふうなしきたりを守っている。家は百年以上前に建ててられたものを改修しながら使い続けており、彼女は伝統を受け継ぐ存在として育ってきた。

　彼女はそれらを否定してはいない。それでも、ああやって羽は目めを外したくなるときがあるのだ。反抗心からではない。ごく自然な、心の解放であった。

「南紀島さんは恥ずかしいことをしてない」

　硬が顔を上げる。

「え……」

「俺だってああいう配信者に憧れたことがあるよ。やりはじめる度胸がなかったけどな。実際に配信して、ファンを獲得してるんだから、俺より立派だよ」

「桐村……」

「だから、配信してる暇があったら妹の勉強を見てくれ」

「お前に人の心はあるのか！」

　雪人は容よう赦しやなく喋り続ける。

「というわけで、絶対に家庭教師はしてもらうから。それと日付の変更はない」

　雪人はスマートフォンのスケジュールソフトを硬に見せる。彼女はげっそりした様よう相そうで眺めていた。

「どうあっても吉元と一緒にするのか……」

「黒花様に拒否する権利はないぞ」

「分かった……」

　なにもかも観念し、硬はがくりとする。そして全てを承諾した。




　学校の授業終了後、雪人とこのは、それに硬は校門でクララを待っていた。

　クララからは直接雪人の家に向かうとの連絡を受けている。なのでその前に捕まえるつもりだった。

　それほど待たずに、クララの姿を認める。彼女も気づいたようで、手を振っていた。

「迎えに来てくれたの？　おや、コー？」

　近寄るクララに、硬は言う。

「待っていた。一緒に家庭教師をするぞ」

　クララは、少しの間驚いてから言った。

「コーにしては珍しい」

「二人でやった方が効率的だと思っただけだ」

「なんだかワタシには、脅迫されたようにも見える」

「それほど間違ってない」

　四人は揃って帰宅の道を取る。普段のクララと硬は車で送り迎えされているが、雪人の家に行くため、歩いていた。

　マンションでは今日もメグが先に帰っている。六麗が三人同時にやってきたので、驚きつつも嬉しがっている。

　硬とクララは制服姿だ。硬の制服は皺一つなくブラウスのボタンは上まで留め、リボンはきちんと結ばれている。対してクララはそもそも制服のリボンをしておらず、ブラウスのボタンをいくつも外していた。おかげで胸の谷間がはっきり分かる。この対比がかなり鮮烈で、まぶしさすらあった。

「すごーい、お兄ちゃん、南紀島さんと吉元さんだ！」

「今日は豪ごう華かだろう」

　誇ほこらしげに言う。メグはきゃっきゃっと大喜びである。なにしろ華凰学園で一番凜り々りしく恰かつ好こういい生徒と、エキゾチックでスタイル抜ばつ群ぐんの生徒なのだ。どちらもマンガから抜け出たような人物なのだから無理もない。

「お兄ちゃん、メグ、華凰学園に入って本当に良かった」

「だろ」

「一緒に家庭教師をしてもらえる」

　彼としては、この憧れのままに成績が上がって欲しいと願うばかりである。

　硬はメグの部屋に入るなり言った。

「綺麗な部屋だな」

「お兄ちゃんが掃そう除じしてくれるから」

　屈くつ託たくなく答えるメグ。硬は驚いて雪人に言った。

「年頃の娘の部屋を掃除してるのか!?」

「ああ。放っておくと汚いままだから」

「お前は母親か！」

「別にメグは嫌がらないぞ」

「それはそれで問題がある」

　クララは別の意味で感心していた。

「雪人は掃除が上手だねー」

「妹の部屋だけじゃなくて、家全部の掃除をやってるんだ」

「お手伝いさんは？」

「そんな余裕はない」

　このあたりはクララも浮き世離れしていた。

　硬は手を叩いた。

「さっさとはじめよう。私が理科全般。吉元は保健体育だ。私の持ち時間を多めに取らせてもらう」

「いーよ」

　勉強がはじまったので、彼はそっと部屋から出る。時々、硬の厳しめだが的確な指摘が漏れ聞こえる。

　雪人はお茶と紅茶、コーヒーの準備をした。学校の授業と違って飲みながら勉強することに問題はない。

　扉をそっと開けて、お盆に載のった飲み物を差し入れる。中をうかがった限り、特にトラブルもなくおこなわれていた。

　雪人は「問題なし」の印にこのはへうなずく。彼女もほっとしていた。

「良かった……」

　小声で答えている。

「喧けん嘩かはじめたらどうしようかって思った」

「トラブル起こしたら、動画を学校中にバラすって言っておいた」

「雪人君、鬼だね……」

　それから時間が経ち、硬がメグの部屋から出てくる。妹はまだ中にいた。あと少しだけ、クララに勉強を教えてもらうようだ。

　礼にと雪人はお茶を入れようとした。硬は制し、自分で注ぐと伝えた。

「いい茶であればあるほど、お湯の温度が命だ。おいしいお茶を私が入れてみせる」

　硬は熱湯をまず湯ゆ飲のみ茶ぢや碗わんに注ぎ、温度を下げてから急きゆう須すに入れた。しばらく時間をおき、茶葉が十分開いてから、最後の一いつ滴てきまで残さず出し切る。

　いい香りがリビングに広がる。口をつけると、確かにおいしかった。このはも感心している。

「南紀島さんはなんでもできるんだね」

「家の方針で自然と身についていただけだ」

　彼女はゆっくりとお茶を飲んでいた。

「それでも決められたことしかできないからな。どうしても不満はある」

「動画配信とか？」

「そういうことだ」

　硬は湯飲み茶碗を茶ちや托たくに乗せた。

「桐村、お前の妹、別に頭が悪いわけではないぞ」

「それ、このはも言ってた」

「ただ要領が悪い。集中力もあまりない。応用力もあるとは言えない」

「……やっぱ頭悪いんじゃないか」

「だから基本だけに絞った。一年の理科は暗記だからな。最低限覚えておくところを教えたつもりだ」

　硬はお茶をゆっくり飲む。感心したような顔になった。

「……高そうだとは思っていたが、随ずい分ぶんな高級茶じゃないのか」

「親父が台たい湾わんに行ったとき買ってきたんだよ」

「日本茶を台湾で？」

「俺にもよく分からない。メグって集中力ないのに、どうやって覚えさせたんだ」

「ご褒ほう美びを上げることにした。たとえばこの時間だけ集中して聞いたらお菓子を食べていいとか、マンガを読んでいいとか。漠ばく然ぜんとしたまま時間をかけたところで成果は出ない」

「なるほどなあ」

　彼は感心する。感心ついでに個包装された醬しよう油ゆ煎せん餅べいを勧すすめた。

「食べる？」

「いただく。ご褒美は吉元のアイディアなんだ。あいつはそういうところが機転が利きく」

　硬は二杯目のお茶を自分で入れた。

「そういえば妹が、私に変なことを質問したぞ」

「あの成績じゃ質問が変になっても……」

「いや、勉強と関係ないことだ。付き合ってる人はいますかとか、そういうたぐいだ」

　硬は困ったような色を浮かべる。

「あまりに無む邪じや気きに訊くものだから、邪険にするわけにもいかない。はぐらかすのに苦労した。そうしたら次に彼氏がいないなら彼女はいるかと訊かれた。まいった」

　さすがに勉強中にそんな質問はされなかったが、休み時間になると間かん髪はつを容いれずに質問をしてきたらしい。クララにも同じ質問をしたとのこと。

「吉元は笑って内緒だと言っていた。ごまかしかたが上手だ」

「ところで同じことを俺が訊いたらどうする？」

「殴られないだけありがたいと思え」

　どう考えても本気の回答だったので、以後触れないようにした。

　さほど間を置かず、クララも部屋から出てきた。

「順調だったよ」

　雪人が質問する前に、クララが言う。

「メグはちゃんとワタシの言うことも聞いていた。集中力もいずれ良くなるよ」

　彼女は胸元をぱたぱたさせていた。

「シャワー使わせてねー」

「いいよ」

　反射的に返事をしてから、慌あわてて雪人は聞き直す。

「うちのシャワーか？」

「気持ち悪いまま帰りたくないよー」

　彼女は雪人の返事を待たずに浴室へ歩いた。

　彼は呆れたが、硬はそれ以上に憮ぶ然ぜんとしていた。

「まったく、他人の家でシャワーを使うとは、どういう教育を受けてきたんだ」

　浴室の方向をじっと見つめている。いい機会なので質問してみた。

「南紀島さん、やっぱりクララのことが気になるのか」

「気になるわけないだろう。私があいつのことなど……」

　そこまで口にしてから黙り、彼女は言い直した。

「……そうだ。気になる」

　ほんの少し息を吐いた。

「あいつと私が幼なじみなのは知ってるな」

「ああ」

「吉元は海外の生まれだが、すぐにこっちに引っ越したんだ。幼よう稚ち園えんの頃は仲が良かった。ただ、私の家とあいつの家は教育というか雰囲気が違う。うちはなにかにつけて厳しいが、向こうは奔ほん放ぽうだ。幼稚園でも男と積極的に遊んでいた」

「それくらい普通だよね」

　これはこのはだ。硬は小さくうなずいた。

「まあな。だがうちは違うんだ。異性との不適切な交際は強く禁じられていた。小学校に上がっても変わらない。吉元はますます奔放になった。ただ……前にも言ったが、あいつの身体は強くない」

　雪人はうなずく。

「だから私は注意したんだ。無理して男子と遊ぶのは駄目だ、倒れたらどうするって。そうしたら」

　硬の横顔には、若干の後悔が浮かんでいた。

「吉元は『男と遊べない女に言われたくない』と言い返した。身体が弱いのを認めたがらなかったのか、あいつから見れば私はそういう人間なのか……あとは売り言葉に買い言葉だ」

　以来、彼女との間には距離ができたという。

　心の底から避けているのではない。中学、高校と同じところに進学し、会話も多少はある。それでも最後のところで反発し合うのは、やはりわだかまりが残っているからだ。

　浴室からはシャワーを流す音が聞こえる。そろそろ上がってくるなと予想しつつ、雪人は訊いた。

「クララは、南紀島さんのことを気にしていたみたいだ。一緒に家庭教師したいと言ってた。多分、南紀島さんが、身体のことを気づかっていたのが分かっているんじゃないかな。クララも意地張ってるんだよ」

「本当か？」

　雪人は首肯する。硬はややうつむき加減になった。

「……だが、私としてはあいつと話はできない。はっきり言うが、怖い」

「やってみればいい」

「できたら苦労しないんだ」

　硬の立場になってみれば、とてつもないハードルであった。仲を修復するには、こじらせるよりずっと大きなエネルギーが必要となる。それは男女変わらない。

　いきなり、雪人のスマートフォンが鳴った。画面には稟果の名前が表示されている。

「はい？」

「サーヴァント？　あたしよ」

　稟果はどこか浮ついた声で喋っている。

「デートの日を決めたわ」

「は？　デート？」

「するって言ったでしょうが。日曜日よ。明後日あさつてね」

「いきなりだな！」

「場所はボールシティアトラクションね。迎えに行くから。それじゃ」

　一方的に電話が切れる。彼はしばらく、切断の文字を見つめていた。

「雪人君……聞こえちゃったんだけど」

　隣のこのはと硬は心底呆れた顔をしていた。

「デートするの!?」

「お前、なに考えているんだ！」

　雪人は慌てて手を振る。

「いや、これは」

　食ってかかるこのは。

「メグちゃんが大事とか言ってたよね!?」

「約束させられたんだ！」

「信じられない……」

　このはは首を振る。隣の硬は腕組みをしていた。

「立派だと思ったが、こんな男だったとは」

「誤解だ」

「私はお前を信じて自分のことを喋ったんだぞ。今デートの約束をするか？」

「俺もそう思うよ……」

　思わず肯定する雪人。

「稟果ちゃんと約束しちゃったんだよ」

「へー。どこ？」

　このはの質問に雪人は答える。

「ボールシティアトラクションに行くんだってさ」

「遊園地？　うわー、本気っぽい」

　雪人は首をすくめる。

　不意にひらめいた。

「あっ、これ使えるぞ」

　彼は頭に浮かんだ計画を、二人に話した。
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　二人分を一日ですませてしまったので、土曜日の家庭教師はスキップした。

　そして日曜日。雪ゆき人ひとのデートの日である。

　雪人は朝早くから起きて準備をしていた。手元にスマートフォンを常に置いておき、時折確認をする。稟りん果かからは、昨晩に時間帯の指定があり、「待ってて」とだけ連絡してきた。

　玄げん関かん横よこのインターフォンが鳴る。確認すると、スーツに身を包んだ生き真ま面じ目めそうな女性が立っていた。

『お迎えにあがりました』

　稟果の寄よ越こした人間なのは明らかだったので、急いで下りる。

　玄関前には黒塗りの乗用車が駐まっており、女性は雪人を見ると一礼して後部座席の扉を開けた。

　乗ると、奥に稟果が座っていた。

「隣、いいのか？」

「いいわよ。慣れちゃったから」

　車は滑るようにスタートする。座席はふかふかで、振動もなく快かい適てきだった。

「どこ行くんだ？」

「すぐよ」

　稟果はそう言ったものの、それなりの距離があった。

　やがて到着したのは、市街地の真ん中にある遊園地であった。大きな観覧車と、ボールシティアトラクションの看板が目に入った。

　ここは駅のすぐ近くにあり、野球場やショッピングモールなども併設されている。確かに遊ぶには手頃であった。

　彼はスマートフォンを操作し、いくつか連絡を取った。

「ぼーっとしてないで、入るわよ」

　稟果は受付をさっさと通り抜ける。

「おい、チケットは？」

「借り切った」

　雪人は仰ぎよう天てんした。

「本当か!?」

「知らない人がいるのやなの」

　稟果はなんでもないことのように言う。

「あんたのために、今日一日借り切ったわよ。感謝しなさい」

「いくらするんだ……」

「聞きたい？」

　とても楽しめなくなりそうだったので、彼は大きく首を横に振った。

　稟果は雪人を引っ張るようにして進んでいく。誰もいない中、音楽が流れ機械が全て動いている光景は、やけに不ふ思し議ぎだった。

「これに乗るわよ」

　ジェットコースターだ。あまり広くない敷地全てをうねるようにして疾しつ走そうするため、スリリングだと評判である。

　彼女は一番前の席に飛び乗った。

「サーヴァントは隣に座りなさい」

「いいのか？」

「さっきも言ったけど慣れたのよ。それとも」

　彼女はにやっとする。

「怖いの？」

「馬ば鹿か言うな」

「ふーん。なら試すわよ」

　稟果は自ら号令する。ジェットコースターはゆっくりと上昇していった。

　突然急速に降下し、ひねりながら進んでいく。

「ぎゃー!!」

「楽しいわね！」

　雪人の悲鳴をまるで気にせず、稟果は笑っていた。

　激しい上下動とループ。建物と建物の間を縫ぬうようにして突き進み、しかも加速する。風圧で声も出せなくなった。

　やがて、カタカタと軽い音を立て、ジェットコースターは元の位置に戻った。

　稟果は飛び降り、雪人はひいひい言いながら歩く。

「なによ、だらしないわね」

「ずっと前、父親が密輸組織から逃げ回るため飛行機に乗せられたんだ。相手も飛行機で追ってきたんで、宙返りや急降下ばかりして心臓が止まりそうになった」

「トラウマ？　ジェットコースターは飛んでるわけじゃないわよ」

「怖いものは仕方ないだろ。あとサメも嫌いだ」

「それはいいこと聞いたわ」

　稟果は３Ｄシアターに連れていく。そこでは十分足らずの「飛び出すサメ映画」をやっており、雪人はまた悲鳴を上げる羽目になった。

　その後も、フリーフォールやゴーカートを体験し、そのたびに雪人は悲鳴を上げた。

「ひと休みしたら、また行くわよ」

　二人は屋外に設置されている椅い子すに腰掛けた。

　稟果は自ら飲みものを買ってきた。

「はい、あんたの」

　グレープフルーツジュースを渡される。

「サーヴァントの俺が買ってくるのに」

「今日はあたしのおごりだから、いいのよ」

　稟果はにこにこしながらオレンジジュースをすする。

「こういうのっていいわね」

「まあな」

「なによ、楽しくないの」

「心臓の心配をしてる」

「医者も待機させてるわよ。いざとなったらドクターヘリも呼ぶわ」

　さすが金持ちの娘、スケールが違った。

　彼女はしばらくオレンジジュースを飲んでいたが、ふいに呟つぶやいた。

「……あたしって、誘拐騒ぎがあってから、こういうことしたことなかったの」

　にこっとする。

「今日がはじめて。だから、とても楽しい」

「そりゃよかった」

「そうだ、あたしの家の別べつ荘そうに来ない？　自由に使っていいわよ」

「それより、他に手伝って欲しいことがあるんだ」

「なんでも言いなさい」

　雪人は計画を話した。

　稟果は複雑な顔をする。

「あのね、デート中よ？」

「今がチャンスだと思うんだ」

　雪人は両手を合わせて拝む。

「俺に免めんじて」

「なにが免じてなんだか……。ま、分かったわよ」

　稟果はうなずくと、スマートフォンを使い、なにやら指示を出した。




　しばらくしてから、このはがやってきた。雪人がＳＮＳで指定した時間通りである。

　彼女も貸し切りの遊園地ははじめてらしく、興味深げに見回していた。

「本当に誰もいないんだね」

「稟果ちゃんが金にものをいわせたんだ」

　そして雪人は「用意は終わってるから」と伝えた。

　それから間を置かないうちに、今度はクララがやってきた。

「ハイ、雪人」

　彼女は大きく手を振る。鮮やかな髪の毛も一緒に揺れた。

「すごいねー、ここ貸し切りって言ってたよ」

「俺が借りたんじゃないけどな」

「稟果でしょ。あの娘こ、こういうこと得意だし。雪人は気に入られたみたいだねー」

　雪人はこほんと咳せき払ばらい。

「実は、試して欲しいアトラクションがあるんだ」

「いーよ。どんなとこ」

　雪人は「こっち」と言うと、先頭に立って案内した。

　ゴーカートの隣には真っ黒に塗られた建物がある。そこへ向かった。

　クララが、おどろおどろしい雰ふん囲い気きの看かん板ばんを見上げる。

「お化ばけ屋や敷しき？　ワタシ怖いの得意だよ」

「そっちじゃない」

　雪人は隣接した小さな小屋に入った。

　内部は黒い天幕が引かれ、中央には紫のビロードで覆われたテーブルが置かれていた。

　その上には水すい晶しよう玉だま。そして反対側には、黒いフードを目ま深ぶかにした女性が座っている。

　はじめてクララは戸と惑まどった。

「これ……占うらないだよね」

「うん」

　雪人はうなずく。

「占ってもらいたい」

「んー、嫌いじゃないけど、星座占いとかのがいいかな」

「とにかく座って」

　椅子を引いて着席させる。雪人は一歩後ろに下がった。

　テーブルの反対側の女性は、ぼそぼそした声で喋しやべる。

「ようこそ……」

「どうも」

　小さく頭を下げるクララ。

「なに占ってくれるんですか」

「あなたの友人のこと」

　低い声で女性は言う。

「古くからの、かけがえのない友人。あなたとのことをずっと気にしているのに、どうしても言い出せず、冷たいまま来てしまった友人。その人は、本当は謝りたいと思っていた……。ずっと、ずっと……」

　クララは息を呑のむ。

「それ……」

「私だ」

　女性がフードを取った。驚くクララ。

「コー!?」

　フードの下から現れたのは硬こうであった。

「驚かせてすまない。だがこうでもしないと、話せなかったんだ」

　硬は頭を下げた。

　謝るのが難しい硬のために、雪人がお膳ぜん立だてをしたのである。学校で面と向かって言えなくても、配信と同じ恰かつ好こうならできるだろうと考えたのだ。

　場所を遊園地内にしたのは特別感を出すためだ。硬に覚悟を決めさせ、クララを連れてきたのである。

「はじめに言わせてくれ。前からずっと、吉元に謝りたかったんだ……」

　いつまでも側にいるほど雪人もこのはも野や暮ぼではない。邪じや魔まにならないよう、彼らはそっと小屋の外に出た。
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　雪人たちは、ボールシティアトラクションに隣接したレストランにいた。

　カジュアルだがファミレスよりは高級感のある店だ。ここも貸し切りなので、店内に他の客はいない。

　中央のテーブルに雪人とこのは、稟果がいた。

「来ると思う？」

　訊きいたのは稟果。雪人はうなずく。

「来るさ」

「なんで」

「そんな気がするから」

　稟果は隣に目をやる。このはがうなずいた。

「雪人君が言うんだから、私も来ると思ってる」

「サーヴァントはずいぶん信頼されてるわね」

　稟果はそう言ってから、

「実はあたしも来ると思ってるの」

　レストランの自動ドアが開く。

　生真面目そうな黒髪の女子生徒と、快かい活かつな褐かつ色しよく肌はだの少女、硬とクララが入ってきた。

　二人は並んで歩き、なにごとか会話をしている。クララが積極的に話しかけており、硬はたどたどしく応じているが、嫌っているわけではないことはひと目で理解できた。

「こっち」

　このはが手を振る。

　二人はテーブルの空あいている椅子に座った。

「遅れてごめん。コーとね、ずっと話していた」

　クララは満面の笑みだった。

「コーとこんなことできるなんて、何年ぶりだろ」

「私だって覚えてない」

「でも今は仲良し。やったー」

　クララが硬の首に腕を回す。硬は口をへの字にして外した。

「仲良くは……なったかどうか……」

「えー、だってまた友達になりたいって言ってたじゃん」

「バラすな」

「だいたい吉元はずっと私のことを名前で呼ぶ。やめろと言ってるのに止めない」

　クララが笑う。

「コーはコーだよねえ」

「気安すぎる」

「どうせなんて言っても怒るじゃない」

「怒ってはいない。注意してるだけだ」

「ワタシは注意されたら直してる」

「直してはないだろう」

「コーもワタシのことを名前で呼べば」

「止めてくれ」

「呼んで」

「……クララ」

　クララはにこりとした。

「ありがと」

　硬が再びそっぽを向く。クララはまた笑い、雪人とこのはに言った。

「こういうことができるようになったよ。ありがと」

　二人はほっとし、つられて笑った。

　硬がクララにどのようなことを語ったのか、雪人は知らない。彼が分かるのは、クララの目元に涙の跡があることくらい。

　それが良い結果を生んだことは喜ばしかった。

「あんたたちの仲が解決するなんてねえ」

　稟果が感心していた。

「サーヴァントもやるじゃない」

「俺だけじゃなくて、このはさんも手伝ってくれたおかげだよ」

「私はなにもしてないよ」

「どうせなら、最後はみんなでごはん食べようって言ったのはこのはさんだろ」

　このはは頰ほおをほんのり染めるとうつむいた。

　稟果が手を上げて店員を呼ぶ。

「ごはんを食べるわよ。記念にあたしがおごる」

「ワタシがおごるよ」

「私が出そう」

　クララと硬が即座に言う。三人とも実家が資産家だから、使える限度はほとんどない。

　競い合うようにして払おうとしている。しかし店員は「お代はさきほどいただきました」と告つげた。

「さっき私が払っちゃった」

　と言ったのはこのはだった。

「みんなで食事しようって言ったのは私だから、ついでに」

　このレストランはアトラクションに隣接している施設で、内部ではない。なので稟果の貸し切り対象に入っていなかった。

「じゃあ今日はこのはのおごりだな」

　雪人は何の気なしに口にしたが、皆の視線が一斉に注がれた。

「サーヴァント、あんた呼び捨てにするの」

「へー、さっきまでさんづけだったのに」

「どういう仲なんだ」

　口々に言ってくる。雪人は狼ろう狽ばいしたが、このはは涼すずしい表情だった。

「別に、普通だよ」

「悪かった、さんづけにする」

「いいって言ってるのに」

　なおも雪人は言い訳しようとしたものの、食事が運ばれてきたのでそのままになった。

　にこやかな雰囲気で食事がはじまる。このあいだまでの雰囲気が噓のようだ。

「ねー、コー。前はこうやって、泥のごはんとか食べてたよね」

「それは幼よう稚ち園えんのままごとだろう」

「今日もやろうよ」

　クララはフォークにアスパラガスを刺すと、硬の口に持っていった。

「あーん」

「こら！」

　硬は払いのけるわけにもいかず、ただ拒絶するだけ。クララが動かさないので、しぶしぶ口を開けて食べた。

「おいしい？」

「うまい。泥じゃないからな」

「もっと食べる？」

「自分で食べる！」

　やりとりを見ながら、稟果が笑っていた。

「あんたたちの仲が良くなるなんてねえ」

「稟果も他人に近寄っても平気になったんだねえ」

　クララが言う。稟果は認めた。

「まあね。サーヴァントのお節せつ介かいのおかげよ」

「触っても平気なの？」

「それは……分かんないわよ」

「雪人、稟果に触ってみてよ」

　クララに指名され、雪人はあっさり「いいよ」と答えた。

　右手を伸ばす。稟果は彼の隣に座っていた。

「駄目」

　止めたのは稟果ではなく、反対側にいるこのはだった。服を摑つかんで引っ張る。

　稟果は最初驚いていたが、次に渋い顔になった。

「なんであんたが邪魔をするの」

「いいでしょ」

「あたしとサーヴァントの関係が憎い？」

「代わりに私が触る」

　このはは立つと、稟果のところにまで行って、存分にべたべた触りまくった。

　稟果はなすがままにされながら、複雑な面おも持もち。

「どうせならサーヴァントの方がよかったのに」
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「贅ぜい沢たく言わないで」

　雪人は間合いを見はからって、喋り出す。

「ところで話が」

「んー？」

　クララが反応する。

「コーとまた仲良くなれたから、なんでも聞くよ」

「訊くけど、六ろく麗れいのこじれた原因はなに？」

　雪人はもう幾いく度どとなく口にした言葉をここでも使った。

「二人なら知っているんじゃないか？」

　それまでにこにこしていたクララは、一転して困った顔つきになる。

「えー……」

「前に、南なん紀き島じまさんと一緒に家庭教師したら教えてくれるって言ってたじゃないか」

「そうだけど」

　彼女は困った顔で隣を見た。代わって硬が答える。

「すまない、クララを責めないでくれ。意地悪しているわけじゃない。そういう約束をしたんだ。軽々しく喋るのをよそうと」

　聞いていた稟果も認めた。

「それ、正しいわよ。私たちは約束したの。だから知っていても教えられないのよ。でも……」

　彼女は硬に言った。

「少しならいいんじゃない？」

「そうだな。桐きり村むらには世話になった。だから少しだけ教えようと思う」

　雪人とこのはは思わず身を乗り出した。

　硬は少しだけ声を小さくした。

「佐さ々ざ波なみさん」

「え？」

「佐々波さんが、我々に喋らないよう約束させたんだ」

　雪人は皮肉っぽい美人の女子生徒を思い浮かべた。

「あの人なら全部知ってるのか？」

「そうだ。学校では生徒会長で六麗の一だ。その人が言い出して約束したのだから、我々は破らない」

　六麗は神秘的なソサエティであり、選ばれたものとしての自覚を持っている。たとえバラバラになっていても、いったん交した約束は軽々しく破ったりしないのであった。

「だから私たちはなにも言えない。だが佐々波さん自身が喋るのなら、咎とがめたりもしない」

「うーん……」

　雪人はついうなった。

「そういや、まだあの人家庭教師してないんだよなあ……」

「難物を残したわねえ」

　稟果が同情した。

「きっと家庭教師はちゃんとやってくれるわよ。その気になってくれればだけど」

「やるって言ったはずだから、大丈夫……と思う」

　雪人は腕組みをした。

　彼はあの女性が得意ではないのだ。というか、華か凰おう学がく園えんで対等に渡り合えるものはいないだろう。こっちが真剣だろうと冗じよう談だんだろうと、紀き良りようは摑みどころがない。

　紀良に文句を言える人間がいるだろうか。それも華凰学園の生徒で。

　不意に閃ひらめいた。

「このは……」

「えっ、なに？」

「このはならできるんじゃないか？」

　彼女はしばらくぽかんとしていたが、なんのことか理解して仰天した。

「わわわわ私!?　私が佐々波さんとやり合うの!?」

「うん」

「私なんて一番向いてないじゃん！」

「佐々波さんに啖たん呵か切ってただろ」

「だってあれは……！」

　聞いていたクララが感心した。

「へー、このは、佐々波さんに喧けん嘩か売ったんだ」

「違うよ！」

「みんな佐々波さんと会うことだって嫌がるのに、凄いね」

　同意の印に、雪人は大きく首肯する。

「あれは凄かった。佐々波さんに正面から言い返して」

「やめて！」

「堂々と主張して、しまいには佐々波さんも感心した」

「やめてってばー！」

「いいんじゃない」

　稟果も賛成意見に追随した。

「茜あかねこのはも六麗なんだから、詳しく教えてもらう権利はあるわよ」

「私も約束させられるかも……」

「そのへんは説得によるわね」

　このははテーブルを見回し、皆の期待が集中しているのを実感していた。

　幾度か口を開きかけ、もう一度見回し、小さく息を吐く。

「分かった、やってみる」

「ありがとう」

　雪人は礼を言った。
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　週明けの月曜日。雪人は起きてからまず、メグにふらふらしないで早く帰ってくるよう釘を刺した。登校前にはざっと掃そう除じをする。

　放課後、メグはめかし込んでいた。服も寝ね間ま着きの親しん戚せきのようなトレーナーではなく、外出しそうなスカート姿だ。

「佐々波さんの日なんだよね。楽しみ」

　紀良は有名人だ。この純粋な妹は、いい噂しか耳にしてないらしい。心を躍おどらせていた。

　インターフォンが鳴る。紀良かと思ったが、オートロック用のモニターではこのはが手を振っていた。

　彼女は制服姿ではなく、簡かん素そな私服だった。手て土産みやげのお菓子まで持っている。

「ごはんご馳ち走そうになったから」

　雪人は遠慮なく受け取る。

「わあ、茜さんだ」

　メグは素直に喜んでいる。綺麗な女子が大好きなのである。

　このはは「こんばんは、メグちゃん」と挨あい拶さつすると、室内を見回した。

「佐々波さんは？」

「まだだけど、遅れるって連絡は来てない」

　このはは幾度か深呼吸をしていた。雪人が言う。

「緊張してる？」

「うん、私が説得するんだから。……ねえ雪人君、私が不安だからぎゅっとしてってお願いしたら、してくれる？」

「そこまでしなくても平気だろ」

「そういうこと言わないの」

　次の瞬間、玄関ドアのチャイムが鳴った。

　雪人が開けると、そこに紀良が立っていた。

「マンションの防犯を見直した方がいいな」

「……オートロックだぞ。どうやって入ったんだ」

「簡単だった」

　雪人が何度訊いても、紀良はやり方を教えてくれなかった。

　紀良を見るなり、メグはぼうっとしていた。固まったままなにも言わない。憧あこがれの人に会うなり、なにもできなくなるあれである。

　一年生のメグから見れば、三年生の紀良は雲の上の人に近い。まして美しさは並ぶものがない。いくら「性格があれ」と言われていても、極端な反応になってしまうのは致し方なかった。

　妹が玄関先で立ち尽くしているので、中へは雪人が案内した。

「あそこが妹の部屋。よろしく頼む。俺は中に入らないから、なにかあったら呼んでくれればいい。あと佐々波さんが妹に変なことしたら、妹は大声で叫ぶから」

「君の妹が私に乱暴したときはどうする」

「表ひよう彰しようする」

　紀良は「いい答えだ」と言って、メグと二人で部屋に引っ込んだ。

　なんとなく気になり、雪人は妹の部屋が見える位置に陣じん取どっていた。手元ではスマートフォンをいじりつつも、ちらちらと扉に目をやっている。

　このはは問題ないが、もう一人はあの紀良である。家庭教師に問題はないだろうが、噴ふん水すいの前であそこまで言われてしまっては、気にならない方がどうかしていた。

　メグが幾度かトイレと往復する。休きゆう憩けいのタイミングを見はからって話しかけた。

「メグ、佐々波さんの様子はどうだ？」

「優しいよ」

「なにか要求されなかったか？　金とか」

「そんなことないよ」

　妹は「分かりやすくて勉強が楽しい」と口にしている。雪人はとりあえずほっとした。

　そして家庭教師の時間が終わる。メグは満足げに、紀良は来たときと変わらなかった。

　雪人はご苦労様の印にお茶とお菓子を用意しながら、紀良に訊いた。

「メグの勉強はどうだった」

　紀良はさらりと答えた。

「成績は悪いが、上達の可能性はあるな。悲ひ観かんすることはない」

　雪人は安あん堵どする。

「良かった」

「私のおかげだな」

　平然と紀良は口にしていた。

　メグはおいしそうにクッキーを頰ほお張ばっていた。

「佐々波さんってなんでも分かりやすく教えてくれるよ」

「そうか……」

　意外である。考えてみたら意外ではないのだが、日頃の言動からして、とんでもなくひねくれた学習法ではないかと勘かんぐっていたのだ。

「正攻法に勝る学習はないよ」

　紀良はそんなことを言った。

　メグは自室に引っ込む。ゲームか動画を見るのだろう。部屋からかすかに電子音が漏れる。

　このはが姿勢を改めた。

「佐々波さん、訊きたいことがあるんです」

「狭い空間に閉じこめてから問い詰めるのか。尋じん問もんの手法だな」

「覚えていないかもしれませんが、私を六麗に推すい薦せんしてくれたのは佐々波さんです」

　聞いていた雪人がぎょっとした。このはの六麗加入に紀良が関係していたなどと、思いもしなかったのである。

　このはに訊きたいことが出てきたが、自分が喋る場面ではないので我慢した。

　紀良はうなずいていた。

「覚えてるよ」

「佐々波さんは、私がお礼を言ったら、六麗にふさわしいから推薦したし、間違いなく認められると言いました。だから私、六麗の一人としてうかがいます。六麗の分裂に、佐々波さんはどういう関係があるんですか」

「そんなに知りたいのか？」

「はい。私、六麗がこうなったのは佐々波さんのせいだって聞きました」

「正しいな」

「だったら、元に戻るよう努力したらいいじゃないですか。私たちが卒業したら六麗がなくなっていたなんて、これから入学してくる子たちが可か哀わい相そうです」

「ものはいつか壊れるものだ」

「六麗がそれじゃ駄目です。華凰学園に入ってくる子たちは六麗に憧れてますし、私もそうでした。仲なか違たがいしたままなのはとっても悲しいんです。だからなんとかしたいって思ってます。でも六麗全員が、六麗の一の佐々波さんがちゃんとしてくれないと、どうにもならないんです」

　紀良はいつもの皮肉っぽい笑みを消している。じっとこのはの顔を見つめると、ついと視線をはずした。

　すぐに戻した。

「どうも君の話を聞いていると、思い出すな」

「……なんのことですか」

「耳を傾かたむけてしまうんだ。そういう人間がいた」

　紀良は番ばん茶ちやで喉のどを湿しめらせた。

「……私は今、とても悩んでいる」

　意外なことを口にした。

「六麗がこうなった出来事を喋っていいものかどうか。そんなことをしたら、茜を傷つけてしまうんじゃないかと恐れているんだ」

　おやと思う雪人。このは個人のことを口にしていた。

「私は傷つきません」

「彼女も、最初はそう言ってたよ」

「誰のことです？」

「別荘でのことは、私たちにはどうしても……」

　いきなり口をつぐむ。

　大変珍めずらしいことに、紀良は「しまった」という顔をしている。言いたくなかったことなのだ。

　このはの姿勢が前のめりになる。

「なんですか？」

「これ以上は駄目だ」

「佐々波さん！」

「忘れてくれると助かる」

「無理です」

「そうだな、まあ、無理だろうな」

　紀良の表情にかすかな笑みが戻った。自じ虐ぎやくの色が濃く、さきほどの言葉を後悔しているように見えた。

「私たちにとっては大事でも、どうせたいしたことではないんだ。とはいえ、約束を破りたくはない」

「…………」

「好きにするといい。教えることはしないが、止めはしないよ。君たちが私たちにどんな感情を抱こうと、逆さか恨うらみもしない」

　彼女は湯飲みを持ったままということに気づき、そっとテーブルに置く。

「ごちそうさま」

　紀良は「見送りは結構」と告げ、一人で出ていった。

　雪人とこのはは顔を見合わせる。どっと疲れが出た。二人して、テーブルの下に足を投げ出す。

「さすがこのはさんだ」

「やめてよ……佐々波さん、別荘って言ってたよね」

　雪人は紀良の言葉をひとつひとつ思い出す。

「なにかあったんだろうな」

「どこだろ」

「うーん……六麗の人たちって、たくさん別荘持っていそうだからなあ」

「うち、実はないの……」

　恐きよう縮しゆくするこのは。

「お父さんが離婚するときに、お母さんにあげちゃったって」

　話の流れが重くなりそうだったので、急いで先に進める。

「別荘のこと、言ってた人がいたろ」

　二人の頭に背の低い少女のことが思い浮かぶ。

「もしかして稟果ちゃんのこと……？」

「こうなったら訊いてみようか」

　このはは戸惑った。

「別荘でなにがあったのって？　素直に教えてくれるかなあ」

「やってみたいこともあるんだ」

「六麗の助けになるの？」

「多分、いや、きっと」

　彼は多少の力を込めて、そう言った。
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　数週間が過ぎた。メグの勉強はなかばルーチンワークのようになっていたが、六ろく麗れいの皆が丁てい寧ねいに教えているので退屈はしていなかった。

　硬こうとクララは一緒になって教えてくれることが多い。二人別々のことがほとんどなかった。稟りん果かはまだ「ここも一年二組」で教えているが、三メートル離れたりはせず、机を並べた状態である。琴こと絵えはパソコンを介かいしてではなく、直じかにマンションまで来るようになった。

　紀き良りようもいつも通りだ。ただ時々「司法解剖について」のような関係ないことを教えるので、止めさせるのに苦労した。

　六麗の距離は縮まりつつある。今のところ完全に仲が修復されたのは硬とクララ。稟果も彼女たちと話すことが増えた。だが全員ではない。

　一方、メグの成績はじわじわと上昇していた。小テストでいつも以上の点を取ったときの顔は、世界を征服した支配者のようであった。

「やったー！　今に総理大臣になれる！」

　前よりも良かったことは確かなので、雪ゆき人ひとも微笑ほほえましい気分であった。勉強は順調に進んでいる。これなら卒業までには平均的な成績に収まるであろう。

　このはも素直に喜んでいた。だがまだ不安を覚えている。

「前期末のテスト、大丈夫かなあ」

　反論のしようがない。現在は学力という坂道を、のろのろと登っているだけなのだ。

「そのあたりは考えてある」

　雪人は言った。

「集中した勉強合宿をやろうと思うんだ」

「あー、環境を変えれば、もっとやる気が出そうだもんね」

「それに六麗の助けにもなるはずなんだ」

　そういう理由により、休日を利用して合宿をおこなうことになった。

　場所は関東の某県。移動にあまり時間を使えないので、国内である。暑くも寒くもない季節なので、北や南に移動する必要はなかった。

　別べつ荘そうを貸してくれるよう頼んだ相手は、稟果だった。

「サーヴァントが別荘？　ようやくあたしのとこに来る気になったのね」

　彼女は一度喜んでから、

「でも、ドバイのはうちの家族が使ってるわよ」

「近場がいいんだ。広いとこ」

　雪人はその他にも色々条件をつける。稟果は最初渋しぶっていたものの、やがて承知した。

　合宿自体はもう少し先、期末試験のある月の頭である。それまでは通常のマンツーマン学習が続く。

　勉強合宿をやる、と伝えたとき、もっとも喜んだのはメグであった。

「わーい！　行く行くー！」

　文字通り飛び上がり、歓喜のままくるくる回った。

「楽しみ楽しみー！」

「遊びに行くんじゃないんだぞ」

「それでも楽しみー！」

　メグは、まだ日にちがあるというのにさっそく準備をはじめていた。

　連休を利用した二泊三日だ。各教科、あらかじめどこにするか範囲を決めておき、集中しておこなう。ここで基礎的なことは全てやってしまおうという計画である。

　雪人にとってはそれだけが目的ではないが、今はまだ胸の内にしまっていた。

　当日、雪人とメグは駅でこのはと待ち合わせした。

　このはは時間通りに来た。彼女は薄いブルーのスカート姿で、青空に良く映はえている。雪人は思わず目を細めた。

「ごめんね、遅れちゃった？」

「いや、時間通り」

「うちで車出しても良かったのに」

「妹が電車がいいって言うから」

　彼は「俺も電車が良かった」と付け加えた。

　電車を乗り継いで二時間弱。柊ひいらぎ家けの所有する別荘にたどり着いた。

「遅い」

　別荘の玄げん関かんでは、稟果が腕組みをして待っていた。

「サーヴァントの分際であたしより遅れるってのはどういうこと？」

「むしろ稟果ちゃんのが早くないか」

　雪人は腕時計で時間を確認する。自分たちは予定より三十分早かった。

「ちょっと楽しみだったのよ。それより、うちが車を出すって言ったんだから、素直に乗ったらどう？」

「このはのも断っちゃったし」

「ふーん。茜あかねこのはも空振りだったのね。じゃあいいわ」

「駅に車を寄よ越こしてくれたろ。あっちは助かったよ。ありがとう」

「サーヴァントを疲れさせないのも務つとめなの」

　稟果が玄関の鍵を開けた。

　柊家所有の別荘は年季が入っているもののくたびれたところが一切なく、手入れが行き届いていた。門柱には住所と所有者名が刻まれているものの、門そのものはない。門柱を越えればすぐに敷地内だが、一見しただけではどこが私有地でどこが公道か分かりづらくはあった。

　そして敷地内に足を踏み入れてからがやたら遠かった。海外の映画に出てくる「広大な庭を持つお屋敷」みたいな作りである。

　入ってすぐのところで靴くつを脱ぐ。リビングと一体になっていた。

　内部は明るく、天井が高い。自然光を十分取り入れる作りなので、窓ガラスが多い。美しさと、自宅以外のところに来た嬉しさで、メグははしゃぎ回っていた。

「すごーい、広ーい！　大きーい！」

「すげー広いな……」

　呆あきれたように見上げる雪人。稟果が「三メートル距離を取れるように設計してもらうとこうなるの」と説明した。

　広さにふさわしく、部屋数は多い。一人一部屋という贅ぜい沢たくなことができた。

　雪人とメグの部屋は一階。もちろん別。室内はベッドが一つ、簡かん素そな椅い子す、そして鏡。鏡は縦に長い姿見で、女性が身み支じ度たくをすることができた。壁際に細長く背の低い荷物用のテーブルがあったので、彼はそこにバッグを置いた。

　リビングに戻る。このはがすでにいた。

　彼女は若じやつ干かんそわそわしているようであった。

「来ると思う？」

「来るだろ。ここでやるって伝えても嫌がらなかったんだから」

　やがて稟果が二階から降りてきた。

「コーヒーがあるから、飲んでいいわよ」

　彼女が自ら渡してくれる。ゲームセンターの一件以来、雪人たちが近寄ることに抵抗がなくなっていた。

　やがて玄関ドアが開く。入ってきたのは琴絵であった。

　彼女はあたかも頭上に『ぎょっ』という文字を浮かべているかのようであり、スケッチブックには『えっ』と書いていた。

『茜さんと、稟果さんまで？』

「一気にやる方が効率いいかと思って」

　雪人が答える。琴絵はスケッチブックにサインペンを走らせた。

『てっきり少人数でやるのかと』

「断られたくなかったから」

『否定はしづらいです』

　彼女は稟果に『ご無ぶ沙さ汰たしております』と挨あい拶さつした。これは定型文なので、あらかじめ書いてあるところを見せている。

「どうも、琴絵さん」

『もしかしたら稟果さんの別荘なのですか。てっきり茜さんのだと』

「うちの」

『前に来たところに似てます』

「作りが同じだからね」

『ところで、桐きり村むらさんたちの近くにいても平気なのですか？』

「まあね」

　琴絵が興味深そうにしていたので、稟果が軽く事情を説明する。

「ゲーセンで色々あった。サーヴァントはいいやつだったわ」

『おやまあ』

　琴絵はそう書いてから。

『わたくしもそう思います。一緒に映画を観ました』

「そうなの？　あたし聞いてない」

『うふふ』

　彼女は文字だけで含み笑いをした。

　さらに待つ。今度は硬とクララがやってきた。

　二人は稟果と琴絵を見て驚き、雪人を見てほっとしていた。

「なんだ、六麗が五人もいるのか」

　硬は眉まゆを顰ひそめている。

「聞いてなかったぞ」

「教えなかった。来るかどうか分からないから」

「なんて小こ細ざい工くを……。皆で家庭教師するのか？」

「そういうこと」

　硬は仕方がないという顔をする。クララは室内を見回していた。

「ここ、前来たところに似てるねー」

　琴絵と同じことを口にする。

「あの梁はりのところとかそっくり」

　硬も同じように見上げた。

「そういえばそうだな。くすみ方まで似ている」

「同じ設計なのよ」

　稟果が言った。

「うちには同じ設計士が作った別荘があんの。これがそう。前にみんなで集まったときのと同じ人」

「ここまでそっくりにしなくてもいいだろう」

「図面新しく起こすのが面倒だったんでしょ」

　最後に到着したのは紀良だった。

　彼女はジーンズにラフなシャツと、涼すずしげな恰かつ好こうだ。女子高校生というよりは俳優のようでもある。扉を開けるなり、一同を見渡して言った。

「思った通りだ」

　雪人は少し驚く。

「予想していたのか？　俺はみんな来るなんて言わなかったぞ」

「こういうことには勘かんが働く」

　紀良は「あと明日の天気とかも」などと言っていた。

「それにしても久しぶりだ。もうこんなことはないと思っていた」

「六麗なんだから一緒にいるのが普通だろ」

「どうだろうな。私たちはしょせん他た人にんだしな」

　よく見ると、一つ屋根の下にいるものの、それぞれ微妙に距離が離れている。硬とクララ、雪人たちと稟果は近いが、あとはバラバラだった。心の距離を表しているようにも見えた。

　とりあえず全員揃そろい、それぞれ部屋に荷物を置きに行く。雪人たちは下で待った。

　六麗は全員が二階の部屋だ。部屋はどれも同じような広さで、唯ゆい一いつ稟果のところにはベッドが二つあった。夫婦が泊まる寝室らしい。

「さて」

　再び全員が揃ったところで、雪人は告つげた。

「これはあくまで勉強合宿だ。よってメグはなるべく外に出ない」

　まるで監禁だが、メグはにこにこしている。露ろ骨こつに嫌な顔をしないあたり、合宿に向いた性格だった。

「そのためには、勉強専用の部屋が必要になるんだが……」

　稟果が「二階が一部屋余っているから、そこ勉強部屋にすれば」と提案した。

「確か物置に大きめのテーブルがあるから、それ運ぶといいわよ。ベッドと入れ替えちゃって」

　このはが手を上げる。

「ごはんどうしましょう」

『シェフはいないのですか』

　ほぼ同時に琴絵がスケッチブックを見せた。雪人は「いない」と言う。

「稟果ちゃんが手配すると言ったけど、俺にそんな金はない。それに俺たち以外の人はいない方がいい」

『デリバリーになさいます？　馴な染じみの店ならどこだろうと配達を』

「いや、俺が作る。勉強に関しちゃ俺は部外者だから、そっちで手伝うよ」

　さらに勉強の時間割を皆に提示する。これはあらかじめ作ってあった。今日、明日で全て網もう羅らするようになっている。あさっては帰宅するので勉強はない。

「小こ刻きざみだけど、夜中も勉強に充てられるから、かなりやれるはずだ。朝の散歩くらいはありだけど、基本別荘内で完結させる」

　異議は出なかった。

　実は雪人には、言っていないことが一つだけあった。明日の夜は、外でバーベキューにするつもりなのだ。一緒に食事をすることで距離を縮め、仲を修復しようという計画である。

（みんな一緒の食事なら、どうしたって仲良くなるだろ。それにメグがいれば、露骨に喧けん嘩かなんてできない）

　六麗はメグのことをそれなりに気に入っている。悲しませることはしたくないはずだ。

　このはがちらりと彼のことを見上げる。このことはこのはにだけ伝えてあった。

　まず全員で勉強部屋を整える。物置から大きなテーブルを引っ張り出し、ベッドを外に出した。

「さっそくやるぞ」

　硬が言った。彼女が最初の一コマを担当する。

　彼女はメグを連れて階段を上ろうとする。ふと、振り返った。

「桐村はどうするんだ」

「買い物に行こうかと。来る途中にスーパーあった」

　彼はスマートフォンのメモアプリを起動しながら答える。

「夕飯の支度もあるし、まあ色々と。とりあえず俺とこのはで行く」

「じゃあ飲み物をペットボトルで頼む。私は炭酸は飲まない」

「ワタシは飲むー」

　クララが反応する。

「雪人、買ってきて」

「いいよ。量が多くなりそうだから一緒に行ってくれないか」

「うん」

「桐村、できれば緑茶よりは烏龍茶を。緑茶は自分で入れればいいから……」

「コー」

　クララが口を挟んだ。

「雪人を名前で呼んであげて」

　階段の上で、硬が戸と惑まどう。

「……なに？」

「ワタシたち世話になったんだから、他人っぽくしないで名前で呼んであげて」

「しかし……桐村は他人で男子……」

「ワタシは呼んでるけど？」

　クララの視線に硬は狼ろう狽ばいし、口をぱくぱくさせる。

「……あー」

「早く」

「……雪人」

「いいよいいよー」

　クララは満面の笑みを作った。

「よしよし、これで同格ね」

　褐かつ色しよくの少女は意味深なことを言うと、「さっそく行こー」と叫び、真っ先に靴を履はいた。

　このあたりにもコンビニはあるが、スーパーの方が距離が近い。しかも歩いて行ける距離だ。そもそも稟果が車を帰してしまったので、あんよ以外に交通手段がない。

　しばらく歩くと、緑色のロゴが見えてくる。別荘地に珍めずらしく通年営業をしているスーパーで、食材や日用品の数は多い。

　別荘には合計八人いるので買いまくった。

「ものすごい量になるな」

　肉と野菜をカゴに放り込みながら雪人が嘆なげく。

「運べる分だけにするか」

　それでも多い。このはが代金を払い、雪人とクララがレジ袋に片かたっ端ぱしから詰めていく。

　クララがペットボトルの詰まった袋を、苦労しながら持ち上げようとしていた。

「それは俺が」

　雪人は手を伸ばす。一瞬、クララは表情を輝かせつつも、首を振った。

「いいよ」

「そうか」

　手を引っ込める雪人。

「えー、こういうの男の子が持ってくれるものでしょー!?」

「だっていいんだろ」

「空気読んでよー！」

「俺だって重いの嫌だ」

　精算を終えたこのはがやってくる。呆れ顔で二人を見ていた。

「なにしてるんですか……」

　雪人とクララは同時に説明しようとしたが、その前にこのはは言う。

「私が持ちます」

　彼女が本当に持ちそうだったので二人は慌あわて、結局ペットボトルを分けて運ぶことになった。雪人が半分持ち、クララとこのはは袋の持ち手を左右に一つずつ摑つかむ。

　荷物が多いため、帰り道は遠く感じた。

　このはは先頭を歩く雪人から、あえて距離を取るようにした。

「クララさん」

「んー？」

「さっき南なん紀き島じまさんに言ってた、同格ってなに？」

「あはは、なんでもないよー」

「そんなことないよね」

　このはの声はほんのわずかだが固い。クララはにこりとした。

「このは、分かってるでしょー？」

「南紀島さん、雪人君のこと気に入ってるの？」

「コーって、男の子にあまり慣れてないんだよね。でもほら、雪人のおかげでワタシと仲直りできたでしょ。だからこないだもずっと雪人の話ばかりしてて……」

　にこりとするクララ。

「焦あせってる？」

　このははそっぽを向こうとしたが、止めて正面から見み据すえた。

「そういうわけじゃない」

「雪人とこのはってどういう関係だっけ」

「幼なじみ」

「ずっと一緒の学校だったのー？」

「幼よう稚ち園えんだけだけど」

「じゃあこのはも同格だねえ」

「……雪人君のこと見てるの、私だけだと思ってた」

「もうそうじゃないよね」

「クララさんはどうなの？」

「ワタシは男の子好きだよ」

「そうじゃなくて」

　彼女は返事をしなかった。

　話しているうちに別荘に着いた。同時に上から硬が降りてくる。雪人は軽く手を振る。

「勉強、どうだった」

「前に教えたことをちゃんと覚えていた。成果は出ている。それより」

　硬は呆れたように付け加える。

「前からだが、話が脱線しがちなのはどういうことだ。私に好きな人はいるかって訊いてきたぞ」

「そりゃ悪かった」

「前と態度が違うから、好きな人ができたはずだとか言われた」

「なんて答えたんだ」

「答えなかった……ん、茜、どうしたんだ？」

「う、ううん。なんでもない」

　このはは勢いよく首を振っていた。

　買い物は一度ですませることができず、雪人は何往復かした。その間にもメグの勉強は、クララ、稟果の順に終わっていく。

　マンツーマンの勉強が終わったら、教えた側はリビングに集まることになっていた。雪人が「どんな感じか報告して欲しい」と頼んだのだ。

「メグ、頭悪くないよねー」

　とクララは言った。

「集中力もあるし。環境を変えたのが良かったんじゃないかな」

　硬が視線を向ける。

「お前も訊きかれたか？」

　クララはきょとんとしたが、やがて理解して笑う。

「やー、それがなにもなかった。ワタシも好きな人のこと訊かれると思ったのになー」

「そうか。なら私よりは楽だったな」

「コーって答えようって思ったの」

　硬は一瞬だけ嬉しそうにしたが、すぐに顔を引き締めた。

「やめろ」

「だってそうだもん」

「そっちの意味じゃないことくらい分かるだろう」

　一方雪人は手元のスケジュール表と参考書の山を見比べていた。進み具合は女の子ごとに差があるから、なるべくバラつかないよう調整しなければならない。

　硬はそんな彼をじっと見つめた。

「雪人、今の話聞いていたか？」

「んー、なんのことだ？」

「いや、いい」

「南紀島さんはもう明日までないから、動画作っててもいいぞ」

「余計なことを言うんじゃない……！」

　彼女は小声で罵ると、湯飲みを勢いよく傾かたむけた。

　休きゆう憩けいのためメグも降りてきてクッキーを頰ほお張ばる。頭が疲労するので、甘いものは多く用意してあった。

　次の勉強は琴絵の番である。スケッチブックとサインペンは、いつもより多く用意していた。

『行ってきます』

　二人が上がったのを見はからい、雪人は腕まくりをした。

「そろそろ食事の支度をするか」

「手伝おう」

　意外なことに、紀良が名乗りを上げた。

「八人分なのだから、サポートがいた方がいい」

「佐さ々ざ波なみさん、料理できるのか？」

「君の失礼なところが大好きだ」

「食中毒が出たら洒落しやれにならねえぞ」

「そんなの自己責任だろう」

　彼女は「食べれば全てが分かる」と不気味なことを言う。急いでこのはが手を上げた。

「私も手伝います！」

　こうして三人で料理をすることになった。

　別荘の厨ちゆう房ぼうは広い。しかもレストランにありそうなシステムだ。恐らくパーティーにも対応しているのだろう。三人が動き回っても狭さを感じなかった。調理器具も一通り揃っている。

　紀良は手早く野菜の皮を剝むいていた。手つきに澱みはなく、皮は薄く無駄がない。料理の才能もあるらしい。

「さすが六麗の一」

　感心する雪人。紀良は皮を生ゴミ専用の袋に捨てた。

「そうでもない。私よりもっと器用な人が六麗にいたぞ」

「分かった。卒業生だろ」

「そんな感じだ」

　一方のこのはは味つけに悪あく戦せん苦く闘とうしていた。サラダのためのドレッシングを作ろうとしているのだが、塩や砂糖、みりんなどを前におろおろしている。計量スプーンだけを手に持っていた。

　雪人は手本を見せた。

「ほら、こうやって、少しずつ入れていけばいいんだ。味見を忘れないように」

「ご、ごめんね……」

「このは、料理得意そうに見えるけど」

「できないわけじゃないんだけど……みんなの好みの味とか知らないから、不満が出ないようにするにはどうしようって考えると、ちょっと……」

　人見知りの影響がこんなところに出ていた。

「適当でいいんだ。極端に塩辛かったり薄かったりしなければ、まあこんなもんかって納得するから」

「そうなんだ……」

「人見知り、直ったと思ったけど」

「え……」

　このはがどきりとする。

「今日もみんなと一緒で、普通にしてたじゃないか」

「ああ、うん。そうだね、あまり抵抗なくなったと思う」

　ふうと息を吐くこのは。

「多分、雪人君と一緒に、色々やってたからじゃないかな……。すごく助かった」

「俺もこのはに助けられたよ」

　頰をほんのりと染めて見上げるこのは。

「え……」

「佐々波さんの説得なんか、俺一人じゃ無理だった」

「そ、そんなことないよ」

「度胸あるよな。尊敬する」

　そう言ってから雪人は気恥ずかしくなった。このはも似たような気分らしく、照れくさそうに手元ばかり見ている。

「いちゃいちゃするのもいいが、野菜の下処理が終わった」

　紀良が声をかける。雪人は急いで答えた。

「いちゃいちゃじゃない。あとありがとう」

「どういたしまして」

　彼女はボウル一杯にカットした野菜を持ってやってきた。

「私の話をしていたか？」

「そういうわけでも」

　慌ててこのはが反論する。

「いえ、したかもしれませんけど、佐々波さんの前じゃ内緒になんてできません」

「私のことがよく分かってる」

「佐々波さんは内緒事たくさんもってそうですよね」

「もちろんあるとも」

「なにか教えてください。ご両親はどうしてるんですか」

「父母はずっと海外だよ。顔なんかほとんど見たことがない」

　このあたりは雪人と同じだが、なんだかんだと父親との会話が多い彼とは違い、音信不通に近い状態らしい。ちなみに両親の写真も「一枚も持っていない」とのこと。

「すみません、変なこと訊いて」

　このはが頭を下げた。

「いいさ。一人の方が気楽だ」

　彼女は別の支度に取りかかった。

　その間にもメグの勉強は順調に進む。琴絵が終わったところで、夕食となった。

　この別荘はリビング以外に食事室が用意されている。テーブル席で、多人数に対応できるようになっていた。

　夕食は鍋料理である。

「……なんで鍋？」

　稟果の疑問に雪人は答える。

「せっかく遠いところまで来て料理に失敗したら洒落にならん。失敗する可能性が低いメニューにした」

「まあそれなら……」

　テーブルはかなり大きく、それぞれの前に小さな鉄鍋が置かれていた。一人前で、固形燃料で温めるというもの。それ以外にはごはん。漬つけ物もの。卵焼きなど。和風メニューに文句は出ないが、それぞれ思うところはあるようであった。

　硬がしみじみと言う。

「居酒屋みたいだな」

　稟果がすぐに言う。

「あたし、居酒屋行ったことない」

「私だってそうだ」

「じゃあなんで知ってるの？」

「前に居酒屋トークと称してそれっぽい配信を……いや、気にしないでくれ」

　彼女は自分はなにも喋しやべらなかった風を装よそおい、食事を続けていた。




　女子が多いとはいえ、皆食べ盛りだ。料理はすぐになくなった。

「片付けは私がやります」

　このはが自ら買ってでた。

「今日の勉強はありませんから」

「なら私も手伝おう」

　珍しく硬も志願したので、二人でおこなうことになった。他は休むか次の勉強の準備。

　二人がかりで使った食器をキッチンに運ぶ。食べ方は綺麗で残したものもないため洗うだけだ。八人分あるのが多少面倒だった。

　大きなキッチンシンクにぬるま湯を流し、スポンジに洗剤をつけて手早く泡を立てる。

　硬が感心していた。

「手際がいいな」

「作るのは苦手なんですけど」

　このはは照れながら答えた。

　硬は泡がついた食器を受け取ると、泡を落とし、キッチンペーパーで拭ふいていく。最後まで乾かすため、水切り台に立てかけた。

「……なあ」

　このははスポンジを動かしながら返事をする。

「なんでしょう」

「あー……ガールズトークしないか」

「えっ!?」

　驚いて横を向く。硬が渋い顔をしていた。

「私をなんだと思っているんだ」

「だって南紀島さんがガールズトークなんて……無線の周波数とか……？」

「部活の話じゃない。あれだ、恋バナ」

「恋バナなんて、ガールズトークみたい……」

「そうだと言ってるだろう」

　硬は改めて訊く。

「幼なじみなんだろう」

「誰のこと」

「今さらとぼけるのか？」

　このはは首をすくめた。

「雪人君のことなら、そうだけど」

「あいつはどういう人間だ」

「ええっと、普通」

「普通ってことはないだろう」

　硬は呆れた。

「粘り強くて物もの怖おじしなくて、度胸があるじゃないか」

　このはは硬を見つめる。

「普通は男の子のこと、かっこいいとか背が高いとか言うと思うけど？」

「あの男は背が高くてかっこいいか？」

「……違うかな……」

「私は外見なんか問題にしてない。見かけを問題にするなら、華か凰おうにいい男はいないぞ」

「それはそれでひどい」

「あいつの内面だ。きちんとしてるし、卑ひ屈くつさもない。かといって傲ごう慢まんでもない。立派だ」

　硬の顔はうっすらと紅こう潮ちようしている。

「ま、私を脅きよう迫はくしたことはどうかと思うが……でも感謝している」

　彼女はふっと息を吐く。今度は躊躇ためらいがちに訊いた。

「それでだ、雪人は……私のような女はどう思う？」

「…………」

　このはは言葉に詰まった。

「雪人君に訊けば」

「こんな恥ずかしいこと訊けるわけないだろう。茜は一番雪人と仲が良い。知らないか」

　このはは幾いく度どか口を開けては閉じた。

　やがて軽く頭を振ると答える。

「教えたくない」

「どうして」

「だってライバルだから」

「ライバ……」

　硬は一瞬きょとんとすると、やがて明るい顔になった。

「そうか、茜は私をライバルと認めてくれたか」

　嬉しそうにしている。皿を拭いてなければ、その場でくるくる回りそうだった。

　このはは「言っちゃった……」という表情だった。

「本当は認めたくないんだよ。私が不利になるから」

「いいや、茜の方がよほど先に行ってる。私は第一印象が悪すぎる。だけど、同格と思ってくれたら嬉しい」

「……ひょっとして、わざとこんな質問した？」

「茜にも脅迫されたからな」

　硬は食器を全て拭き終えると、「じゃあ明日」と言い残して二階に上がっていった。





　　　　○






　次の日も朝から勉強。正確には朝食後からスタートとなった。

　メグは相変わらず機嫌がいい。泊まりで六麗の人に教えてもらえるというのが嬉しいのだ。雪人としてはもっと早くから頼めばよかったと思わないでもない。

　午前中の勉強をしている間、彼の役割は休憩用の茶菓子を用意するのと、昼食と夕食の準備である。別荘に到着してから包ほう丁ちようばかり握っていた。

　暇を見て休憩する。建物の裏側にバルコニーがあって、木製の椅子が置かれている。そこから広がる森と起き伏ふくのある地形がよく見えた。

　ぼんやりしていたら、目の前でスケッチブックが躍った。

『桐村さん』

　琴絵だった。彼女は朝食後すぐの担当だったので、当分暇である。

『隣いいですか』

「いいよ」

　琴絵はベンチに腰掛ける。

『ひょっとして、バーベキューの準備をしていたのですか？』

「よく分かったな」

『あそこに』

　少し離れたところに、かまどと金網があり、周囲に椅子が並べられている。つい先ほどまで、雪人が準備していたのだ。

　雪人は苦笑した。

「そりゃバレるよな」

『もう夕食の準備ですか』

「火をおこすの好きなんだよ。親父に連れられてコロンビアの森をうろうろしていたときに、なんか火おこしにはまっちまって」

『森を燃やしたりしませんよね』

「思い止まった」

　琴絵はスケッチブックに笑っている絵文字を描いた。

「……バーベキューだと、みんなの距離感が縮まるだろ」

　雪人は独り言のように言う。

「仲が良くなるには一緒に肉を食べるのがいい」

『お肉に一生懸命で喋らなくなるかもしれません。女子はお肉が大好きです』

「佐々波さんなんか、サラダだけのイメージあるけどなあ」

『あの人はきっと、虫じゃあるまいしって言いながらお肉を食べます』

　今度は二人で笑った。

　別荘は川の側にあり、夜になるとせせらぎも聞こえる。川自体は別荘よりずっと低く、足場が悪いので降りないようにと稟果から釘を刺されていた。

　空を仰ぎ見ると、雲はあるが晴れている。

『夜から雨になるかもしれません。佐々波さんが予想してました』

「あの人はよく分からない特技があるな」

　琴絵を見る。

「なにか用？」

『用というわけでもないのですが、お礼が言いたくて』

「礼言われることしたっけな」

『六麗の皆が、久しぶりに集まれたことです』

　彼女はサインペンをしきりと動かした。

『以前は何度もみんなで旅行していました』

「仲が悪くなったら、そりゃなあ……」

『わたくしも、皆さんとこうできたらいいと思っていましたから』

　にこりとした。

　琴絵は品の良いお嬢じよう様さまの雰ふん囲い気きを纏まとっている。実家がどうあれ、本人が丁寧で物腰が柔らかいのは事実だ。そんな人物に礼を言われると、なんだかいい気分になった。

「いやあ、俺だって六麗に妹の勉強を見てもらっているんだし」

『こういう機会がなければ集まることもなかったでしょう。感謝しています』

「仲が悪くても話をするくらいできたろ」

『それはそうなんですが、わたくしたちはそうしてはいけない理由があって……』

　スケッチブックの文字が、力のないものになる。

『自分たちに課した試練みたいなものなのです』

「ゲームじゃあるまいし」

『大おお袈げ裟さですよね。でも、そうなのです。だからここまで戻ったことに、感謝したいのです』

　彼女は大きく『ありがとうございました』と書いた。

　風が吹く。気温が低くなったか、冷たさと雨の匂いを運んでいた。

　琴絵のスケッチブックが音を立てた。

『質問してもいいですか？』

「いいよ」

『桐村さん、付き合っている方はいますか？』

　雪人は思わずスケッチブックを見返した。

　見間違いなどではない。琴絵はスケッチブックで顔の半分を隠しており、目だけで返答をうながしている。

「……いないけど」

『彼女を欲しいと思ったことはありますか？』

「あるよ」

『彼女は年上でも平気ですか？』

「気にしないよ」

『やった！』

「やった？」

　琴絵は慌ててスケッチブックをめくった。

『なんでもありません』

「そんなことないだろ」

『気にしないでください。忘れてください。これ以上はわたくしに心の準備ができていません』

　彼女はスケッチブックを突きつけるようにして見せた。

『分かっていただけますか!?』

「……うん」

　雪人は気圧されるようにしてうなずいた。琴絵はほーっと息を吐く。

『良かったです』

　彼女はスケッチブックを畳たたむと、顔を伏ふせ、小走りにバルコニーから去っていった。




　雪人が別荘の中に戻った途と端たん、メグの声が響いた。

「勉強おしまい！」

　このはと一緒に二階から降りてくる。最後の勉強が終わったところであった。

「おー、やったな」

　雪人は手放しで喜んだ。メグは集中力に難ありとも言われていたが、この場では一度もそんな様子は見せていなかった。

「ずっとここで勉強した方がいいか」

「馬鹿なこと言うんじゃないの」

　稟果がじろっと見る。

「家や学校でもおなじことできないと、学力なんてすぐ落ちるわよ」

　もっともな意見だ。雪人からはすぐに楽観的な気持ちが抜けた。もっともメグはあまり気にしていない。

「お腹減ったー。お兄ちゃん、夕ごはんなに？」

「外で食べるぞ」

　バルコニーの外側を指し示す。

「バーベキューだ。肉も買ってある」

「やったー」

　両手を上げてメグははしゃいだ。

　肉野菜は昨日のうちに買って、冷蔵庫に入れてある。大きな別荘だけあって冷蔵庫も大型で、どれだけ収納しても余裕があった。

「じゃあやろう。手伝ってくれ」

　肉や野菜が取り出され、パックを剝がされて皿に並べられる。すでに火おこしはやっておいたので、かまどで備びん長ちよう炭たんが赤々と燃えていた。

「あれ、飲み物は……」

　このはが首を傾かしげる。

「あるだろ」

「これしかないよ」

　このはが半分だけになった烏龍茶のペットボトルを見せた。

　台所の隅すみには空のペットボトルが積まれていた。勉強している側も休んでいる側もがぶがぶ飲んでいたので、なくなっていた。

　雪人は仕方ないという風に、

「買ってくるか……まだスーパーやってるよな」

「あたしが行ってくるわよ」

　稟果が立ち上がる。

「箱のティッシュも切らしちゃったから、一緒に買ってくる」

「じゃあ一緒に」

「別にいいわよ」

「もう暗いぞ」

　明るいうちから準備をはじめたバーベキューだったが、すぐに陽が落ちてあたりは真っ暗闇となっていた。

「平気。ここはあたしの家の別荘よ。たいした距離じゃないから」

「ペットボトル、重いと思うぞ」

「だったらワタシが行くー」

　クララが名乗りを上げる。

「ワタシ、チョコが欲しかったから買いたい。変な人が出たら、やっつけるから安心。はっはー」

　空手のポーズを取っているが、正直ぎこちない。

　ボディガード代わりだったら硬の方が適任だったが、何故かクララは稟果と二人で行くことにこだわった。

「じゃあ行ってくるから、雪人は良い子にしててねー」

「俺は子供か」

　二人は財さい布ふを持ってスーパーマーケットまで出かけていった。
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　スーパーは閉まる寸前だった。いくら通年営業とはいえ、都市部のコンビニとは違って夜はシャッターを下ろす。

　クララは棚を端からチェックしていた。

「お菓子買おう。あっ、ジュースも。お菓子もっと」

「黙って買いなさいよ」

　稟果がカゴを載のせたカートを押しながら注意した。

　営業終了の音楽が流れる中、急いで精算し、追い出されるようにして外に出た。

　慌ただしく買い物をしたので、念のため確認をする。頼まれた分はあったので、とりあえず一安心。すぐに帰ることにした。

　二人はレジ袋を両手に持ったまま、帰りの道を歩いた。

　夜だが、この道はまだ少しだけ街灯がある。周囲に高速道路はなく鉄道も通っていないため、夜は耳の奥が痛くなるほど静かになる。

「急ぐわよ」

「……ねー」

　横のクララが言った。

「話していい？」

「スーパー出たから黙る必要ないわよ」

　稟果はぴたりと足を止める。

「話があるから、あたしと二人になったんでしょ」

「あはは、せいかーい」

　クララも歩くのをやめる。稟果はレジ袋を持ったまま彼女を見た。

「で、どんなこと」

「んとねー、雪人に世話になったんでしょ」

「世話？　むしろあたしがあいつの世話してるわ。サーヴァントの妹の家庭教師してるんだから」

「本当は？」

「……世話になったわね……」

　少し力を抜く稟果。

「あいつのおかげで胸のつかえが下りたとは言えるわ。側にいることもできるし。変わることもできた。あとメグが可愛かわいい」

「ワタシも。あの娘こ可愛いよねー」

「サーヴァントと妹って似てないわよね」

「ねー」

　二人は妙なところで意見の一致を見る。それから稟果は言った。

「クララはどうなの」

「うん、世話になったよ。コーとまた友達になったのも、雪人のおかげ」

「良かったじゃない」

「雪人って、ここで勉強合宿したいって稟果に頼んだんだよね。メグのためだからって大変」

「努力は認めるわ」

「努力する男の子って好き？」

　クララの質問に直接は答えず、稟果は聞き返した。

「クララは？」

「んー、どうだろー」

「ずるいわよ」

「稟果だって。で、どうなの」

　稟果は向き合うのをやめると、再び歩き出した。

　しばらくそのまま、無言で進む。

　クララが追いかけた。

「教えて」

「……三メートル離れて」

「えー、なんで」

「離れて欲しくなったの」

　クララは歩みを緩め、距離を置く。

　稟果は前方に視線をやった。そこにあるのは暗がりで、他になにもない。

「……さっきの答えだけど、嫌いじゃないわね」

　届くか届かないかの声せい量りようで喋った。

「今はこの程度。ひょっとしたら好きになりかけてるのかもしれない。でもそれがホントの好きかなんて分かんない。これでいい？」

　クララは三メートル離れてついてきている。

「ワタシはねー、稟果より、もうちょい好きだと思う」

　稟果の小さな肩がぴくりとするが、クララはそのまま喋り続けた。

「コーと一緒に家庭教師したいって頼んだときは、無理だと思ったの。でもなんとかしちゃうから驚いた」

「噓か本当か知らないけど、南紀島さん脅迫されたらしいわよ」

「あはは。でもコーも後悔してないから、良かった。雪人のおかげ」

　彼女の声は、三メートル離れているにもかかわらずよく届いた。

「いったん男の子のいいところ見ちゃうと、好きに流れちゃうよねー」

「そんなもん？」

「うん。稟果も同じだよね」

「どうかしら」

「またまたあ。デートしたくせに」

　稟果の小さな身体からだが飛び上がった。

「なんのことよ！」

「だって遊園地のあれ、デートでしょ」

　稟果は振り返る。クララはにやにやしていた。
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「貸し切りにするとかすごいねー」

「別にいいじゃない！　お礼よ！」

「普通はそういうお礼をしないよねー」

　稟果はまた前を向いて歩く。今度は早足だった。

「どうして意地になっちゃうのかなー」

「六麗の中で言い触らす趣味はないわよ」

「雪人の前だと素直？」

「うるさいわね」

　稟果は歩くスピードを上げて振り切ろうとする。クララはついてきた。そもそも彼女は足が速く、スポーツも得意だ。

「琴絵さんも雪人のこと好きだよ、あとコーも多分。このはも。佐々波さんは分かんない」

「それ、本気で好きってこと？」

「どうだろーね。でも、このはは本気」

　稟果が一瞬、言葉を詰まらせる。

「なんで分かるの」

「見てたから」

「……あんたはどうなの？」

「答えた方がいい？　ライバル増えちゃうかも」

　クララの声には、かすかな真剣さが混ざっていた。

　稟果は答えない。

　会話が中断されたまま、二人は歩き続ける。

　冷たい風が吹く。このあたりは標高が高いので、夜は気温が低めだ。

　やがて、前方に別荘の門柱が見える。

「……じゃあ、質問変えるわね」

　稟果は前を向いたまま口を開いた。

「例えばよ、あたしがもっとあいつのことを好きになるとするわね。だったらクララはどうする」

　答えはない。

「……クララ？」

　振り返る。そこにはなにもなく、稟果は一人だった。
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「クララとはぐれた!?」

　激げき昂こうしたのは硬であった。

　真っ青な顔をして戻ってきた稟果。彼女の報告を聞き、硬は驚き、慌て、詰め寄った。

「なんで一人で戻ってきた！　どうして捜さない!?」

「だっ、だって、暗くてよく見えなかったし……」

「やりようがあったろ！」

　なおも難なん詰きつする硬。彼女の剣けん幕まくに押され、稟果はなにも言い返せず、周りの女の子たちも沈黙している。

「これじゃあのときと同じじゃないか！　あのときだっていなくなって、結局……！」

　食ってかかる硬。稟果の顔がよりいっそう青ざめる。

　雪人が割って入った。

「もうやめろ」

「お前は黙ってろ！」

「やめるんだ」

　雪人はなるべく優しく言う。

「稟果ちゃんも捜したくないわけじゃない。人数がいた方がいいから、走って戻ってきたんだ」

　硬は雪人の顔をじっと睨にらむ。それから瞳ひとみに一杯涙を浮かべた。

「あいつは身体が強くないんだぞ。なにかあったら、私はどうすればいいんだ……せっかく昔みたいになれたのに……」

「大丈夫。きっと見つかる。俺もルーマニアの山奥で道に迷ったことがある。それに比べりゃずっとましだ」

「変な慰なぐさめ方かただな……」

「みんなで捜そう」

　その言葉で皆の気持ちが落ち着いていく。雪人は「よし」と言った。

「誰かクララの電話番号知らないか？」

　今の六麗は互いの番号を知らない。専用のアプリで連絡を取り合うことはできるのだが、クララだけは骨こつ董とう品ひんのガラケーなのである。

「私が知ってるが……繋がらない……」

　硬の声はまだ沈ちん痛つうなままだ。

「バッテリーが切れているのかもしれない。充電器を忘れたと言っていた」

「やっぱり捜しに行くしかないな」

　雪人はスマートフォンを使って別荘周辺の地図を呼び出した。

「稟果ちゃん、ここがスーパーでここが別荘だ。どのあたりではぐれた？」

「んと……この辺だと思う」

　スーパーはともかく別荘周辺は個人の敷地なので、地図にはっきりとした情報は載のっていない。航空写真にしても限界はあった。そしてここは無む闇やみに広く、小道や藪やぶなどが混在していた。

　稟果の指した場所も大ざっぱだ。それでもこれを手がかりに捜そう索さくするしかない。

「みんな、懐かい中ちゆう電でん灯とう持ってくれ。連絡取れるようにスマホも持って。まず稟果ちゃんが教えてくれたところに移動して、それからバラバラになって捜そう」

「お兄ちゃん、メグも捜す」

　メグも志願するが、彼は首を振った。

「メグはここにいてくれ、もしクララが帰ってきたとき、誰もいなかったら困る」

　稟果が自宅に電話をかけた。

「うちの人間にも来てくれるよう頼むわね」

「分かった」

　雪人たちは急いで出発した。稟果の家からも人を出してくれることにはなったが、到着まで時間がかかる。自分たちで捜せるだけ捜したかった。

　クララがはぐれたのは敷地に入る直前あたり。そこで四方に散った。

「おーい、クララ」

「クララさーん」

　声をかけながら捜す。暗いので無言で捜しても見つかる可能性は低いし、こっちがはぐれる可能性もある。

　公道部分と別荘敷地の境に柵さくや垣かき根ねはないから、クララは行こうと思えばどこにでも行ける。それが捜索を難しくしていた。

（こっちにはいないかな……）

　雪人は心の中で呟つぶやく。

　すでに道ではなく、林の中に入っている。陽が差しづらいところなのか、足元はぬかるんでいて、油断すると滑すべってしまう。

　木々は密集し、森と呼んでも差し支えないようになってきた。稟果の実家が極力自然を残そうとしているためだが、もう少し歩きやすくしてもいいだろうと思う。

　懐中電灯がちかちかする。不意に消えた。慌てて振ったり乾電池を入れ直したりしたが、もうつかなかった。

「電池切れかよ」

　仕方がないのでスマートフォンの電灯アプリを起動する。再び明るくなったが、かなりの勢いでバッテリーを消耗していた。

　歩き続ける。スマートフォンを左右に振り、時々上下にも動かした。

　足跡がないか調べたが、よく分からない。

「ん……？」

　不意に明かりが先まで伸びる。高低差があるのか、明かりがかなり下まで届いた。

　川が流れている。川幅はそれほどではないが、流れが速く、水しぶきの音も聞こえた。上流で雨が降っているのだろうか。

　ぼんやりと小屋のようなものが見える。

（もしかしたら、あそこに……）

　急いで行こうとし、不意に気づいて足を止める。だが遅かった。

　前方は崖がけになっていた。ぬかるみに足を取られ、そのまま滑り落ちる。

「うわわわっ！」

　幸い転倒ではないが、立派な滑かつ落らくだった。雪人は小屋のそばの繁しげみに落っこちた。

「痛てて……クララ！」

　腰をさすりながら起き上がる。呼びかけながら走り、小屋の扉を開けた。

「クララ！」

　スマートフォンの光が差し込まれる。奥で少女がうずくまっていた。
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「おーい、クララー。クララー」

　硬はクララに幾度も呼びかけながら、周囲を捜索していた。

　クララは幼なじみだ。小さいころは無二の親友だった。意地を張ってしまって疎そ遠えんになっていたが、友情が不変というのは改めて理解できた。

　だからこそ、彼女とここで別れるのはごめんだった。

　前方で、明かりが揺らめく。

「そっちいた!?」

　懐中電灯を照らしながら走ってきたのは稟果だった。

　硬は首を振る。稟果は肩を落とした。

「そう……」

「こっちじゃないのかもしれない」

「あたしのところもいなかったから、また捜し直しね」

　稟果はそう言ってから、

「あの……ごめんね」

　頭を下げた。

「あんたの言う通り、あたしがちゃんと見てなきゃいけなかったの。せめてあたしの前を歩いてもらうべきだったわ。ごめんなさい」

「……いいんだ。わざとじゃないことくらい分かってる」

　硬も頭を下げた。

「私こそ酷ひどいことを言ってすまなかった」

「そんなことない。あ、あたしが三メートル離れてなんてこと言ったから……」

「今は離れてないな」

「え……あっ」

　二人はすぐ側で会話をしていた。至近距離と言ってもいい。

　稟果が慌てふためいた。

「こっ、これは、やっぱり離れて！　いえ、離れなくていいわ……やっぱり離れ……ええっと、どっちでも……！」

　両腕を扇風機みたいに回す。硬はくすりと笑った。久しぶりに見せた笑顔だった。

「はじめて会ったときに戻ったな」

「あのときって程じゃ……あたしは三メートル離れていたから……。でも、そうね、少しはね」

　二人は顔を見合わせる。互いに笑った。

　すぐに真面目な顔になる。

　まだクララは見つけていない。それまでふざけるわけにはいかない。今の状況は「あのとき」と同じなのだ。六麗が分裂したときと。もう一度繰り返すわけにはいかない。

　二人は捜索を再開した。すると。

　前方からくしゃみが聞こえた。

「うー……身体が冷えたねー」

　聞き覚えのある声だ。二人は同時に叫んだ。

「クララ!?」

　硬と稟果の懐中電灯が同時に照らす。光の輪の中で眩しそうにしているのは、まぎれもないクララであった。

「なにしてるんだお前！」

「なにって……稟果とはぐれて道に迷ってた。あははー」

　レジ袋を待ったまま、照れ笑いをするクララ。

「あははじゃない！」

　怒りの声を上げる硬。しかし怒っているのは口だけで、心底安あん堵どしていた。

「みんな心配してたんだぞ……！」

　硬は胸を撫なで下おろした。

「あのときみたいになるかと思った。やめてくれ……」

「ごめんねー」

　クララが両手を合わせる。

「稟果もごめん。みんなに心配させたくないから、早く帰りたくて、余計迷っちゃった」

「まったく……」

「そういえば」

　クララが訊いた。

「みんなは？」

　硬と稟果は顔を見合わせた。
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　崖下の小屋。中にいたのはこのはであった。

「雪人君……？」

「このは!?」

　雪人は駆け寄った。

「どうしてここに……!?」

「捜しているうちに落っこちたの。雪人君は？」

「俺も落ちたんだ」

　聞いたこのはは、ほっとしたようながっかりしたような表情だった。

　小屋は小さく、せまい。川での作業用に立てられたものらしく、ボロボロになったシャベルやポンプ、網などが放置してあった。今は誰も使っていないようで、トタン屋根や壁は朽くちるに任されていた。

　比較的頑がん丈じようそうなロープが落ちている。ナイロン製で、元は真っ白だったろうが今は灰色。引っ張って強度を確認する。

「なんとかなるかも」

　雪人は外に出て、まず崖の周囲を照らしてみる。崖はほぼ垂直な上、手がかりがほとんどなくて登れない。そして左右に伸びており、歩きを断念させるほど続いていた。

　なんとか崖を登るしかない。ロープの先に石をくくりつけ、崖上の立木に向かって放り投げる。何度か繰り返した。

「駄目か……」

　うまく引っかかってくれない。崖からかなり離れたところに生えているためだ。

　小屋の中に戻った。

「電池切れちゃった」

　このはがスマホを見せる。

「雪人君は？」

　手元に目をやる。すでに充電を急かすマークだけになっていた。思わず天を仰ぐ。

「使うんじゃなかったな……」

　彼はこのはの隣に座った。

　このはの懐中電灯はまだ使えるが、もったいないので消した。おかげで真っ暗だ。

　暗闇と同じくらいの沈黙が降りた。

　屋根になにか当たる音がする。石だろうかと思ったが、激しくなってきたので違うと分かる。雨が降ってきたのだ。ますます外に出られなくなった。

「……雪人君」

　このはが呟く。

「ちょっと話してもいいかな」

「ああ。どうせやることねえんだ」

　下手をしたらここで夜明かしである。なにか気を紛まぎらわせるものが欲しかった。

　彼女は決心したように喋り出した。

「私ね、雪人君に謝らなきゃいけないと思う」

　彼は目をしばたたかせた。

「なんで？」

「私にはお姉ちゃんがいるんだ。覚えてないかな、入園式の、あのときに話したんだけど」

「それも忘れてる……」

「小っちゃいときにお母さんが離婚して出ていって、お姉ちゃんを連れていったんだ。顔も知らない。だけどここにいることが分かって」

　こことは華凰学園のことだ。

「でね、私が六麗になってもいいって言われたとき、ちょっと迷った。引き受けたのは、六麗ならお姉ちゃんがどこにいるか分かるんじゃないかって思って」

「ああ、調べようとしたんだ」

「うん」

「どうだった？」

「それどころじゃなかった」

　このははうんざりしたように言う。

「六麗は仲たがいしてどうしようもないんだもん。だから、学園長に呼ばれたとき、六麗が元に戻れば、色々分かることも出てきそうって思ったんだ。だから雪人君に協力したの……」

　言葉の語尾が震える。

「メグちゃんのことを利用したみたいになった。ごめんね」

　雪人は首を振った。

「それくらいいいよ。気にしてない」

「ありがとう」

　安堵の息づかいも聞こえる。

　恐らく、ずっと考えていたのだろう。胸のつかえが下りたような声になっていた。

「今はねえ……あのときと同じなんだよ」

　雪人は首を傾げる。このはは続けて、

「入園式で雪人君をトイレに連れて行った後、私、入園式に戻らなかったの。人見知りだから怖かったのよ。だからね、小っちゃい部屋に逃げ込んでいた。ちょうどこんな感じのところ。そこを雪人君が見つけてくれたんだ」

「俺が話しかけたってやつだっけ」

「うん。雪人君は私のこと捜してくれて、それからずっと、色んな話をしてくれたよ。私もお姉ちゃんのことを話した」

　狭い小屋に彼女の声が響く。

「手とかも握ってくれた。温かかった……」

　こっちを向いたのが分かる。彼女の瞳が見えるかのようだ。

「俺、そんなことしてたのか……」

「うん。だから本当に安心した」

　ふっと息を吐いている。

「雪人君はね、人見知りだった私に、なにかあったら僕を呼んでくれればいいって言ってたんだよ。私それで元気が出たんだから」

「俺にしては恰好いいな」

「だからね、すぐにいなくなってがっかりしたんだ。でも、あれからずっと、呼んだら来てくれるのかなって、ぼんやり思ってた。崖からここに落っこちたときもね……」

　このはが懐中電灯を点ける。少し怒ったような顔が映し出された。

「でも雪人君まで落っこちるのは違うと思うの！　これって二に重じゆう遭そう難なんだよね!?」

「わざとじゃねえよ！」

　言い返す雪人。

　このはの表情は、すぐに笑顔へと変化した。

「あはは、ごめんね。でも嬉しかったよ。こうして二人でいられるから……」

　彼女は身体を寄せる。

「ちょっと嬉しいな……」

　雪人の肩に頭が当たる。ほんのりと、このはの体温が感じられた。自分の鼓こ動どうが速くなるのが分かる。

　彼は我知らず唾つばを飲み込んだ。そのとき。

「すまないな、邪じや魔まするよ」

　小屋の扉が開く。雨あま音おとと共に入ってきたのは紀良であった。

　二人は唖あ然ぜんとした。紀良までやってきたのだ。彼女の服はそれなりに濡れているので、きっと雨が降っても捜索し続け、その結果たどり着いたのだろう。

　彼女は雪人とこのはを見て、やれやれという顔をした。

「盛り上がっていたんで入りづらかったぞ」

　顔を赤くするこのは。

「盛り上がっていたってなんですか！」

「外で待っていようかと思ったんだが、さすがに雨が降ってるから無理だった」

　雪人が訊いた。

「クララは？」

「見つかったぞ。単に道に迷っていただけだ。むしろ君たちがいなくなって慌てた」

「そりゃどうも……」

　面目がなくなり、雪人とこのはは顔を伏ふせる。

　すぐに上げた。

「佐々波さんはよくここが分かったな」

「分かったわけじゃない。落っこちた。この辺はよく滑るな」

　彼女はよっこらせという感じで腰を下ろす。雪人は不安を感じ、恐る恐る質問をした。

「佐々波さん……電話は？」

　紀良は自分のスマホを見せる。ちゃんと電源が入っていた。

「電話はしてある。助けに来るだろう」

　二人はようやくほっとした。強こわ張ばっていた身体から力が抜ける。

　紀良は髪の毛の雫しずくを払っていた。

「話の邪魔をしたみたいだな、続けても構わないぞ」

「邪魔ってわけでも」

「前にもこんなことがあったな」

　学校のベンチでのことだ。あのときは紀良は二人の間に腰を下ろしていた。今は反対側の壁際にいる。

「偶然も二回続くと必然の気がするな」

　と紀良は言ってから、

「ところで、前に条件が一つあると言っただろう」

　雪人は噴ふん水すいでの会話を思い出した。

「そんなことあったな。金なら払わないぞ」

「私のことをちゃんづけで呼んでくれないか」

「え？」

「物心ついたときから、みんな私を姓せいで呼ぶんだ。たまには下の名前で呼ばれてみたい」

　冗じよう談だんかと思ったが、本気のようにも見える。

「ささやかな願いだ。構わないだろう」

　雪人はためらった。

「姓で呼ばれるのは佐々波さんのせいだろ」

「そんなことは知ってる。さあ」

　急かされて、渋しぶ々しぶ雪人は呼びかけた。

「ちゃん」

「とんちを利きかせたつもりか？」

「……紀良ちゃん」

「もう一度」

「紀良ちゃん」

　渋い顔をする紀良。

「茜も頼む」

　このはもやはり戸惑っていたが、ためらったのちに言った。

「紀良……ちゃん」

　しかめっ面は消えなかった。

「気持ち悪いな」

　雪人は呆れた。

「自分で言ったんだろ」

「やっぱりやめる。ちゃんをつけずに呼んでくれ」

「えー……」

「早く」

　うながされ、雪人は言った。

「紀良」

「……ふむ」

　彼女は腕組みをした。

「なんだか友人ができた気がするな」

「欲しかったのか」

「作らない主義だ。姓で呼んでもらえるか」

「佐々波さん」

　満足げに紀良はうなずいた。

「やはりこの方がいいな」

「意味なかったのかよ……」

「実は私のことを名前で呼ぶ生徒がいたんだ。たった一人だけ」

　驚く二人。

「そんな命知らずがいたのか!?」

「君の失礼さは置いておくが、その生徒は今はいない」

「引っ越しとか……？」

「あとで話す。ところで桐村君。訊きたいんだが」

　雪人はやや身体を強張らせる。

「勉強合宿をおこなったことには理由があるだろう」

「そりゃ妹のために……」

「それだけではなく」

「……六麗がこじれた原因が知りたくて」

　雪人は計画していたことを喋った。

「六麗が旅行中になにかあったって、みんなから聞いていた。多分稟果ちゃんの別荘だろうと当たりをつけて頼んだんだ。六麗がこじれる事件があったところで合宿させてくれって。稟果ちゃん嫌がっていたけど、佐々波さんが口を滑らせたって言ったらオーケーしてくれた」

「だが違う別荘だな。理由は？」

「前と同じ別荘にしたら、みんな来なくなるだろ。まさか作りが同じなんて思わなかったけど」

「なるほどな」

　紀良は感心した。

「確かにそうだ。それにしても、川まであるとは驚いた。あそこと似てる」

「で、なにがあったんだ」

　雪人は真剣な表情で訊く。

「もう喋ってくれてもいいんじゃないか」

　紀良はちらっと彼を見返してから、小屋の扉を少しだけ開けた。

　轟ごう音おんが大きくなり、雨が吹き込んでくる。すぐに閉めた。

「むしろ、同じなのは別荘よりも天気だな。あのときと同じなんだ」

「雨、だったのか？」

「あれは確か、今年の四月末だ。茜はいなかったな。まだ六麗は繋がりが強くて、六麗の間ももちろん使われていた。南紀島と吉よし元もともよそよそしかったが、顔も合わせたくないってほどではなかった。入学したての柊稟果が六麗に加入して、皆で懇こん親しんのための旅行をしようと決めたんだ」

　彼女はわずかに身じろぎをした。

「旅行先の別荘は稟果が用意してくれた。入ったばかりだったから、三メートルの制限はあったけど張り切っていたよ。わざわざ駅に集合して、六人全員で行った」

「六人……全員？」

　思わず雪人が聞き返す。

「そうだよ。六人いた」

　紀良は答えてから、

「今回と違って一泊二日だった。最初はぎこちなかったが、すぐに打ち解けて楽しくやっていた。それで夕食後に飲み物が足りなくなって、一人が買いに行ったんだ」

「誰のことだ？」

「私のことを名前で呼ぶ生徒だよ。今回と同じように、あのスーパーに行った。みんなで行くと言ったんだが、ちょうど話が盛り上がってるときで、あの娘は水を差したくないから一人で行くと言ったんだ。優しくて気が利いて、いい娘だった」

　彼女はちらとこのはを見る。このはは真剣に聞いていた。

　雪人は先をうながす。

「それで？」

「いつまで待ってもあの娘が帰ってこない。私たちは焦り、皆で捜しに行った。それも今回と同じだ。散々捜したあげく、皆が疲れきったところで、ようやく発見した。見つけたのは吉元だったかな。松まつ条じようは他の所に行ってたはずだ。彼女は崖の下に転落していることが分かった」

「それも似てるな……」

　雪人が呟く。紀良は肯定する。

「ただ違いはあって、こんな小屋はなく、それがむしろ悪かったんだ。雨が降ってきて身体が冷えた。避難する場所はないし、足場が悪くて引き上げられない。無理をしたら私たちまで遭難する。助けを呼んだが、倒木で道が塞ふさがれて消防隊が到着するまで時間がかかった」

「それでどうしたんだ……？」

「私たちは意見を出しあった。無理して引き上げるか、助けが来るのを待つか。それで……」

　不意に紀良が口を閉じる。雪人はぐっと身体ごと近づいた。

「佐々波さん、それで？」

「……しっ」

　形の良い唇に指を当てる。耳を澄すませていた。

「まずいぞ、増水だ」

　小屋の外から、水の流れる音が、今までよりずっと大きく、はっきり聞こえていた。

　扉を開ける。すると川幅が先ほどまでより広がっており、川の水がひたひたと小屋に接近していた。

　様子を見た雪人は思わずたじろぐ。中に向かって叫んだ。

「外に出よう！」

　夜の川は黒々とした蛇のようだ。自在にうねり、時折跳ねる。岩にぶつかると弾け、飛沫しぶきを撒き散らした。

　このはの手を取り、川から遠ざかる。なるべく崖に寄った。

　上を照らしても、人の気配はない。川はじりじりと増水し、幅の狭い岸を満たさんとしていた。

「このままじゃ溺おぼれる……！」

　雪人はうめいた。流れるスピードは速い。水が膝ひざのあたりまで、下へ手たをするとくるぶしまで浸かった時点で足を取られ、流されてしまう。高原の水だからかなり冷たい。単に溺れるだけではなく、心臓が止まる可能性すらあった。

　三人は崖を背にした。

「助けは……!?」

「まだだ」

　紀良が崖上を確認した。

「時間がかかっているな」

「雪人君……」

　このはが不安そうな目を向ける。雪人はもう一度上を見た。

「……佐々波さん、このはを肩車できるか？」

「どうかな」

「俺の肩に佐々波さんが乗っかって、佐々波さんの肩にこのはが乗るんだ」

　それで高さを稼かせぐのだ。ただ三人合わせても届きそうもない高さなので、最後は自力で登ってもらうことになる。

　紀良はなるほど、という顔。

「自然番組でそんなことしている動物を観たな」

「俺はアフリカで実際にやってるとこを見たよ。早く！」

　ぼやぼやしている暇はないのだ。雪人が足をやや広げ、崖に両手をつく。紀良がその背を登り、両肩に足を乗せた。

「佐々波さん、鎖骨には乗せないでくれ、折れちまう」

「了解した」

「このは！」

　さすがにためらいの声。

「……いいの？」

「構わないから早く！」

「分かった。ちょっと我慢して」

　このはは駆け上がる感じで雪人と紀良の背を登った。

　二人分の体重が肩にかかる。崖で重量を分散させているとはいえ、食い込む重さはかなりの痛みとなっている。足や腰、胃の奥までずしんとくる感覚に襲われた。

「届かない！」

　頭の上から、悲鳴のような声。

「まだある！」

「このは、頑張れ！　こんなスポーツあったろ、思い出すんだ！」

「ボルダリング!?　やったことない！」

「大丈夫、できる！」

「雨で滑るー！」

　両肩が軋きしみを上げる。紀良の靴が肩に食い込み、涙が滲にじんできた。

　不意に軽くなった。

　このはが崖に取りついたのだ。だがまだ登りきっていないのか、荒い息づかいしか聞こえてこない。

　雨が強くなる。川の音も激しくなった気がする。チャンスは今しかない。

「……登れた！」

　このはの声が降ってくる。

　肩から紀良を下ろして見上げる。崖上からこのはが手を振っていた。

　雪人は、さきほどのロープを手に取った。

「このは、ロープを投げるから木にかけてくれ！」

「えっ!?」

「木の幹みきにぐるっとかけて、反対側を崖下に投げて！」

　彼はロープを崖上に投げる。このはの姿が消え、再び現れた。

「やったよ！」

　このはが投げ返す。引っ張って確認。雪人は反対側を持つ。もう反対側は紀良に渡した。

「佐々波さん、先に」

「私が残るぞ」

「そっちのが後悔する。女子を残したなんて妹に知られたら軽けい蔑べつされちまう」

「紳しん士し的てきだな」

　紀良がロープを摑みながら崖に足をかけて登る。それに合わせて、雪人は反対側のロープを引いた。木の幹が滑かつ車しや代わりだ。こうすれば紀良は自分の腕の力だけではなく、雪人の力も使うことができる。

　彼女は上まで登った。このはは確認して、手でメガホンを作る。

「雪人君も！」

　今度は自力で登らないと駄目だ。彼はロープを身体にかけて、崖に足をかける。

「……あっ！」

　このはの悲鳴のような声。幹の部分でロープが千ち切ぎれた。支える力が消失し、雪人は尻しり餅もちをつく。

　このはが崖上から呼びかける。雪人は「大丈夫だ！」と返事。実際は尾び骶てい骨こつが痛いものの、たいしたことはないと言い聞かせた。

　だがロープは長さが半分になった。これではさっきのようなやり方はできない。崖上の二人に摑んでもらって引いてもらう長さはあるのだが、力は足りるのだろうか。

「このは、佐々波さん！」

　雪人は、川の轟音に負けないよう叫んだ。

「俺はいいから、朝になったら助けてくれ！」

「そんな、駄目だよ！　雨降ってるし、川もどうなるか……！」

「いいから！」

　頭上の紀良が声を張り上げた。

「桐村君、さっきの話の続きだ！」

「こんなときに!?」

「あのとき、私たちはあの娘を引き上げなかった。ずっとそのまま放置した！　つまり見捨てたんだ！」

　横風が吹く。雨粒が横殴りとなり、雪人の顔を叩いた。

「下に降りたら私たちも上がれなくなると考えた！　だからなにもできなかった、しなかった！　あの娘はじっと見上げていたよ！　あのとき、あの娘はどんなに心細かったろうな！」

「それで!?」

「明け方近くになって救出された。彼女はなにも言わなかった。だが次の日に六麗を辞めていたよ。学校も辞めた。これだよ、これがずっと傷になっているんだ！　このことは私たちに後悔を残した。一人を見捨てたことが傷になって、私たちは自然と集まらなくなった。六麗はバラバラになったんだ。全てはあの別荘でのできごとからはじまっている。これが六麗分裂の真相だ！」

　雪人は雨に負けないよう、崖上を見つめた。

　氷解した疑問と共に、叫ぶ。

「分かったよ、よく分かった！　でもなんで今教えてくれたんだ!?」

「あんな後悔は二度としないからだ！」

　同時に、崖上にいくつもの顔が出現する。

「いたか、雪人！」

「雪人ー！」

「サーヴァント、ちょっとだけ待ってなさいよ！」

『今助けます！』

　硬、クララ、稟果、琴絵がいた。彼女たちは周囲を捜索した後、紀良の電話を受けて、あのときと同じならと崖まで様子を見に来たのである。

　雪人がロープを投げる。六人は端をしっかりと持った。

「よし、引っ張れ！」

　紀良が号令をかける。いくら女子でも、六人がかりならかなり力になる。雪人は自分も崖に足をかけて登っていく。

　上端に手が届いた。

　最後は自力で上がる。彼はロープを離し、地面に転がった。

「助かった……」

「雪人君！」

　このはが駆け寄った。他の六麗の娘たちも、皆手を取り合って喜んでいる。

「怪我はない!?」

「ああ、多分」

「良かった……」

　彼女の顔は涙と雨で汚れていた。それでも安堵の思いだけは伝わってきた。

「怪我は？」

「平気。雪人は？」

「ない。……呼び捨て？」

　このはがはっとして、身を縮めた。

「ご、ごめんね。つい、その」

「いいよ。俺だけが呼び捨てって変だと思ってたんだ」

　雪人は笑う。

　崖下では、増水した川の水が流れ続けていた。





　　　　○






　そして時間は流れ、前期末テストの返却日。

　雪人は答案用紙に目を落としていた。隣にはメグが緊張の面おも持もちでいる。彼が見ているのは、前期テストの結果であった。

「これ……赤点じゃないよな」

「うん」

「全部こんな感じか？」

「うん」

「やったな！」

　雪人は喜び、大きな音を立ててメグとハイタッチした。

　成績は上がっていた。まだクラスの平均点などは不明なものの、一目で問題ないと分かる点数であった。

「六麗の人たちのおかげだね」

「ああ、あんなことがあったのに、よくリカバーできたな」

　あの日、泥だらけになった雪人と六麗を見て、メグは目を丸くしていたのだ。彼女は大慌てで救急車と騒ぎ、落ち着かせるのに一苦労した。

　誰も骨折などはなかったが、念のため稟果は実家に連絡を取り、契約している医師を呼び出して診察をしてもらうことにした。

　勉強合宿はそこで終わりとなった。とは言っても最後のバーベキューがお釈しや迦かになっただけ。医師の診察でも問題なしとお墨付きが出たため、簡単な食事をして別荘で一晩を過ごし、翌朝の帰宅となった。

　雪人は妹のモチベーションに影響があるのではと心配になったが、ほっとしたあとにやる気を見せていた。六麗も全力でサポートし、前期試験の日を迎えたのだ。

　雪人は「今夜はご馳ち走そうだ」と妹に告げると、先に戻っているよう言った。自らは校こう舎しやの裏手に向かう。

「終わった？」

　そこにこのはが待っていた。

「メグちゃん赤点回避したんだよね。よかった」

「俺もほっとしたよ」

　二人は敷地の奥、小道になったところを歩く。ペンション風の建物が出現し、このはがカードキーで扉を開けた。

「あらサーヴァント、終わったみたいね」

　豪ごう華かなソファに稟果が腰掛けていた。紅茶のカップを手に持っている。

「紅茶が冷めちゃうわ、新しいのを入れて……いいわ、あたしが入れる。あんたも自分の分を飲みなさい」

　稟果は自分でサイドボードに近寄り手早くお湯を注いだ。

　隣では琴絵がスケッチブックに『妹さんとお昼に会いました。点数が良かったので、元気でしたよ』と書いている。彼女は稟果と同じソファに座っていた。

　奥の畳たたみのところには、硬とクララが向かい合っていた。二人で緑茶を飲み、なにか話している。雪人に気づいて、クララが手を振った。

「ハイ、雪人」

「おいクララ。気安く手を振るな」

　硬がたしなめる。

「そういう態度は軽すぎる」

「自分が振りたいから？」

「大きな声で言うんじゃない」

　二人は言い合いをはじめた。だがそれは険悪なものではなく、どこか楽しそうなものであった。

「おや戻ってきたか」

　窓際にいた紀良が話しかけてくる。

「妹の成績はどうだった？」

「赤点はないけど、まだ努力が必要じゃないかな」

「問題はないだろう。みんなが家庭教師を続けると言っている」

「いいのか？」

　その問いには六麗全員がうなずいた。

「君のおかげで六麗は元に戻ったからな」

　代表するように、紀良が言った。

　別荘での勉強合宿以来、六麗は自然と「六麗の間」に集まるようになった。前のようなぎこちなさはない。全員で協力して捜索し、雪人を引っ張り上げてから、自然と関係が戻ったのだ。

　関係がこじれたのが別荘なら、元に戻ったのもやはり別荘での出来事であった。

　紀良が手招きした。

「六麗の一として、改めて感謝を伝える」

「たいしたことしてないよ」

「謙けん遜そんも度が過ぎると嫌味だぞ。ただまあ、女に嫌味を言う男は好きだ」

　彼女の言葉に雪人は苦笑した。

「そう言えば佐々波さん、あのとき、崖から滑り落ちたと言ったよな」

「言った気がする」

「あれ、自分から降りてきたんじゃないのか」

「どうして？」

「なんとなく。だって佐々波さんみたいな人が、足滑らせたりするか？」

　紀良はじっと、雪人の瞳を見つめた。彼はなんとなくどぎまぎする。

「……肯定も否定もしない。そうだな、直前に南紀島たちに連絡を入れて、あそこに来るよう伝えたかもしれない。私は下から君たち、特に茜このはだけでも押し上げて助けようと考えたかもしれない」

「そうしたら佐々波さんだけ残っちまうぞ」

「別に構わないよ。それも責任の取り方だ。今度は私が見捨てられる番だ」

　さらりと言う紀良。雪人は呆れた。

「なんだそりゃ……」

「六麗の仲がこじれたとき、あの娘を見捨てたのを私のせいにしろと言ったんだ。みんな自分のせいだと思い込みがちだからな。私を嫌ってくれれば、少しは気が楽になるだろう。その代わり喋らないように頼んだ。だから崖下の私を見捨てても、気にしないんじゃないかな」

「そんなことないだろ……多分」

「なんのために私が嫌われたと思うんだ」

　全て紀良が口止めをしたのである。皆の口が重く、彼女だけが浮いていたのもこれで説明が付く。

　普通の高校生なら耐えられないだろうが、紀良は平気であった。

　雪人は首を振る。

「いや、みんな気にしたと思う」

「そうかもしれないが、私じゃなくて君が下に残ったおかげで、皆が団結して助けようという気になったんだ。あの事件の呪縛も解けた。もう口止めする理由もない。私を憎む必要もなくなった。やはり君のおかげだな」

　紀良は笑顔で「ありがとう」と言った。

　いつもとは違う表情に、雪人もどきりとする

　紀良は高校生離れした美び貌ぼうの持ち主だ。笑顔が自分に向けられて心が高鳴らない男子はいないだろう。彼は知らないうちに心臓の位置を押さえていた。

　窓際から離れようとして、ふと疑問が浮かぶ。

「たいしたことじゃないんだけど……六麗辞めた生徒って、どんな人だ」

　紀良は周囲を見回す。彼女は室内、特にこのはがこちらを見ていないことを確認していた。

　声を潜める。

「いいだろう、教えよう。言うつもりはなかったんだが、六麗が戻ったのは君のおかげだ。だから知っていてもいい」

　やけに長い前置きの後、彼女は言った。

「皆みな島しま唯ゆい奈なという三年生だ」

「なんか聞いたことがあるな」

　雪人は首を傾げた。知らないはずなのに、聞き覚えがあるのだ。

　紀良はゆっくりと言う。

「聞いていてもおかしくない。皆島の母親は、茜このはの父親の奥さんだった人だ」

「なに……？」

「茜の姉なんだよ」

　驚いて声を上げそうになり、急いで言葉を飲み込む。雪人は恐る恐るこのはを見る。

　彼女はなにも知らない。嬉しそうに、皆と話し込んでいた。
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　築つき地じと申します。このたびファミ通文庫でラブコメ作品を書かせてもらうことになりました。女の子がこんなにたくさん出てくる小説を手がけるのは久しぶりです。

　かつて、私がはじめて書いたラブコメ作品はおかげさまで売れ行きも良く、アニメ化を挟はさんで何年も続き、大だい団だん円えんで終わりました。以降はノベライズの依頼が増えてきたこともあって、汗と泥にまみれた格好をした女の子ばかり書いていました。そんなとき新しく担当になった編集佐々木氏から、「ラブコメやりませんか」と提案されたのです。最初は驚いたものの、「そういや俺、元々ラブコメ書いてたんだ」と思い出し、本作の執しつ筆ぴつに取りかかりました。

　ただブランクは長く、現在のラブコメ事情に疎うとい私にとっては苦戦の連続でした。自らのラブコメ価値観が昔で止まっており、「えっ、シスタープリンセスってもう二十年前なの!?」と驚くセンスですから、アップデートにやたら時間がかかります。

　そこで手助けしてくれたのが編集佐々木氏です。業務と称してやたらラブコメコミックや小説を読み込む編集の鑑かがみみたいな人物です。彼は南方の島から帰還した残ざん留りゆう日に本ほん兵へいみたいな私に、今風のラブコメを指南してくれたのです。

　もののたとえに「残留日本兵」なんて言葉を使う人間を指導するのは骨が折れたでしょうが、ともかく助けを得て本作はできあがりました。楽しんでいただければ幸いです。

　主人公を含めた各キャラクターの造型には、本作のイラストレイター、フミオ氏の多大な貢こう献けんがあります。上がってくるラフを見ながら言動などを膨ふくらませ、改かい稿こうを続ける作品に反映させるのは楽しい作業でした。感謝いたします。

　そしてこの本を手に取った、あるいは電子書籍で購入された読者の皆様には、出てくるキャラクターのことを好きになっていただければと思います。キャラが輝くのは皆様の気持ちによってであり、作者はその手伝いをしているにすぎません。どうかよろしくお願いします。

　ではこれで。
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